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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下：
　（ａ）細菌株ＡＩＰ６１８９２、またはその活性改変体であって、ここで前記活性改変
体は、Ｍａｓｈ距離　０．０１０以内のゲノムを有する細菌株を含む、細菌株またはその
活性改変体；ならびに／あるいは
　（ｂ）ＡＩＰ６１８９２、またはその活性改変体に由来する、胞子、もしくは前胞子、
または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わせのうちの少なくとも１つであって
、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　０．０１０以内のゲノムを有する細菌株を含
む、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わせのう
ちの少なくとも１つ；
を含む、組成物であって、
　ここで前記細菌株、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子
の組み合わせ、またはこれらの活性改変体は、１０５　ＣＦＵ／ｇ～１０１２　ＣＦＵ／
ｇまたは１０５　ＣＦＵ／ｍｌ～１０１２　ＣＦＵ／ｍｌで存在し、そしてここで有効量
の前記細菌株組成物は、前記組成物が適用されていない植物と比較して、前記植物の目的
の農学上の形質を改善するか、または植物の病気を引き起こす植物病原体を制御する、
組成物。
【請求項２】
　前記植物の病気は、真菌性の植物の病気である、請求項１に記載の組成物。
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【請求項３】
　前記植物の病気は、アジア型ダイズさび病（ＡＳＲ）である、請求項１または２に記載
の組成物。
【請求項４】
　前記細菌株またはその活性改変体は、１０５　ＣＦＵ／ｇ～１０１０　ＣＦＵ／ｇまた
は１０５　ＣＦＵ／ｍｌ～１０１０　ＣＦＵ／ｍｌで存在する、請求項１～３のいずれか
１項に記載の組成物。
【請求項５】
　前記組成物は、細胞ペーストを含む、請求項１～４のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項６】
　前記組成物は、水和剤、噴霧乾燥製剤、水溶性液剤、乳剤、ＥＷ剤、ＳＣ剤、水和性粒
剤、粒剤、またはカプセル剤を含む、請求項１～５のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項７】
　前記植物病原体は、少なくとも１種の真菌病原体を含む、請求項１～６のいずれか１項
に記載の組成物。
【請求項８】
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐ
ｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ、
Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｂｌｕ
ｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎ
ｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃｅｓ
　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇｅｒｓｔｒｏｅｍｉａｅ、Ｓ
ｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａ
ｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｖ
ｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉｓｃ
ｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄｏｐ
ｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉ
ｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐｌａｓ
ｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕ
ｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕ
ｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉ
ｃｈｕｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈａｋｏｐｓｏ
ｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、Ｐｕｃｃｉｎ
ｉａ　ｔｒｉｔｉｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ
　ｓｔｒｉｉｆｏｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　
ｓｐｐ．，Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐ
ｐ、Ｅｒｗｉｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ
、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇｅｎａから
なる群より選択される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、請求項７に記載の
組成物。
【請求項９】
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏ
ｊｉｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎ
ｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｃ
ｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ
、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａ
ｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ
、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群より選択される１種もし
くはこれより多くの真菌病原体を含む、請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
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　前記植物病原体は、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉ
ｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔ
ｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉ
ｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔ
ｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐ
ｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、またはＰｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓ
ｏｊａｅを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１１】
　以下：
　（ａ）細菌株ＡＩＰ６１８９２、またはその活性改変体であって、ここで前記活性改変
体は、Ｍａｓｈ距離　０．０１０以内のゲノムを有する細菌株を含む、細菌株またはその
活性改変体；ならびに／あるいは
　（ｂ）ＡＩＰ６１８９２、またはその活性改変体に由来する、胞子、もしくは前胞子、
または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わせのうちの少なくとも１つであって
、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　０．０１０以内のゲノムを有する細菌株を含
む、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わせのう
ちの少なくとも１つ；
を含む細胞ペーストを含む、組成物であって、
　ここで有効量の前記細菌株組成物は、前記組成物が適用されていない植物と比較して、
前記植物の目的の農学上の形質を改善するか、または植物の病気を引き起こす植物病原体
を制御する、
組成物。
【請求項１２】
　前記植物の病気は、真菌性の植物の病気である、請求項１１に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記植物の病気は、アジア型ダイズさび病である、請求項１１～１２のいずれか１項に
記載の組成物。
【請求項１４】
　前記植物病原体は、少なくとも１種の真菌病原体を含む、請求項１１～１３のいずれか
１項に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐ
ｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ、
Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｂｌｕ
ｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎ
ｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃｅｓ
　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇｅｒｓｔｒｏｅｍｉａｅ、Ｓ
ｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａ
ｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｖ
ｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉｓｃ
ｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄｏｐ
ｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉ
ｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐｌａｓ
ｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕ
ｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕ
ｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉ
ｃｈｕｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈａｋｏｐｓｏ
ｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、Ｐｕｃｃｉｎ
ｉａ　ｔｒｉｔｉｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ
　ｓｔｒｉｉｆｏｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　
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ｓｐｐ．，Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐ
ｐ、Ｅｒｗｉｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ
、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇｅｎａから
なる群より選択される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、請求項１４に記載
の組成物。
【請求項１６】
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏ
ｊｉｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎ
ｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｃ
ｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ
、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａ
ｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ
、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群より選択される１種もし
くはこれより多くの真菌病原体を含む、請求項１５に記載の組成物。
【請求項１７】
　前記植物病原体は、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉ
ｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔ
ｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉ
ｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔ
ｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐ
ｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、またはＰｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓ
ｏｊａｅを含む、請求項１１に記載の組成物。
【請求項１８】
　以下：
　（ａ）細菌株ＡＩＰ６１８９２、またはその活性改変体であって、ここで前記活性改変
体は、Ｍａｓｈ距離　０．０１０以内のゲノムを有する細菌株を含む、細菌株またはその
活性改変体；ならびに／あるいは
　（ｂ）ＡＩＰ６１８９２、またはその活性改変体に由来する、胞子、もしくは前胞子、
または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わせのうちの少なくとも１つであって
、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　０．０１０以内のゲノムを有する細菌株を含
む、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わせのう
ちの少なくとも１つ；
を含む水和剤を含む、組成物であって、
　ここで有効量の前記細菌株組成物は、前記組成物が適用されていない植物と比較して、
前記植物の目的の農学上の形質を改善するか、または植物の病気を引き起こす植物病原体
を制御する、
組成物。
【請求項１９】
　前記植物の病気は、真菌性の植物の病気である、請求項１８に記載の組成物。
【請求項２０】
　前記植物病原体は、少なくとも１種の真菌病原体を含む、請求項１８または１９に記載
の組成物。
【請求項２１】
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐ
ｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ、
Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｂｌｕ
ｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎ
ｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃｅｓ
　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇｅｒｓｔｒｏｅｍｉａｅ、Ｓ
ｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａ
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ｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｖ
ｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉｓｃ
ｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄｏｐ
ｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉ
ｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐｌａｓ
ｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕ
ｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕ
ｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉ
ｃｈｕｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈａｋｏｐｓｏ
ｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、Ｐｕｃｃｉｎ
ｉａ　ｔｒｉｔｉｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ
　ｓｔｒｉｉｆｏｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　
ｓｐｐ．，Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐ
ｐ、Ｅｒｗｉｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ
、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇｅｎａから
なる群より選択される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、請求項２０に記載
の組成物。
【請求項２２】
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏ
ｊｉｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎ
ｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｃ
ｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ
、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａ
ｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ
、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群より選択される１種もし
くはこれより多くの真菌病原体を含む、請求項２１に記載の組成物。
【請求項２３】
　前記植物病原体は、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉ
ｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔ
ｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉ
ｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔ
ｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐ
ｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、またはＰｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓ
ｏｊａｅを含む、請求項１８に記載の組成物。
【請求項２４】
　前記活性改変体は、少なくとも１種の除草剤、殺真菌剤、農薬、もしくは他の農作物保
護化学物質に抵抗性である、請求項１８～２３のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項２５】
　前記活性改変体は、除草剤、殺真菌剤、農薬、もしくは他の農作物保護化学物質の圧力
の下で選択され、かつ前記除草剤、殺真菌剤、農薬、もしくは他の農作物保護化学物質に
抵抗性である、請求項２４に記載の組成物。
【請求項２６】
　前記活性改変体は、本明細書で提供される細菌株またはその活性改変体を除草剤抵抗性
にする除草剤抵抗性遺伝子で形質転換されており、ここで前記細菌株は、植物の病気を引
き起こす植物病原体を制御する、請求項２４～２５のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項２７】
　前記植物病原体は、ＡＳＲを引き起こす、請求項２６に記載の組成物。
【請求項２８】
　前記除草剤は、グリホサート、グルホシネート（グルタミンシンターゼインヒビター）
、スルホニルウレアおよびイミダゾリノン除草剤（分枝鎖アミノ酸合成インヒビター）か
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らなる群より選択される、請求項２４～２７のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項２９】
　以下：
　（ａ）ＡＩＰ６１８９２、またはその活性改変体であって、ここで前記活性改変体は、
Ｍａｓｈ距離　０．０１０以内のゲノムを有する細菌株を含む、ＡＩＰ６１８９２または
その活性改変体；あるいは
　（ｂ）ＡＩＰ６１８９２、またはその活性改変体に由来する、胞子、もしくは前胞子、
または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わせであって、ここで前記活性改変体
は、Ｍａｓｈ距離　０．０１０以内のゲノムを有する細菌株を含む、胞子、もしくは前胞
子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わせ；
を含む、細菌株の単離された生物学的に純粋な培養物。
【請求項３０】
　前記細菌株は、除草剤、殺真菌剤、農薬、または農作物保護化学物質から選択される殺
生物剤に対して抵抗性であり、前記培養物は、前記殺生物剤の存在下で成長させることに
よって生産され、前記細菌株は、植物の病気を引き起こす植物病原体を制御する、請求項
２９に記載の単離された生物学的に純粋な培養物。
【請求項３１】
　前記物学的に純粋な培養物は、グリホサートの存在下で成長できる、請求項３０に記載
の単離された生物学的に純粋な培養物。
【請求項３２】
　前記植物の病気は、真菌性の植物の病気である、請求項３０～３１のいずれか１項に記
載の単離された生物学的に純粋な培養物。
【請求項３３】
　前記植物の病気は、ＡＳＲである、請求項３２に記載の単離された生物学的に純粋な培
養物。
【請求項３４】
　前記植物病原体は、少なくとも１種の真菌病原体を含む、請求項３０～３３のいずれか
１項に記載の単離された生物学的に純粋な培養物。
【請求項３５】
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐ
ｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ、
Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｂｌｕ
ｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎ
ｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃｅｓ
　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇｅｒｓｔｒｏｅｍｉａｅ、Ｓ
ｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａ
ｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｖ
ｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉｓｃ
ｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄｏｐ
ｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉ
ｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐｌａｓ
ｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕ
ｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕ
ｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉ
ｃｈｕｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈａｋｏｐｓｏ
ｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、Ｐｕｃｃｉｎ
ｉａ　ｔｒｉｔｉｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ
　ｓｔｒｉｉｆｏｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　
ｓｐｐ．，Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐ
ｐ、Ｅｒｗｉｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ
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、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇｅｎａから
なる群より選択される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、請求項３４に記載
の単離された生物学的に純粋な培養物。
【請求項３６】
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏ
ｊｉｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎ
ｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｃ
ｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ
、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａ
ｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ
、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群より選択される１種もし
くはこれより多くの真菌病原体を含む、請求項３５に記載の単離された生物学的に純粋な
培養物。
【請求項３７】
　前記植物病原体は、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉ
ｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔ
ｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉ
ｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔ
ｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐ
ｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、またはＰｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓ
ｏｊａｅを含む、請求項３０に記載の単離された生物学的に純粋な培養物。
【請求項３８】
　以下：
　（ａ）ＡＩＰ６１８９２、またはその活性改変体であって、ここで前記活性改変体は、
Ｍａｓｈ距離　０．０１０以内のゲノムを有する細菌株を含む、ＡＩＰ６１８９２または
その活性改変体；あるいは
　（ｂ）ＡＩＰ６１８９２、またはその活性改変体に由来する胞子、もしくは前胞子、ま
たは細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わせであって、ここで前記活性改変体は
、Ｍａｓｈ距離　０．０１０以内のゲノムを有する細菌株を含む、胞子、もしくは前胞子
、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わせ；
から成長される、細菌培養物であって、
　ここで前記細菌培養物は、植物の病気を引き起こす植物病原体に対して抗病原体活性を
有しかつグルホシネートの存在下で成長できるか、または有効量の前記細菌培養物は、前
記細菌培養物が適用されていない植物と比較して、前記植物の目的の農学上の形質を改善
する、
細菌培養物。
【請求項３９】
　前記植物の病気は、真菌性の植物の病気である、請求項３８に記載の細菌培養物。
【請求項４０】
　前記植物の病気は、ＡＳＲである、請求項３９に記載の細菌培養物。
【請求項４１】
　前記植物病原体は、少なくとも１種の真菌病原体を含む、請求項３８～４０のいずれか
１項に記載の細菌培養物。
【請求項４２】
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐ
ｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ、
Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｂｌｕ
ｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎ
ｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃｅｓ
　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇｅｒｓｔｒｏｅｍｉａｅ、Ｓ
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ｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａ
ｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｖ
ｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉｓｃ
ｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄｏｐ
ｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉ
ｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐｌａｓ
ｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕ
ｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕ
ｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉ
ｃｈｕｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈａｋｏｐｓｏ
ｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、Ｐｕｃｃｉｎ
ｉａ　ｔｒｉｔｉｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ
　ｓｔｒｉｉｆｏｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　
ｓｐｐ．，Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐ
ｐ、Ｅｒｗｉｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ
、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇｅｎａから
なる群より選択される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、請求項４１に記載
の細菌培養物。
【請求項４３】
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏ
ｊｉｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎ
ｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｃ
ｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ
、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａ
ｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ
、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群より選択される１種もし
くはこれより多くの真菌病原体を含む、請求項４２に記載の細菌培養物。
【請求項４４】
　前記植物病原体は、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉ
ｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔ
ｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉ
ｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔ
ｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐ
ｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、またはＰｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓ
ｏｊａｅを含む、請求項３８に記載の細菌培養物。
【請求項４５】
　植物の病気に感受性である植物を生長させるか、または植物において目的の農学上の形
質を改善するための方法であって、前記方法は、前記植物に、
　（ａ）有効量の、細菌株ＡＩＰ６１８９２、またはその活性改変体であって、ここで前
記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　０．０１０以内のゲノムを有する細菌株を含む、細菌株
またはその活性改変体；ならびに／あるいは
　（ｂ）有効量の、ＡＩＰ６１８９２、またはその活性改変体に由来する胞子、もしくは
前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わせのうちの少なくとも１種
であって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　０．０１０以内のゲノムを有する細
菌株を含む、少なくとも１種、
を適用する工程を包含し；
ここで前記有効量は、少なくとも１０１２～１０１６　コロニー形成単位（ＣＦＵ）／ヘ
クタールを含み、前記有効量は、前記細菌株が適用されていない植物と比較して、前記植
物の病気を引き起こす植物病原体を制御するか、または前記目的の農学上の形質を改善す
る、
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方法。
【請求項４６】
　前記方法は、前記植物の病気に感受性である植物の収量を増大させる、請求項４５に記
載の方法。
【請求項４７】
　前記植物の病気は、真菌病原体によって引き起こされる植物の病気である、請求項４５
または４６に記載の方法。
【請求項４８】
　前記植物の病気は、アジア型ダイズさび病（ＡＳＲ）である、請求項４７に記載の方法
。
【請求項４９】
　前記植物病原体は、少なくとも１種の真菌病原体を含む、請求項４５～４８のいずれか
１項に記載の方法。
【請求項５０】
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐ
ｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ、
Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｂｌｕ
ｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎ
ｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃｅｓ
　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇｅｒｓｔｒｏｅｍｉａｅ、Ｓ
ｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａ
ｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｖ
ｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉｓｃ
ｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄｏｐ
ｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉ
ｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐｌａｓ
ｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕ
ｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕ
ｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉ
ｃｈｕｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈａｋｏｐｓｏ
ｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、Ｐｕｃｃｉｎ
ｉａ　ｔｒｉｔｉｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ
　ｓｔｒｉｉｆｏｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　
ｓｐｐ．，Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐ
ｐ、Ｅｒｗｉｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ
、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇｅｎａから
なる群より選択される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、請求項４９に記載
の方法。
【請求項５１】
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏ
ｊｉｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎ
ｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｃ
ｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ
、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａ
ｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ
、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群より選択される１種もし
くはこれより多くの真菌病原体を含む、請求項５０に記載の方法。
【請求項５２】
　前記植物病原体は、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉ
ｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔ
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ｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉ
ｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔ
ｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐ
ｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、またはＰｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓ
ｏｊａｅを含む、請求項４５に記載の方法。
【請求項５３】
　栽培地において植物の病気を引き起こす植物病原体を制御する方法であって、前記方法
は、
　（ａ）前記栽培地に、前記植物の病気に感受性である種子または植物を植える工程；お
よび
　（ｂ）前記植物の病気に感受性である植物に、以下：
　　（ｉ）ＡＩＰ６１８９２、またはその活性改変体；あるいは
　　（ｉｉ）ＡＩＰ６１８９２、またはその活性改変体に由来する、胞子、もしくは前胞
子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わせであって、ここで前記活性改
変体は、Ｍａｓｈ距離　０．０１０以内のゲノムを有する細菌株を含む、胞子、もしくは
前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わせ、
を含む、有効量の細菌株を適用する工程を包含し；
　そしてここで前記有効量は、少なくとも１０５～１０１６　コロニー形成単位（ＣＦＵ
）／ヘクタールを含む、
方法。
【請求項５４】
　前記植物は、真菌性の植物の病気に感受性である、請求項５３に記載の方法。
【請求項５５】
　前記植物は、アジア型ダイズさび病（ＡＳＲ）に感受性である、請求５４に記載の方法
。
【請求項５６】
　ＡＳＲに感受性である前記植物は、ダイズである、請求項５５に記載の方法。
【請求項５７】
　前記組成物は、１種もしくはこれより多くの真菌病原体を制御する、請求項５３～５６
のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５８】
　前記１種もしくはこれより多くの真菌病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、
Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐ
ｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎ
ｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｂｌｕｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉ
ｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、
Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃｅｓ　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇ
ｅｒｓｔｒｏｅｍｉａｅ、Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏ
ｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａ
ｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｖｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓ
ｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉｓｃｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔ
ｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓ
ｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏ
ｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇ
ｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓ
ｐｏｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅ
ａｅ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ
　ｓｐ．、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃ
ｈｙｒｉｚｉ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒｉｔｉｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎ
ｄｉｔａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉｆｏｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉ
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ｎｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｐｐ．，Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅ
ｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ、Ｅｒｗｉｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎ
ｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ
　ｆｒｕｃｔｉｇｅｎａからなる群より選択される、請求項５７に記載の方法。
【請求項５９】
　前記組成物は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉ
ｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、
Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｃｏｌ
ｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐ
ｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕ
ｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、お
よびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群より選択される１種もしくは
これより多くの真菌病原体を制御する、請求項５８に記載の方法。
【請求項６０】
　前記植物病原体は、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉ
ｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔ
ｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉ
ｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔ
ｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐ
ｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、またはＰｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓ
ｏｊａｅを含む、請求項５３に記載の方法。
【請求項６１】
　前記方法は、有効量の殺生物剤を適用する工程をさらに包含し、ここで有効量の前記殺
生物剤は、目的の生物を選択的に制御すると同時に、作物に有意に損傷を与えない、請求
項５３～６０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６２】
　前記細菌株またはその活性改変体および前記殺生物剤は、同時に適用される、請求項６
１に記載の方法。
【請求項６３】
　前記細菌株またはその活性改変体および前記殺生物剤は、逐次的に適用される、請求項
６１に記載の方法。
【請求項６４】
　前記殺生物剤は、殺真菌剤である、請求項６１～６３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６５】
　改変された細菌株を作製する方法であって、前記方法は、
　（ａ）ＡＩＰ６１８９２、またはその活性改変体を含む細菌株の集団を提供する工程で
あって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　０．０１０以内のゲノムを有する細菌
株を含み、前記細菌株は、目的の殺生物剤に感受性である、工程；
　（ｂ）前記細菌株を、前記目的の殺生物剤の存在下で培養する工程；ならびに
　（ｃ）前記目的の殺生物剤に対して増大した抵抗性を有する改変された細菌株を選択す
る工程、
を包含する、方法。
【請求項６６】
　前記培養する工程は、前記殺生物剤の濃度を経時的に増大させる工程を包含する、請求
項６５に記載の方法。
【請求項６７】
　前記殺生物剤は、グリホサートまたはグルホシネートである、請求項６５または６６に
記載の方法。
【請求項６８】
　植物の病気を処理または防止するための方法であって、前記方法は、植物の病気を有す
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るかまたは植物の病気を発生させるリスクのある植物に、有効量の、
　（ａ）細菌株ＡＩＰ６１８９２、またはその活性改変体であって、ここで前記活性改変
体は、Ｍａｓｈ距離　０．０１０以内のゲノムを有する細菌株を含む、細菌株またはその
活性改変体；ならびに／あるいは
　（ｂ）ＡＩＰ６１８９２、またはその活性改変体に由来する胞子、もしくは前胞子、ま
たは細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わせのうちの少なくとも１種であって、
ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　０．０１０以内のゲノムを有する細菌株を含む
、少なくとも１種、
を適用する工程を包含し；
ここで前記有効量は、少なくとも１０１２～１０１６　ＣＦＵ／ヘクタールを含み、前記
細菌株は、前記細菌株が適用されていない植物と比較して、前記植物の病気を引き起こす
植物病原体を制御する、
方法。
【請求項６９】
　前記細菌株またはその活性改変体は、１種もしくはこれより多くの植物の病気を処理ま
たは防止する、請求項６８に記載の方法。
【請求項７０】
　前記１種もしくはこれより多くの植物の病気は、１種もしくはこれより多くの真菌性の
植物の病気を含む、請求項６９に記載の方法。
【請求項７１】
　前記１種もしくはこれより多くの真菌性の植物の病気は、アジア型ダイズさび病（ＡＳ
Ｒ）を含む、請求項７０に記載の方法。
【請求項７２】
　前記細菌株またはその活性改変体は、１種もしくはこれより多くの病原体を制御する、
請求項６８～７１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７３】
　前記１種もしくはこれより多くの病原体は、１種もしくはこれより多くの真菌病原体を
含む、請求項７２に記載の方法。
【請求項７４】
　前記１種もしくはこれより多くの真菌病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、
Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐ
ｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎ
ｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｂｌｕｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉ
ｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、
Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃｅｓ　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇ
ｅｒｓｔｒｏｅｍｉａｅ、Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏ
ｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａ
ｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｖｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓ
ｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉｓｃｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔ
ｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓ
ｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏ
ｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇ
ｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓ
ｐｏｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅ
ａｅ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ
　ｓｐ．、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃ
ｈｙｒｉｚｉ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒｉｔｉｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎ
ｄｉｔａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉｆｏｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉ
ｎｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｐｐ．，Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅ
ｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ、Ｅｒｗｉｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎ
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ｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ
　ｆｒｕｃｔｉｇｅｎａからなる群より選択される、請求項７３に記載の方法。
【請求項７５】
　前記組成物は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉ
ｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、
Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｃｏｌ
ｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐ
ｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕ
ｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、お
よびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群より選択される１種もしくは
これより多くの真菌病原体を制御する、請求項７４に記載の方法。
【請求項７６】
　前記１種もしくはこれより多くの植物病原体は、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒｙｐｔｏｉｒｒ
ｅｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉ
ｒｒｅｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒ
ｉｏｔｙｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｐ
ｓｉｃｉ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒ
ａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、またはＰ
ｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅを含む、請求項６８に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この出願は、２０１６年４月１１日に出願された米国出願第６２／３２０，８４０号お
よび２０１５年８月２８日に出願された米国出願第６２／２１１，２８２号（これら両方
は、この参照によって、それらの全体が援用される）の利益を主張する。
【０００２】
　発明の分野
　本発明は、植物において植物の病気を制御するおよび／または目的の農学上の形質を改
善するための細菌株および集団に関する。
【背景技術】
【０００３】
　背景
　植物の病気は、顕著な農業損失の原因である。影響は、軽度の症状から破滅的な植物の
損傷までの範囲に及び得、そして大きな経済的かつ社会的結果をもたらし得る。植物の病
気および植物の病気を引き起こす病原体を有効に制御する方法が必要とされる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　要旨
　植物において植物の病気を制御するおよび／または少なくとも１つの目的の農学上の形
質を改善するための組成物および方法が、提供される。このような組成物および方法は、
植物の病気を引き起こす１種もしくはこれより多くの病原体を制御するおよび／または少
なくとも１つの目的の農学上の形質を改善する生物防除因子または細菌株の集団を含む。
上記生物学的因子または細菌株は、植物用の接種物として使用され得る。植物の病気に感
受性である植物を生長させるための方法、ならびに植物の病気を制御するための方法およ
び組成物がまた、提供される。植物において病気の抵抗性を増大させるための方法および
組成物がさらに提供される。植物の健康状態を改善するおよび／または少なくとも１つの
目的の農学上の形質を改善するための方法および組成物がまた、提供される。
　本発明の実施形態において、例えば以下の項目が提供される。
（項目１）
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　以下：
　（ａ）細菌株ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２
５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、も
しくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少なくと
も１つであって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以内のゲノムを
有する細菌株を含む、細菌株またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少なく
とも１つ；ならびに／あるいは
　（ｂ）ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、
ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくは
ＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのいずれか１種に
由来する、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わ
せのうちの少なくとも１つであって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０
１５以内のゲノムを有する細菌株を含む、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子お
よび／もしくは胞子の組み合わせのうちの少なくとも１つ；
を含む、組成物であって、
　ここで前記細菌株、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子
の組み合わせ、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体は、約１０５　ＣＦＵ／ｇ～
約１０１２　ＣＦＵ／ｇまたは約１０５　ＣＦＵ／ｍｌ～約１０１２　ＣＦＵ／ｍｌで存
在し、そしてここで有効量の前記細菌株組成物は、前記植物の目的の農学上の形質を改善
するか、または植物の病気を引き起こす植物病原体を制御する、
組成物。
（項目２）
　前記植物の病気は、真菌性の植物の病気である、項目１に記載の組成物。
（項目３）
　前記植物の病気は、アジア型ダイズさび病（ＡＳＲ）である、項目１または２に記載の
組成物。
（項目４）
　前記細菌株またはその活性改変体は、約１０５　ＣＦＵ／ｇ～約１０１０　ＣＦＵ／ｇ
または約１０５　ＣＦＵ／ｍｌ～約１０１０　ＣＦＵ／ｍｌで存在する、項目１～３のい
ずれか１項に記載の組成物。
（項目５）
　前記組成物は、細胞ペーストを含む、項目１～４のいずれか１項に記載の組成物。
（項目６）
　前記組成物は、水和剤もしくは噴霧乾燥製剤、または安定な製剤を含む、項目１～５の
いずれか１項に記載の組成物。
（項目７）
　前記植物病原体は、少なくとも１種の真菌病原体を含む、項目１～６のいずれか１項に
記載の組成物。
（項目８）
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐ
ｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ、
Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｂｌｕ
ｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎ
ｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃｅｓ
　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇｅｒｓｔｒｏｅｍｉａｅ、Ｓ
ｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａ
ｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｖ
ｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉｓｃ
ｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄｏｐ
ｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉ
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ｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐｌａｓ
ｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕｌａｒ
ｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌ
ａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕ
ｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ、Ｐ
ｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅ
ｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏ
ｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓ
ｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎ
ｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｒａ
ｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏ
ｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒｉｔｉ
ｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉｆｏ
ｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｐｐ．，Ｖｅｎ
ｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ、Ｅｒｗｉｎｉ
ａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ、Ｍｏｎｉｌｉｎ
ｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇｅｎａからなる群より選択さ
れる１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、項目７に記載の組成物。
（項目９）
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏ
ｊｉｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎ
ｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｃ
ｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ
、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒ
ｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙ
ｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａ
ｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　
ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇ
ｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａ
ｃｈｙｒｉｚｉ、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群より選択
される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、項目８に記載の組成物。
（項目１０）
　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉまたはＰｈａｋｏｐ
ｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅを含む、項目８に記載の組成物。
（項目１１）
　前記病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉを含む、項目１０に記載
の組成物。
（項目１２）
　以下：
　（ａ）細菌株ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２
５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、も
しくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少なくと
も１つであって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以内のゲノムを
有する細菌株を含む、細菌株またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少なく
とも１つ；ならびに／あるいは
　（ｂ）ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、
ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくは
ＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのいずれか１種に
由来する、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わ
せのうちの少なくとも１つであって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０
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１５以内のゲノムを有する細菌株を含む、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子お
よび／もしくは胞子の組み合わせのうちの少なくとも１つ；
を含む細胞ペーストを含む、組成物であって、
　ここで有効量の前記細菌株組成物は、前記植物の目的の農学上の形質を改善するか、ま
たは植物の病気を引き起こす植物病原体を制御する、
組成物。
（項目１３）
　前記植物の病気は、真菌性の植物の病気である、項目１２に記載の組成物。
（項目１４）
　前記植物の病気は、アジア型ダイズさび病である、項目１２～１３のいずれか１項に記
載の組成物。
（項目１５）
　前記植物病原体は、少なくとも１種の真菌病原体を含む、項目１２～１４のいずれか１
項に記載の組成物。
（項目１６）
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐ
ｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ、
Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｂｌｕ
ｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎ
ｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃｅｓ
　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇｅｒｓｔｒｏｅｍｉａｅ、Ｓ
ｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａ
ｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｖ
ｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉｓｃ
ｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄｏｐ
ｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉ
ｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐｌａｓ
ｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕｌａｒ
ｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌ
ａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕ
ｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ、Ｐ
ｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅ
ｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏ
ｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓ
ｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎ
ｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｒａ
ｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏ
ｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒｉｔｉ
ｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉｆｏ
ｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｐｐ．，Ｖｅｎ
ｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ、Ｅｒｗｉｎｉ
ａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ、Ｍｏｎｉｌｉｎ
ｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇｅｎａからなる群より選択さ
れる１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、項目１５に記載の組成物。
（項目１７）
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏ
ｊｉｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎ
ｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｃ
ｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ
、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒ
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ｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙ
ｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａ
ｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　
ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇ
ｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａ
ｃｈｙｒｉｚｉ、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群より選択
される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、項目１６に記載の組成物。
（項目１８）
　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉまたはＰｈａｋｏｐ
ｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅを含む、項目１６に記載の組成物。
（項目１９）
　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉを含む、項目１８に
記載の組成物。
（項目２０）
　以下：
　（ａ）細菌株ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２
５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、も
しくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少なくと
も１つであって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以内のゲノムを
有する細菌株を含む、細菌株またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少なく
とも１つ；ならびに／あるいは
　（ｂ）ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、
ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくは
ＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのいずれか１種に
由来する、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わ
せのうちの少なくとも１つであって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０
１５以内のゲノムを有する細菌株を含む、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子お
よび／もしくは胞子の組み合わせのうちの少なくとも１つ；
を含む水和剤を含む、組成物であって、
　ここで有効量の前記細菌株組成物は、前記植物の目的の農学上の形質を改善するか、ま
たは植物の病気を引き起こす植物病原体を制御する、
組成物。
（項目２１）
　前記植物の病気は、真菌性の植物の病気である、項目２０に記載の組成物。
（項目２２）
　前記植物病原体は、少なくとも１種の真菌病原体を含む、項目２０または２１に記載の
組成物。
（項目２３）
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐ
ｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ、
Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｂｌｕ
ｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎ
ｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃｅｓ
　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇｅｒｓｔｒｏｅｍｉａｅ、Ｓ
ｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａ
ｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｖ
ｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉｓｃ
ｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄｏｐ
ｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉ
ｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐｌａｓ
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ｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕｌａｒ
ｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌ
ａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕ
ｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ、Ｐ
ｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅ
ｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏ
ｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓ
ｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎ
ｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｒａ
ｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏ
ｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒｉｔｉ
ｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉｆｏ
ｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｐｐ．，Ｖｅｎ
ｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ、Ｅｒｗｉｎｉ
ａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ、Ｍｏｎｉｌｉｎ
ｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇｅｎａからなる群より選択さ
れる１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、項目２２に記載の組成物。
（項目２４）
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏ
ｊｉｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎ
ｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｃ
ｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ
、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒ
ｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙ
ｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａ
ｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　
ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇ
ｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａ
ｃｈｙｒｉｚｉ、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群より選択
される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、項目２３に記載の組成物。
（項目２５）
　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉまたはＰｈａｋｏｐ
ｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅを含む、項目２３に記載の組成物。
（項目２６）
　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉを含む、項目２５に
記載の組成物。
（項目２７）
　前記活性改変体は、少なくとも１種の除草剤、殺真菌剤、農薬、もしくは他の農作物保
護化学物質に抵抗性である、項目２０～２６のいずれか１項に記載の組成物。
（項目２８）
　前記活性改変体は、除草剤、殺真菌剤、農薬、もしくは他の農作物保護化学物質の圧力
の下で選択され、かつ前記除草剤、殺真菌剤、農薬、もしくは他の農作物保護化学物質に
抵抗性である、項目２７に記載の組成物。
（項目２９）
　前記活性改変体は、本明細書で提供される細菌株またはその活性改変体を除草剤抵抗性
にする除草剤抵抗性遺伝子で形質転換されており、ここで前記細菌株は、植物の病気を引
き起こす植物病原体を制御する、項目２７～２９のいずれか１項に記載の組成物。
（項目３０）
　前記植物病原体は、ＡＳＲを引き起こす、項目２９に記載の組成物。
（項目３１）
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　前記除草剤は、グリホサート、グルホシネート（グルタミンシンターゼインヒビター）
、スルホニルウレアおよびイミダゾリノン除草剤（分枝鎖アミノ酸合成インヒビター）か
らなる群より選択される、項目２７～３０のいずれか１項に記載の組成物。
（項目３２）
　以下：
　（ａ）細菌株ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２
５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、も
しくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少なくと
も１つであって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以内のゲノムを
有する細菌株を含む、細菌株またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少なく
とも１つ；あるいは
　（ｂ）ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、
ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくは
ＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのいずれか１種に
由来する、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わ
せのうちの少なくとも１つであって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０
１５以内のゲノムを有する細菌株を含む、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子お
よび／もしくは胞子の組み合わせ；
を含む、細菌株の単離された生物学的に純粋な培養物。
（項目３３）
　前記細菌株は、除草剤、殺真菌剤、農薬、または農作物保護化学物質から選択される殺
生物剤に対して抵抗性であり、前記培養物は、前記殺生物剤の存在下で成長させることに
よって生産され、前記細菌株は、植物の病気を引き起こす病原体を制御する、項目３３に
記載の単離された生物学的に純粋な培養物。
（項目３４）
　前記物学的に純粋な培養物は、グリホサートの存在下で成長できる、項目３３に記載の
単離された生物学的に純粋な培養物。
（項目３５）
　前記植物の病気は、真菌性の植物の病気である、項目３３～３４のいずれか１項に記載
の単離された生物学的に純粋な培養物。
（項目３６）
　前記植物の病気は、ＡＳＲである、項目３５に記載の単離された生物学的に純粋な培養
物。
（項目３７）
　前記植物病原体は、少なくとも１種の真菌病原体を含む、項目３３～３６のいずれか１
項に記載の単離された生物学的に純粋な培養物。
（項目３８）
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐ
ｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ、
Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｂｌｕ
ｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎ
ｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃｅｓ
　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇｅｒｓｔｒｏｅｍｉａｅ、Ｓ
ｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａ
ｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｖ
ｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉｓｃ
ｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄｏｐ
ｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉ
ｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐｌａｓ
ｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕｌａｒ
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ｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌ
ａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕ
ｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ、Ｐ
ｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅ
ｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏ
ｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓ
ｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎ
ｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｒａ
ｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏ
ｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒｉｔｉ
ｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉｆｏ
ｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｐｐ．，Ｖｅｎ
ｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ、Ｅｒｗｉｎｉ
ａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ、Ｍｏｎｉｌｉｎ
ｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇｅｎａからなる群より選択さ
れる１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、項目３７に記載の単離された生物学
的に純粋な培養物。
（項目３９）
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏ
ｊｉｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎ
ｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｃ
ｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ
、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒ
ｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙ
ｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａ
ｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　
ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇ
ｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａ
ｃｈｙｒｉｚｉ、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群より選択
される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、項目３８に記載の単離された生物
学的に純粋な培養物。
（項目４０）
　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉまたはＰｈａｋｏｐ
ｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅを含む、項目３８に記載の単離された生物学的に純粋な培
養物。
（項目４１）
　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉを含む、項目４０に
記載の単離された生物学的に純粋な培養物。
（項目４２）
　以下：
　（ａ）ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、
ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくは
ＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体であって、ここで前記活
性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以内のゲノムを有する細菌株を含む、細菌株ま
たはこれらのうちのいずれかの活性改変体；あるいは
　（ｂ）ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、
ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくは
ＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのいずれか１種に
由来する胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わせ
であって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以内のゲノムを有する
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細菌株を含む、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み
合わせ；
から成長される、細菌培養物であって、
　ここで前記細菌培養物は、植物の病気を引き起こす植物病原体に対して抗病原体活性を
有しかつグルホシネートの存在下で成長できるか、または有効量の前記細菌培養物は、前
記植物の目的の農学上の形質を改善する、
細菌培養物。
（項目４３）
　前記植物の病気は、真菌性の植物の病気である、項目４２に記載の細菌培養物。
（項目４４）
　前記植物の病気は、ＡＳＲである、項目４３に記載の細菌培養物。
（項目４５）
　前記植物病原体は、少なくとも１種の真菌病原体を含む、項目４２～４４のいずれか１
項に記載の細菌培養物。
（項目４６）
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐ
ｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ、
Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｂｌｕ
ｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎ
ｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃｅｓ
　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇｅｒｓｔｒｏｅｍｉａｅ、Ｓ
ｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａ
ｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｖ
ｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉｓｃ
ｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄｏｐ
ｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉ
ｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐｌａｓ
ｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕｌａｒ
ｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌ
ａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕ
ｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ、Ｐ
ｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅ
ｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏ
ｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓ
ｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎ
ｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｒａ
ｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏ
ｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒｉｔｉ
ｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉｆｏ
ｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｐｐ．，Ｖｅｎ
ｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ、Ｅｒｗｉｎｉ
ａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ、Ｍｏｎｉｌｉｎ
ｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇｅｎａからなる群より選択さ
れる１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、項目４５に記載の細菌培養物。
（項目４７）
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏ
ｊｉｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎ
ｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｃ
ｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ
、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒ
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ｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙ
ｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａ
ｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　
ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇ
ｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａ
ｃｈｙｒｉｚｉ、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群より選択
される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、項目４６に記載の細菌培養物。
（項目４８）
　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉまたはＰｈａｋｏｐ
ｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅを含む、項目４６に記載の細菌培養物。
（項目４９）
　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉを含む、項目４８に
記載の細菌培養物。
（項目５０）
　植物の病気に感受性である植物を生長させるか、または植物において目的の農学上の形
質を改善するための方法であって、前記方法は、前記植物に、
　（ａ）有効量の、細菌株ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、Ａ
ＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９
５８９、もしくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうち
の少なくとも１種であって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以内
のゲノムを有する細菌株を含む、少なくとも１種；ならびに／あるいは
　（ｂ）有効量の、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１
５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９
、もしくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのいず
れか１種に由来する胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の
組み合わせのうちの少なくとも１種であって、ここで前記改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０
．０１５以内のゲノムを有する細菌株を含む、少なくとも１種、
を適用する工程を包含し；
ここで前記有効量は、少なくとも約１０１２～１０１６　コロニー形成単位（ＣＦＵ）／
ヘクタールを含み、前記有効量は、前記植物の病気を引き起こす植物病原体を制御するか
、または前記目的の農学上の形質を改善する、
方法。
（項目５１）
　前記方法は、前記植物の病気に感受性である植物の収量を増大させる、項目５０に記載
の方法。
（項目５２）
　前記植物の病気は、真菌病原体によって引き起こされる植物の病気である、項目５０ま
たは５１に記載の方法。
（項目５３）
　前記植物の病気は、アジア型ダイズさび病（ＡＳＲ）である、項目５２に記載の方法。
（項目５４）
　前記植物病原体は、少なくとも１種の真菌病原体を含む、項目５０～５３のいずれか１
項に記載の方法。
（項目５５）
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐ
ｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ、
Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｂｌｕ
ｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎ
ｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃｅｓ
　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇｅｒｓｔｒｏｅｍｉａｅ、Ｓ
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ｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａ
ｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｖ
ｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉｓｃ
ｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄｏｐ
ｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉ
ｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐｌａｓ
ｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕｌａｒ
ｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌ
ａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕ
ｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ、Ｐ
ｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅ
ｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏ
ｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓ
ｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎ
ｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｒａ
ｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏ
ｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒｉｔｉ
ｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉｆｏ
ｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｐｐ．，Ｖｅｎ
ｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ、Ｅｒｗｉｎｉ
ａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ、Ｍｏｎｉｌｉｎ
ｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇｅｎａからなる群より選択さ
れる１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、項目５４に記載の方法。
（項目５６）
　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏ
ｊｉｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎ
ｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｃ
ｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ
、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒ
ｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙ
ｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａ
ｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　
ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇ
ｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａ
ｃｈｙｒｉｚｉ、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群より選択
される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、項目５５に記載の方法。
（項目５７）
　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉまたはＰｈａｋｏｐ
ｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅを含む、項目５５に記載の方法。
（項目５８）
　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉを含む、項目５７に
記載の方法。
（項目５９）
　栽培地において植物の病気を引き起こす植物病原体を制御する方法であって、前記方法
は、
　（ａ）前記栽培地に、前記植物の病気に感受性である種子または植物を植える工程；お
よび
　（ｂ）前記植物の病気に感受性である植物に、以下：
　　（ｃ）ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１
、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしく
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はＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体；あるいは
　　（ｄ）ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１
、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしく
はＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのいずれか１種
に由来する、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合
わせであって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以内のゲノムを有
する細菌株を含む、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の
組み合わせ、
を含む、有効量の少なくとも１種の細菌株を適用する工程を包含し；
　そしてここで前記有効量は、少なくとも約１０５～１０１６　コロニー形成単位（ＣＦ
Ｕ）／ヘクタールを含む、
方法。
（項目６０）
　前記植物は、真菌性の植物の病気に感受性である、項目５９に記載の方法。
（項目６１）
　前記植物は、アジア型ダイズさび病（ＡＳＲ）に感受性である、項目６０に記載の方法
。
（項目６２）
　ＡＳＲに感受性である前記植物は、ダイズである、項目６１に記載の方法。
（項目６３）
　前記組成物は、１種もしくはこれより多くの真菌病原体を制御する、項目５９～６２の
いずれか１項に記載の方法。
（項目６４）
　前記１種もしくはこれより多くの真菌病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、
Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐ
ｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎ
ｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｂｌｕｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉ
ｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、
Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃｅｓ　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇ
ｅｒｓｔｒｏｅｍｉａｅ、Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏ
ｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａ
ｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｖｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓ
ｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉｓｃｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔ
ｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓ
ｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏ
ｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒ
ｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙ
ｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈ
ｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈ
ｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔ
ｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌ
ｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒ
ｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕ
ｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅ
ｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈａ
ｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、Ｐ
ｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒｉｔｉｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕｃ
ｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉｆｏｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃｃ
ｉｎｉａ　ｓｐｐ．，Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉ
ｕｍ　ｓｐｐ、Ｅｒｗｉｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔ
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ｉｃｏｌａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇ
ｅｎａからなる群より選択される、項目６３に記載の方法。
（項目６５）
　前記組成物は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉ
ｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、
Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｃｏｌ
ｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐ
ｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａ
ｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕ
ｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａ
ｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒ
ｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａ
ｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈ
ｙｒｉｚｉ、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群より選択され
る１種もしくはこれより多くの真菌病原体を制御する、項目６４に記載の方法。
（項目６６）
　前記１種もしくはこれより多くの真菌病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒ
ｈｉｚｉまたはＰｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅを含む、項目６４に記載の方
法。
（項目６７）
　前記１種もしくはこれより多くの真菌病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒ
ｈｉｚｉを含む、項目６６に記載の方法。
（項目６８）
　前記方法は、有効量の殺生物剤を適用する工程をさらに包含し、ここで有効量の前記殺
生物剤は、目的の生物を選択的に制御すると同時に、作物に有意に損傷を与えない、項目
５９～６７のいずれか１項に記載の方法。
（項目６９）
　前記細菌株またはその活性改変体および前記殺生物剤は、同時に適用される、項目６８
に記載の方法。
（項目７０）
　前記細菌株またはその活性改変体および前記殺生物剤は、逐次的に適用される、項目６
８に記載の方法。
（項目７１）
　前記殺生物剤は、殺真菌剤である、項目６８～７０のいずれか１項に記載の方法。
（項目７２）
　改変された細菌株を作製する方法であって、前記方法は、
　（ａ）ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、
ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくは
ＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体を含む少なくとも１種の
細菌株の集団を提供する工程であって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．
０１５以内のゲノムを有する細菌株を含み、前記細菌株は、目的の殺生物剤に感受性であ
る、工程；
　（ｂ）前記細菌株を、前記目的の殺生物剤の存在下で培養する工程；ならびに
　（ｃ）前記目的の殺生物剤に対して増大した抵抗性を有する改変された細菌株を選択す
る工程、
を包含する、方法。
（項目７３）
　前記培養する工程は、前記殺生物剤の濃度を経時的に増大させる工程を包含する、項目
７２に記載の方法。
（項目７４）
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　前記殺生物剤は、グリホサートまたはグルホシネートである、項目７２または７３に記
載の方法。
（項目７５）
　植物の病気を処理または防止するための方法であって、前記方法は、植物の病気を有す
るかまたは植物の病気を発生させるリスクのある植物に、有効量の、
　（ａ）ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、
ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくは
ＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少なくとも１種
であって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以内のゲノムを有する
細菌株を含む、少なくとも１種；ならびに／あるいは
　（ｂ）ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、
ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくは
ＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのいずれか１種に
由来する胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わせ
のうちの少なくとも１種であって、ここで前記改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以
内のゲノムを有する細菌株を含む、少なくとも１種、
を適用する工程を包含し；
ここで前記有効量は、少なくとも約１０１２～１０１６　ＣＦＵ／ヘクタールを含み、前
記細菌株は、前記植物の病気を引き起こす植物病原体を制御する、
方法。
（項目７６）
　前記細菌株またはその活性改変体は、１種もしくはこれより多くの植物の病気を処理ま
たは防止する、項目７５に記載の方法。
（項目７７）
　前記１種もしくはこれより多くの植物の病気は、１種もしくはこれより多くの真菌性の
植物の病気を含む、項目７６に記載の方法。
（項目７８）
　前記１種もしくはこれより多くの真菌性の植物の病気は、アジア型ダイズさび病（ＡＳ
Ｒ）を含む、項目７７に記載の方法。
（項目７９）
　前記細菌株またはその活性改変体は、１種もしくはこれより多くの病原体を制御する、
項目７５～７８のいずれか１項に記載の方法。
（項目８０）
　前記１種もしくはこれより多くの病原体は、１種もしくはこれより多くの真菌病原体を
含む、項目７９に記載の方法。
（項目８１）
　前記１種もしくはこれより多くの真菌病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、
Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐ
ｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎ
ｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｂｌｕｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉ
ｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、
Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃｅｓ　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇ
ｅｒｓｔｒｏｅｍｉａｅ、Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏ
ｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａ
ｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｖｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓ
ｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉｓｃｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔ
ｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓ
ｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏ
ｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒ
ｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙ
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ｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈ
ｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈ
ｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔ
ｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌ
ｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒ
ｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕ
ｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅ
ｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈａ
ｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、Ｐ
ｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒｉｔｉｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕｃ
ｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉｆｏｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃｃ
ｉｎｉａ　ｓｐｐ．，Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉ
ｕｍ　ｓｐｐ、Ｅｒｗｉｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔ
ｉｃｏｌａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇ
ｅｎａからなる群より選択される、項目８０に記載の方法。
（項目８２）
　前記組成物は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉ
ｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、
Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｃｏｌ
ｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐ
ｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａ
ｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕ
ｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａ
ｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒ
ｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａ
ｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈ
ｙｒｉｚｉ、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群より選択され
る１種もしくはこれより多くの真菌病原体を制御する、項目８１に記載の方法。
（項目８３）
　前記１種もしくはこれより多くの真菌病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒ
ｈｉｚｉまたはＰｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅを含む、項目８１に記載の方
法。
（項目８４）
　前記１種もしくはこれより多くの真菌病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒ
ｈｉｚｉを含む、項目８３に記載の方法。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１】図１は、種々の細菌株による生育チャンバ中での全植物体に対するアジア型ダイ
ズさび病（ＡＳＲ）発生の阻害を示す。殺真菌剤アゾキシストロビンおよび（＋）コント
ロール株を、陽性コントロールとして添加した一方で、ＡＦＳ００６および接種コントロ
ールは、陰性コントロールであった。
【０００６】
【図２】図２は、細菌株ＡＩＰ０６１８９２およびＡＩＰ０７９４２８による１エーカー
あたりの発芽実生数（立っている数）を示す。この図は、ＡＩＰ０６１８９２およびＡＩ
Ｐ０７９４２８がＰｙｔｈｉｕｍ接種コントロールに対して発芽において約２倍の増大を
生じたことを示す。
【０００７】
【図３】図３は、細菌株ＡＩＰ０６１８９２およびＡＩＰ０７９４２８による１エーカー
あたりの発芽実生数（立っている数）を示す。この図は、ＡＩＰ０６１８９２がＲｈｉｚ
ｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ接種コントロールに対して発芽において５０％の回復を生
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じたことを示す。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　詳細な説明
　Ｉ．全体像
　少なくとも１つの目的の農学上の形質を改善するおよび／または植物の健康状態を改善
するおよび／または１種もしくはこれより多くの植物の病気を制御するための組成物およ
び方法が、提供される。生物学的因子、生物防除因子、細菌株、改変された細菌株、改変
された生物学的因子、または改変された生物防除因子もしくはその活性改変体は、病気の
原因となる植物病原体を制御するおよび／または少なくとも１つの目的の農学上の形質を
改善するおよび／または植物の健康状態を改善するために使用される微生物を記載するた
めに、本明細書で使用される。
【０００９】
　ＩＩ．細菌株
　種々の生物防除因子または細菌株が提供され、これらは、１種もしくはこれより多くの
植物の病気を制御するおよび／または少なくとも１つの目的の農学上の形質を改善するお
よび／または植物の健康状態を改善するために使用され得る。このような細菌株は、以下
を包含する：ＡＩＰ２７５１１（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｄｒｅｎｔｅｎｓｉｓ株）、ＡＩＰ
３５１７４（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ株）、ＡＩＰ２５７７３（
Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆｌｅｘｕｓ株）、ＡＩＰ１５２５１（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆｒｉｇ
ｏｒｉｔｏｌｅｒａｎｓ株）、ＡＩＰ６１８９２（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｕｓ
　ｓｕｂｓｐ．　Ｓｕｂｔｉｌｕｓ株）、ＡＩＰ７９４２８（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ
　ｖｉｅｔｎａｍｉｅｎｓｉｓ株）、ＡＩＰ１４９３１（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉ
ｎｇｉｅｎｓｉｓ株）、ＡＩＰ３９５８９（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｃｉｄｉｃｅｌｅｒ株
）、およびＡＩＰ３６８９５（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｉｍｐｌｅｘ株）。ＡＩＰ２７５１
１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩ
Ｐ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、およびＡＩＰ３６８９５のうちの
１種もしくはこれより多くを含む細胞集団、ならびにこれらの株の各々に由来する胞子の
集団、またはこれらの任意の調製物が、提供される。
【００１０】
　従って、本明細書で提供される種々の細菌株および／または農薬組成物は、活性成分と
して、（ａ）ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５
１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、およ
びＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの１種もしくは
これより多くを含む細胞集団、あるいは（ｂ）ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、Ａ
ＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４
９３１、ＡＩＰ３９５８９、およびＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの
活性改変体のうちの１種もしくはこれより多くから形成される胞子の集団、を含む。
【００１１】
　ＡＩＰ２７５１１を、Ｐａｔｅｎｔ　Ｄｅｐｏｓｉｔｏｒｙ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｎａｔｉ
ｏｎａｌ　Ｃｅｎｔｅｒ　ｆｏｒ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒａｌ　Ｕｔｉｌｉｚａｔｉｏｎ
　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒａｌ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ｓｅｒｖｉｃｅ，
　Ｕ．Ｓ．　Ｄｅｐａｒｔｍｅｎｔ　ｏｆ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅ（１８１５　Ｎｏｒ
ｔｈ　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ　Ｓｔｒｅｅｔ，　Ｐｅｏｒｉａ，　Ｉｌｌｉｎｏｉｓ　６
１６０４　Ｕ．Ｓ．Ａ．）に２０１５年８月６日に寄託し、ＮＲＲＬ　Ｎｏ．　Ｂ－６７
０８２が割り当てられた。
【００１２】
　ＡＩＰ３５１７４を、Ｐａｔｅｎｔ　Ｄｅｐｏｓｉｔｏｒｙ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｎａｔｉ
ｏｎａｌ　Ｃｅｎｔｅｒ　ｆｏｒ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒａｌ　Ｕｔｉｌｉｚａｔｉｏｎ
　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒａｌ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ｓｅｒｖｉｃｅ，
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　Ｕ．Ｓ．　Ｄｅｐａｒｔｍｅｎｔ　ｏｆ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅ（１８１５　Ｎｏｒ
ｔｈ　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ　Ｓｔｒｅｅｔ，　Ｐｅｏｒｉａ，　Ｉｌｌｉｎｏｉｓ　６
１６０４　Ｕ．Ｓ．Ａ．）に２０１５年８月６日に寄託し、ＮＲＲＬ　Ｎｏ．Ｂ－６７０
８４が割り当てられた。
【００１３】
　ＡＩＰ２５７７３を、Ｐａｔｅｎｔ　Ｄｅｐｏｓｉｔｏｒｙ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｎａｔｉ
ｏｎａｌ　Ｃｅｎｔｅｒ　ｆｏｒ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒａｌ　Ｕｔｉｌｉｚａｔｉｏｎ
　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒａｌ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ｓｅｒｖｉｃｅ，
　Ｕ．Ｓ．　Ｄｅｐａｒｔｍｅｎｔ　ｏｆ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅ（１８１５　Ｎｏｒ
ｔｈ　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ　Ｓｔｒｅｅｔ，　Ｐｅｏｒｉａ，　Ｉｌｌｉｎｏｉｓ　６
１６０４　Ｕ．Ｓ．Ａ．）に２０１５年８月６日に寄託し、ＮＲＲＬ　Ｎｏ．　Ｂ－６７
０８５が割り当てられた。
【００１４】
　ＡＩＰ１５２５１を、Ｐａｔｅｎｔ　Ｄｅｐｏｓｉｔｏｒｙ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｎａｔｉ
ｏｎａｌ　Ｃｅｎｔｅｒ　ｆｏｒ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒａｌ　Ｕｔｉｌｉｚａｔｉｏｎ
　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒａｌ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ｓｅｒｖｉｃｅ，
　Ｕ．Ｓ．　Ｄｅｐａｒｔｍｅｎｔ　ｏｆ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅ（１８１５　Ｎｏｒ
ｔｈ　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ　Ｓｔｒｅｅｔ，　Ｐｅｏｒｉａ，　Ｉｌｌｉｎｏｉｓ　６
１６０４　Ｕ．Ｓ．Ａ．）に２０１５年８月６日に寄託し、ＮＲＲＬ　Ｎｏ．　Ｂ－６７
０８３が割り当てられた。
【００１５】
　ＡＩＰ６１８９２を、Ｐａｔｅｎｔ　Ｄｅｐｏｓｉｔｏｒｙ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｎａｔｉ
ｏｎａｌ　Ｃｅｎｔｅｒ　ｆｏｒ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒａｌ　Ｕｔｉｌｉｚａｔｉｏｎ
　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒａｌ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ｓｅｒｖｉｃｅ，
　Ｕ．Ｓ．　Ｄｅｐａｒｔｍｅｎｔ　ｏｆ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅ（１８１５　Ｎｏｒ
ｔｈ　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ　Ｓｔｒｅｅｔ，　Ｐｅｏｒｉａ，　Ｉｌｌｉｎｏｉｓ　６
１６０４　Ｕ．Ｓ．Ａ．）に２０１５年８月６日に寄託し、ＮＲＲＬ　Ｎｏ．　Ｂ－６７
０８９が割り当てられた。
【００１６】
　ＡＩＰ７９４２８を、Ｐａｔｅｎｔ　Ｄｅｐｏｓｉｔｏｒｙ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｎａｔｉ
ｏｎａｌ　Ｃｅｎｔｅｒ　ｆｏｒ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒａｌ　Ｕｔｉｌｉｚａｔｉｏｎ
　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒａｌ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ｓｅｒｖｉｃｅ，
　Ｕ．Ｓ．　Ｄｅｐａｒｔｍｅｎｔ　ｏｆ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅ（１８１５　Ｎｏｒ
ｔｈ　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ　Ｓｔｒｅｅｔ，　Ｐｅｏｒｉａ，　Ｉｌｌｉｎｏｉｓ　６
１６０４　Ｕ．Ｓ．Ａ．）に２０１５年８月６日に寄託し、ＮＲＲＬ　Ｎｏ．　Ｂ－６７
０８１が割り当てられた。
【００１７】
　ＡＩＰ１４９３１を、Ｐａｔｅｎｔ　Ｄｅｐｏｓｉｔｏｒｙ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｎａｔｉ
ｏｎａｌ　Ｃｅｎｔｅｒ　ｆｏｒ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒａｌ　Ｕｔｉｌｉｚａｔｉｏｎ
　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒａｌ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ｓｅｒｖｉｃｅ，
　Ｕ．Ｓ．　Ｄｅｐａｒｔｍｅｎｔ　ｏｆ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅ（１８１５　Ｎｏｒ
ｔｈ　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ　Ｓｔｒｅｅｔ，　Ｐｅｏｒｉａ，　Ｉｌｌｉｎｏｉｓ　６
１６０４　Ｕ．Ｓ．Ａ．）に２０１５年８月６日に寄託し、ＮＲＲＬ　Ｎｏ．　Ｂ－６７
０８８が割り当てられた。
【００１８】
　ＡＩＰ３９５８９を、Ｐａｔｅｎｔ　Ｄｅｐｏｓｉｔｏｒｙ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｎａｔｉ
ｏｎａｌ　Ｃｅｎｔｅｒ　ｆｏｒ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒａｌ　Ｕｔｉｌｉｚａｔｉｏｎ
　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒａｌ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ｓｅｒｖｉｃｅ，
　Ｕ．Ｓ．　Ｄｅｐａｒｔｍｅｎｔ　ｏｆ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅ（１８１５　Ｎｏｒ
ｔｈ　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ　Ｓｔｒｅｅｔ，　Ｐｅｏｒｉａ，　Ｉｌｌｉｎｏｉｓ　６
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１６０４　Ｕ．Ｓ．Ａ．）に２０１５年８月６日に寄託し、ＮＲＲＬ　Ｎｏ．Ｂ－６７０
８７が割り当てられた。
【００１９】
　ＡＩＰ３６８９５を、Ｐａｔｅｎｔ　Ｄｅｐｏｓｉｔｏｒｙ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｎａｔｉ
ｏｎａｌ　Ｃｅｎｔｅｒ　ｆｏｒ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒａｌ　Ｕｔｉｌｉｚａｔｉｏｎ
　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒａｌ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ｓｅｒｖｉｃｅ，
　Ｕ．Ｓ．　Ｄｅｐａｒｔｍｅｎｔ　ｏｆ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅ（１８１５　Ｎｏｒ
ｔｈ　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ　Ｓｔｒｅｅｔ，　Ｐｅｏｒｉａ，　Ｉｌｌｉｎｏｉｓ　６
１６０４　Ｕ．Ｓ．Ａ．）に２０１５年８月６日に寄託し、ＮＲＲＬ　Ｎｏ．　Ｂ－６７
０８６が割り当てられた。
【００２０】
　上記で同定される寄託物の各々は、特許手続上の微生物の寄託の国際的承認に関するブ
ダペスト条約の条項の下で維持される。各寄託物は、当業者の便宜として行われたに過ぎ
ず、寄託が米国特許法第１１２条の下で要求されるという承認ではない。
【００２１】
　用語「単離される（ｉｓｏｌａｔｅｄ）」とは、（１）最初に生産される（天然であろ
うと、実験的状況であろうと）場合に関連付けられていた成分のうちの少なくともいくつ
かから分離されている、ならびに／または（２）ひとの手によって生産、調製、精製、お
よび／もしくは製造されている、細菌、胞子、または他の実体もしくは物質を包含する。
単離された細菌は、これらが最初に関連付けられていた他の成分のうちの少なくとも約１
０％、約２０％、約３０％、約４０％、約５０％、約６０％、約７０％、約８０％、約９
０％、もしくはこれより多くから分離されていてもよい。
【００２２】
　本明細書で使用される場合、物質は、これが他の成分を実質的に含まない場合に「純粋
（ｐｕｒｅ）」である。用語「精製する（ｐｕｒｉｆｙ）」、「精製する（ｐｕｒｉｆｙ
ｉｎｇ）」および「精製された（ｐｕｒｉｆｉｅｄ）」とは、最初に生産されたかまたは
起こった（例えば、天然であろうと、実験的状況であろうと）とき、またはその最初の生
産後の任意の時間の間のいずれかで関連付けられていた成分のうちの少なくともいくつか
から分離されている細菌、胞子、または他の物質に言及する。細菌または胞子または細菌
集団または胞子集団は、これらが生産時もしくは生産後に（例えば、細菌または細菌集団
または胞子を含む物質または環境から）単離されている場合に精製されていると見做され
得、そして精製された細菌または細菌集団または胞子は、約１０％、約２０％、約３０％
、約４０％、約５０％、約６０％、約７０％、約８０％、約９０％、または約９０％を超
えるまで他の物質を含み得、そしてなお精製されていると見做され得る。いくつかの実施
形態において、精製された細菌または胞子または細菌集団または胞子集団は、約８０％よ
り高く、約８５％、約９０％、約９１％、約９２％、約９３％、約９４％、約９５％、約
９６％、約９７％、約９８％、約９９％、または約９９％より高く純粋である。具体的実
施形態において、細菌の培養物は、通常の細菌学的手順によって検出されるべき量におい
て他の細菌種を含まない。
【００２３】
　「集団（ｐｏｐｕｌａｔｉｏｎ）」とは、２もしくはこれより多く（すなわち、１０、
１００、１，０００、１０，０００、１×１０６、１×１０７、もしくは１×１０８また
はこれより多く）を含む、意図された群またはコレクションである。少なくとも１種の細
菌株の集団を含む種々の組成物が、本明細書で提供される。特定の実施形態では、少なく
とも１種の細菌株（すなわち、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３
、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ
３９５８９およびＡＩＰ３６８９５、またはそのいずれかの活性改変体、あるいはＡＩＰ
２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９
２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９およびＡＩＰ３６８９５、
またはそのいずれかの活性改変体のうちの１種もしくはそれより多くの種から形成される
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胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わせ）の集団
は、少なくとも約１０５ＣＦＵ／ｍｌ～約１０１１ＣＦＵ／ｍｌ、約１０５ＣＦＵ／ｍｌ
～約１０１０ＣＦＵ／ｍｌ、約１０５ＣＦＵ／ｍｌ～約１０１２ＣＦＵ／ｍｌ、約１０５

ＣＦＵ／ｍｌ～約１０６ＣＦＵ／ｍｌ、約１０６ＣＦＵ／ｍｌ～約１０７ＣＦＵ／ｍｌ、
約１０７ＣＦＵ／ｍｌ～約１０８ＣＦＵ／ｍｌ、約１０８ＣＦＵ／ｍｌ～約１０９ＣＦＵ
／ｍｌ、約１０９ＣＦＵ／ｍｌ～約１０１０ＣＦＵ／ｍｌ、約１０１０ＣＦＵ／ｍｌ～約
１０１１ＣＦＵ／ｍｌ、約１０１１ＣＦＵ／ｍｌ～約１０１２ＣＦＵ／ｍｌの濃度を含む
。別の実施形態では、本明細書において提供される細菌株またはその活性改変体の濃度は
、少なくとも約１０５ＣＦＵ／ｍｌ、少なくとも約１０６ＣＦＵ／ｍｌ、少なくとも約１
０７ＣＦＵ／ｍｌ、少なくとも約１０８ＣＦＵ／ｍｌ、少なくとも約１０９ＣＦＵ／ｍｌ
、少なくとも約１０１０ＣＦＵ／ｍｌ、少なくとも約１０１１ＣＦＵ／ｍｌ、または少な
くとも約１０１２ＣＦＵ／ｍｌを含む。
【００２４】
　「胞子（ｓｐｏｒｅ）」とは、細菌種の少なくとも１種の休眠している（適用時には）
が、生存可能な生殖単位に言及する。胞子がＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩ
Ｐ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９
３１、ＡＩＰ３９５８９、およびＡＩＰ３６８９５（またはこれらのうちのいずれかの改
変体）の各々から形成される非限定的な方法は、本明細書で他の箇所に開示される。本明
細書で開示される集団が、栄養細胞および前胞子（ｆｏｒｅｓｐｏｒｅ）（胞子形成の中
間段階にある細胞）の組み合わせ；前胞子および胞子の組み合わせ；または前胞子、栄養
細胞および／または胞子の組み合わせを含み得ることは、さらに認識される。
【００２５】
　細菌株（すなわち、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ
１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８
９、およびＡＩＰ３６８９５、もしくはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少
なくとも１種、あるいはＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩ
Ｐ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５
８９、もしくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの
いずれか１種に由来する胞子もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子
の組み合わせ）を含む組成物は、農業的に受容可能なキャリアをさらに含み得る。用語「
農業的に受容可能なキャリア（ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒａｌｌｙ　ａｃｃｅｐｔａｂｌｅ　
ｃａｒｒｉｅｒ）」とは、意図された被験体（すなわち、目的の植物の病気（すなわち、
アジア型ダイズさび病（ＡＳＲ）または本明細書で開示される任意の他の病気）に感受性
である植物もしくは植物部分、または目的の農学上の形質を改善するための植物もしくは
植物部分）への組成物の適用を容易にする任意の物質を含むことが意図される。植物およ
び植物部分への適用のために組成物中で使用されるキャリアは、好ましくは、非植物毒性
またはごく軽度に植物毒性である。適切なキャリアは、望ましい製剤化に依存して、固体
、液体もしくは気体であり得る。一実施形態において、キャリアとしては、極性もしくは
非極性の液体キャリア（例えば、水、鉱油および植物性油）が挙げられる。さらなるキャ
リアが、本明細書中の他の箇所で開示される。
【００２６】
　Ａ．細菌株の活性改変体
　ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ
６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、およびＡＩＰ３
６８９５の活性改変体が、さらに提供される。このような改変体は、１種もしくはこれよ
り多くの植物の病気を制御する（すなわち、病気の重篤度を低減するおよび／または病気
の発生を低減する）および／または１種もしくはこれより多くの植物病原体を制御する能
力を保持する。いくつかの実施形態において、改変体は、１種もしくはこれより多くの真
菌性の植物の病気および／または１種もしくはこれより多くの真菌病原体を制御する能力
を保持する。他の実施形態において、改変体は、ＡＳＲを制御する能力を保持する。
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【００２７】
　本明細書で提供される種々の細菌株の活性改変体としては、例えば、ＡＩＰ２７５１１
、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ
７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、およびＡＩＰ３６８９５のうちのい
ずれかの単離体（ｉｓｏｌａｔｅ）または変異体（ｍｕｔａｎｔ）が挙げられる。
【００２８】
　具体的実施形態において、上記細菌株は、殺生物剤と適合性である。殺生物剤は、化学
的もしくは生物学的手段によって、生物に対して制御効果を発揮し得る化学物質である。
殺生物剤としては、農薬（例えば、殺真菌剤；除草剤；殺虫剤、他の農作物保護化学物質
など）が挙げられる。このような化合物は、本明細書中の他の箇所で詳細に考察される。
細菌株は、この細菌株が目的の殺生物剤の有効量の存在下で生存および／または生殖する
能力がある場合に、殺生物剤と適合性である。その細菌株が目的の殺生物剤に関して適合
性でない場合には、望ましい場合、その細菌株を改変して、目的の適合性を付与するため
の方法が企図され得る。改変された細菌株を生産するためのこのような方法は、選択技術
および／または形質転換技術の両方を含む。
【００２９】
　「改変された細菌株（ｍｏｄｉｆｉｅｄ　ｂａｃｔｅｒｉａｌ　ｓｔｒａｉｎ）」とは
、この株が改変されて（選択および／または形質転換によって）、目的の１種もしくはこ
れより多くのさらなる形質を有する集団を意図する。場合によっては、その改変された細
菌株は、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、
ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくは
ＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのいずれか１種を
含む。具体的実施形態において、その改変された細菌株は、目的の殺生物剤と適合性であ
る（除草剤、殺真菌剤、農薬、もしくは他の農作物保護化学物質への抵抗性が挙げられる
が、これらに限定されない）。その改変された殺生物剤抵抗性株は、これらが特定の除草
剤、殺真菌剤、農薬、もしくは他の農作物保護化学物質に対して有意により抵抗性である
ことを除いて、元の感受性株と同じ同定特徴を有する。それらの同定は、公知の感受性株
の特徴と比較することによって、容易に可能である。従って、改変された細菌株の単離さ
れた集団が提供される。
【００３０】
　殺生物剤への抵抗性（すなわち、例えば、除草剤、殺真菌剤、農薬、もしくは他の農作
物保護化学物質への抵抗性）の増大は、生物（すなわち、細菌細胞もしくは胞子）が、そ
の改変されていない生物に通常は致死的であるかまたは改変されていない生物の成長を有
意に低減する殺生物剤（例えば、除草剤、殺真菌剤、農薬、もしくは他の農作物保護化学
物質）の用量への曝露後に、生存および生殖する能力に言及する。具体的実施形態におい
て、殺生物剤への抵抗性の増大は、その殺生物剤の農業上有効な量の存在下で示される。
【００３１】
　このような場合に、１種もしくはこれより多くの殺生物剤への抵抗性を有するその改変
された細菌株は、特に、除草剤、殺真菌剤、農薬、または他の農作物保護化学物質に対し
て抵抗性のない他の微生物因子を超える細菌株の競争力を増強するために有用である。従
って、本明細書で提供される組成物は、選択もしくは操作された細菌株および細菌株の改
変された集団を含む。これらの細菌株または改変された細菌株は、植物用の接種物として
使用され得る。それらはまた、植物の地上部に直接スプレー適用として適用され得、それ
らが改変されて寛容性になった除草剤もしくは他の化学物質と混合され得る。
【００３２】
　従って、本明細書で開示される細菌株の活性改変体は、その活性改変体が植物の病気を
制御しかつさらに、少なくとも１種の殺生物剤の存在下で成長し得るように、例えば、改
変された株を含む。
【００３３】
　除草剤、殺真菌剤、農薬、もしくは他の農作物保護化学物質に対する抵抗性を有する組
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換え細菌株は、遺伝子操作技術を通じて作製され得、このように操作されたかもしくは組
換えの細菌株は、細菌株の改変された集団を生産するために増殖させられ得る。組換え細
菌株は、ポリヌクレオチドを、形質転換によって細菌宿主細胞の中に導入することによっ
て、生産される。微生物を形質転換するための方法は公知であり、当該分野で利用可能で
ある。一般には、Ｈａｎａｈａｎ，　Ｄ．　（１９８３）　Ｓｔｕｄｉｅｓ　ｏｎ　ｔｒ
ａｎｓｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ　ｗｉｔｈ　ｐｌ
ａｓｍｉｄｓ　Ｊ．　Ｍｏｌ．　Ｂｉｏｌ．　１６６，　５５７－７７；　Ｓｅｉｄｍａ
ｎ，　Ｃ．Ｅ．　（１９９４）　Ｉｎ：　Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌｓ　ｉｎ　
Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｂｉｏｌｏｇｙ，　Ａｕｓｕｂｅｌ，　Ｆ．Ｍ．　ｅｔ　ａｌ．　
ｅｄｓ．，　Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　ａｎｄ　Ｓｏｎｓ，　ＮＹ；　Ｃｈｏｉ　ｅｔ　ａ
ｌ．　（２００６）　Ｊ．　Ｍｉｃｒｏｂｉｏｌ．　Ｍｅｔｈｏｄｓ　６４：３９１－３
９７；　Ｗａｎｇ　ｅｔ　ａｌ．　２０１０．　Ｊ．　Ｃｈｅｍ．　Ｔｅｃｈｎｏｌ．　
Ｂｉｏｔｅｃｈｎｏｌ．　８５：７７５－７７８を参照のこと。形質転換は、実験室にお
いて、コンピテント細胞によるそれらの環境からの裸のＤＮＡの天然の取り込みによって
起こり得る。あるいは、細胞は、冷たい条件下での二価カチオンへの曝露によって、エレ
クトロポレーションによって、ポリエチレングリコールへの曝露によって、線維性ナノ粒
子での処理、または当該分野で周知の他の方法によって、コンピテントにされ得る。
【００３４】
　組換え細菌株を形質転換するにあたって使用するための除草剤抵抗性遺伝子としては、
以下が挙げられるが、これらに限定されない：フモニシン解毒遺伝子（米国特許第５，７
９２，９３１号）；除草剤抵抗性（特に、スルホニルウレアタイプの除草剤）をもたらす
アセトラクテートシンターゼ（ＡＬＳ）変異体（例えば、Ｓ４および／もしくはＨｒａ変
異）；グルタミンシンターゼのインヒビター（例えば、ホスフィノスリシンもしくはバス
タ（例えば、ｂａｒ遺伝子））；ならびにグリホサート抵抗性（ＥＰＳＰＳ遺伝子））；
グルホシネート（ｇｌｕｐｈｏｓｉｎａｔｅ）およびＨＰＰＤ抵抗性（ＷＯ９６／３８５
７６、米国特許第６，７５８，０４４号；同第７，２５０，５６１号；同第７，９３５，
８６９号；および同第８，１２４，８４６号）、または当該分野で公知の他のこのような
遺伝子。ＷＯ９６／３８５７６、米国特許第５，７９２，９３１号、米国特許第６，７５
８，０４４号、米国特許第７，２５０，５６１号、米国特許第７，９３５，８６９号およ
び米国特許第８，１２４，８４６号の開示は、本明細書で参考として援用される。ｂａｒ
遺伝子は、除草剤バスタに対する抵抗性をコードし、ｎｐｔＩＩ遺伝子は、抗生物質カナ
マイシンおよびジェネティシンに対する抵抗性をコードし、ＡＬＳ遺伝子変異体は、スル
ホニルウレア除草剤（クロルスルフロン、メトスルフロン、スルホメツロン、ニコスルフ
ロン、リムスルフロン、フラザスルフロン、スルホスルフロン、およびトリアスルフロン
が挙げられる）ならびにイミダゾリノン（ｉｍａｄｉｚｏｌｉｎｏｎｅ）除草剤（イマゼ
タピル、イマザキン、イマザピル、およびイマザメタベンズが挙げられる）に対する抵抗
性をコードする。
【００３５】
　選択を通じて細菌株の改変された集団を同定および生産するために、上記細菌株は、選
択圧としての除草剤、殺真菌剤、農薬、もしくは他の農作物保護化学物質の存在下で成長
させられる。感受性の因子は死滅する一方で、抵抗性の因子は競合なしに生存して生殖す
る。上記細菌株は、除草剤、殺真菌剤、農薬、もしくは他の農作物保護化学物質の存在下
で成長させられるので、抵抗性の細菌株は、成功裡に生殖し、集団の中で優勢になり、細
菌株の改変された集団になる。抵抗性株を選択するための方法は公知であり、米国特許第
４，３０６，０２７号および同第４，０９４，０９７号（本明細書に参考として援用され
る）を含む。細菌株の改変された集団を含む細菌株の活性改変体は、これらが特定の除草
剤、殺真菌剤、農薬、もしくは他の農作物保護化学物質に対して顕著により寛容性である
ことを除いて、その元の感受性株と同じ同定特徴を有する。従って、それらの同定は、公
知の感受性株の特徴との比較によって容易に可能である。
【００３６】
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　本明細書で提供される種々の細菌のさらなる活性改変体は、例えば、１６Ｓリボソーム
ＲＮＡ間の配列同一性の関連性を決定する方法、導出されかつ機能的に同一もしくはほぼ
同一の株の群を同定する方法を使用して同定され得、多座配列タイピング法（Ｍｕｌｔｉ
－ｌｏｃｕｓ　ｓｅｑｕｅｎｃｅ　ｔｙｐｉｎｇ）（ＭＬＳＴ）、連接された連鎖状遺伝
子ツリー（ｃｏｎｃａｔｅｎａｔｅｄ　ｓｈａｒｅｄ　ｇｅｎｅｓ　ｔｒｅｅ）、全ゲノ
ムアラインメント法（Ｗｈｏｌｅ　Ｇｅｎｏｍｅ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）（ＷＧＡ）、平
均ヌクレオチド同一性法（Ａｖｅｒａｇｅ　Ｎｕｃｌｅｏｔｉｄｅ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ）
、およびＭｉｎＨａｓｈ（Ｍａｓｈ）距離測定法が挙げられる。
【００３７】
　一局面において、細菌株、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、
ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３
９５８９、もしくはＡＩＰ３６８９５の活性改変体は、Ｂｉｓｈｏｐら（２００９）　Ｂ
ＭＣ　Ｂｉｏｌｏｇｙ　７（１）１７４１－７００７－７－３において定義されるとおり
の生物分類のＢｉｓｈｏｐ　ＭＬＳＴ法を使用することによって、開示される株のうちの
いずれかに密接に関連する株を含む。従って、具体的実施形態において、本明細書で開示
される細菌株の活性改変体は、Ｂｉｓｈｏｐら（２００９）　ＢＭＣ　Ｂｉｏｌｏｇｙ　
７（１）１７４１－７００７－７－３（これは、その全体において本明細書に参考として
援用される）に示されるとおりの生物分類のＢｉｓｈｏｐ法を使用して、少なくとも８０
％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９０％、９１％、９２％、９３％、９４
％、９５％、９６％、９７％、９８％、９８．５％、９８．８％、９９％、９９．１％、
９９．２％、９９．３％、９９．４％、９９．５％、９９．６％、９９．７％、９９．８
％、または９９．９％の配列カットオフ内に入る細菌株を含む。このような方法によって
同定される細菌の活性改変体は、有効量において、植物、植物部分、または栽培地に適用
される場合に、少なくとも１種の農学上の形質を改善する能力を保持する（例えば、植物
の病気の重篤度を低減するおよび／または植物の病気の発生を低減することが挙げられる
）。
【００３８】
　別の局面において、本明細書で開示される細菌株の活性改変体は、生物分類の平均ヌク
レオチド同一性（ＡＮＩ）法に基づいて、開示される株のうちのいずれかに密接に関連す
る株を含む。ＡＮＩ（例えば、Ｋｏｎｓｔａｎｔｉｎｉｄｉｓ，　Ｋ．Ｔ．，ら，　（２
００５）　ＰＮＡＳ　ＵＳＡ　１０２（７）：２５６７－７２；およびＲｉｃｈｔｅｒ，
　Ｍ．，ら，　（２００９）　ＰＮＡＳ　１０６（４５）：１９１２６－３１）を参照の
こと）および変法（例えば、Ｖａｒｇｈｅｓｅ，　Ｎ．Ｊ．，ら，　Ｎｕｃｌｅｉｃ　Ａ
ｃｉｄｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　（Ｊｕｌｙ　６，　２０１５）：　ｇｋｖ６５７を参照の
こと）は、ＷＧＡにおいて整列させる株のゲノムの間で共有される平均ヌクレオチドを合
計することに基づく。従って、具体的実施形態において、本明細書で開示される細菌株Ａ
ＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１
８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくはＡＩＰ３６
８９５の活性改変体は、Ｋｏｎｓｔａｎｔｉｎｉｄｉｓ，　Ｋ．Ｔ．，ら，　（２００５
）　ＰＮＡＳ　ＵＳＡ　１０２（７）：２５６７－７２（これは、その全体において本明
細書に参考として援用される）に示されるとおりの生物分類のＡＮＩ法を使用して、少な
くとも９０％、９５％、９６％、９７％、９７．５％、９８％、９８．５％、９８．８％
、９９％、９９．５％、または９９．８％の配列カットオフ内に入る細菌株を含む。この
ような方法によって同定される細菌の活性改変体は、有効量において、植物、植物部分、
または栽培地に適用される場合、少なくとも１種の農学上の形質を改善する能力を保持す
る（例えば、植物の病気の重篤度を低減することおよび／または植物の病気の発生を低減
することが挙げられる）。
【００３９】
　別の局面において、本明細書で開示される単離された細菌株の活性改変体は、１６Ｓ　
ｒＤＮＡ配列同一性に基づいて、上記の株のうちのいずれかに密接に関連する（例えば、
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ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６
１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくはＡＩＰ３
６８９５に密接に関連する）株を含む。細菌における関連性を決定するための１６Ｓ　ｒ
ＤＮＡ配列同一性の使用に関しては、Ｓｔａｃｋｅｂｒａｎｄｔ　Ｅ，ら，　「Ｒｅｐｏ
ｒｔ　ｏｆ　ｔｈｅ　ａｄ　ｈｏｃ　ｃｏｍｍｉｔｔｅｅ　ｆｏｒ　ｔｈｅ　ｒｅ－ｅｖ
ａｌｕａｔｉｏｎ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｓｐｅｃｉｅｓ　ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　ｉｎ　ｂａ
ｃｔｅｒｉｏｌｏｇｙ」，　Ｉｎｔ　Ｊ　Ｓｙｓｔ　Ｅｖｏｌ　Ｍｉｃｒｏｂｉｏｌ．５
２（３）：１０４３－７　（２００２）を参照のこと。ある実施形態では、少なくとも１
種の株は、１６Ｓ　ｒＤＮＡの配列同一性に基づいて上記の株のいずれかに少なくとも９
５％同一、１６Ｓ　ｒＤＮＡの配列同一性に基づいて上記の株のいずれかに少なくとも９
６％同一、１６Ｓ　ｒＤＮＡの配列同一性に基づいて上記の株のいずれかに少なくとも９
７％同一、１６Ｓ　ｒＤＮＡの配列同一性に基づいて上記の株のいずれかに少なくとも９
８％、１６Ｓ　ｒＤＮＡの配列同一性に基づいて上記の株のいずれかに少なくとも９８．
５％同一、１６Ｓ　ｒＤＮＡの配列同一性に基づいて上記の株のいずれかに少なくとも９
９％同一、１６Ｓ　ｒＤＮＡの配列同一性に基づいて上記の株のいずれかに少なくとも９
９．５％または１６Ｓ　ｒＤＮＡの配列同一性に基づいて上記の株のいずれかに少なくと
も１００％である。このような方法によって同定される細菌の活性改変体は、有効量にお
いて、植物、植物部分、または栽培地に適用される場合、少なくとも１種の農学上の形質
を改善する能力を保持する（例えば、植物の病気の重篤度を低減することおよび／または
植物の病気の発生を低減することが挙げられる）。
【００４０】
　ＭｉｎＨａｓｈ（Ｍａｓｈ）距離測定法は、高分解能で微生物の階層的分類のための閾
値を規定しかついくつかのパラメーターおよび工程を要する比較法である（Ｏｎｄｏｖら
　（２０１６）　Ｇｅｎｏｍｅ　Ｂｉｏｌｏｇｙ　１７：１３２）。Ｍａｓｈ距離は、階
層的分離に関して平均ヌクレオチド同一性法（ＡＮＩ）と強く対応する（Ｋｏｎｓｔａｎ
ｔｉｎｉｄｉｓ，　Ｋ．Ｔ．ら　（２００５）　ＰＮＡＳ　ＵＳＡ　１０２（７）：２５
６７－７２（その全体において本明細書に参考として援用される）を参照のこと）。すな
わち、ＡＮＩ　９７％は、Ｍａｓｈ距離　０．０３におよそ等しく、その結果、ＡＮＩ文
献中での有用な分類閾値として示される値は、Ｍａｓｈ距離で直接適用され得る。
【００４１】
　本明細書で開示される細菌株の活性改変体は、完全ゲノムＤＮＡ配列間のＭｉｎｈａｓ
ｈ（Ｍａｓｈ）距離に基づいて、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７
３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩ
Ｐ３９５８９、もしくはＡＩＰ３６８９５のうちのいずれかに密接に関連する株を含む。
従って、具体的実施形態において、本明細書で開示される細菌株の活性改変体は、その開
示される株に対してＭａｓｈ距離　約０．０１５未満以内のゲノムを有する細菌株を含む
。他の実施形態において、本明細書で開示される細菌株の活性改変体は、約０．００５、
０．０１０、０．０１５、０．０２０、０．０２５、もしくは０．０３０未満の距離測定
値（ｄｉｓｔａｎｃｅ　ｍｅｔｒｉｃ）を含む。ゲノムは、これがＭａｓｈ距離に関連す
る場合、細菌染色体ＤＮＡおよび細菌プラスミドＤＮＡの両方を含む。他の実施形態にお
いて、細菌株の活性改変体は、技術的な分散によって引き起こされる相違点より大きい、
開示される株に対するＭａｓｈ距離閾値を上回っているゲノムを有する。さらなる場合に
は、細菌株の活性改変体は、技術的な分散によって引き起こされる相違点より大きい、開
示される株に対するＭａｓｈ距離閾値を上回っており、かつＭａｓｈ距離　約０．０１５
未満を有するゲノムを有する。他の場合には、細菌株の活性改変体は、技術的な分散によ
って引き起こされる相違点より大きい、開示される株に対するＭａｓｈ距離閾値を上回っ
ており、かつＭａｓｈ距離　約０．００５、０．０１０、０．０１５、０．０２０、０．
０２５、もしくは０．０３０未満を有するゲノムを有する。
【００４２】
　本明細書で使用される場合、「技術的な変動を上回る（ａｂｏｖｅ　ｔｅｃｈｎｉｃａ



(36) JP 6892438 B2 2021.6.23

10

20

30

40

50

ｌ　ｖａｒｉａｔｉｏｎ）」とは、比較されているゲノムがＩｌｌｕｍｉｎａ　ＨｉＳｅ
ｑ　２５００　ＤＮＡ配列決定技術での少なくとも２０×カバレッジ（ｃｏｖｅｒａｇｅ
）で配列決定した各ＤＮＡでありかつそのゲノムが汚染に関して２％未満という証拠を伴
って少なくとも９９％完全であるとすれば、ゲノムアセンブリにおける誤差によって引き
起こされる２つの株間のＭａｓｈ距離を上回ることを意味する。２０×カバレッジは当該
分野で認識されている用語であるが、明瞭性のために、２０×カバレッジの例は、以下の
とおりである：ゲノムサイズ５メガベース（ＭＢ）に関しては、所定のゲノムから１００
ＭＢのＤＮＡ配列決定が、そのゲノムに沿った各位置で、平均して２０×配列決定カバレ
ッジを有するために必要とされる。Ｃａｍｐｂｅｌｌら（２０１３）　ＰＮＡＳ　ＵＳＡ
　１１０（１４）：５５４０－４５，　Ｄｕｐｏｎｔら（２０１２）　ＩＳＭＥＪ　６：
１６２５－１６２８、およびＣｈｅｃｋＭ　ｆｒａｍｅｗｏｒｋ　（Ｐａｒｋｓら　（２
０１５）　Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　２５：１０４３－１０５５）（これらの参
考文献の各々は、それらの全体において本明細書に参考として援用される）に見出される
セットを含め、ゲノム完全性計算のために使用するマーカー遺伝子の多くの適切なコレク
ションが存在する。汚染は、所定のゲノム配列中の複数のコピー中に見出される代表的に
は単一コピーのマーカー遺伝子のパーセンテージとして定義される（例えば、Ｐａｒｋｓ
ら　（２０１５）　Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　２５：１０４３－１０５５）（こ
れらの参考文献の各々は、それらの全体において本明細書に参考として援用される）。完
全性および汚染は、マーカー遺伝子の同じコレクションを使用して計算される。別段述べ
られなければ、完全性および汚染アッセイにおいて使用されるコレクションマーカーのセ
ットは、Ｃａｍｐｂｅｌｌら　（２０１３）　ＰＮＡＳ　ＵＳＡ　１１０（１４）：５５
４０－４５（本明細書に参考として援用される）に示される。
【００４３】
　問題のゲノム間で距離概算値を得るための例示的工程は、以下のとおりである：（１）
比較のために十分な品質のゲノムが、生産されなければならない。十分な品質のゲノムは
、Ｉｌｌｕｍｉｎａ　ＨｉＳｅｑ　２５００技術を使用して、少なくとも２０×ゲノムカ
バレッジに達するために十分なＤＮＡ配列で作製されるゲノムアセンブリとして定義され
る。そのゲノムは、特許請求される微生物のゲノムと比較されるために、２％未満の汚染
を伴って少なくとも９９％完全でなければならない。（２）ゲノムは、Ｏｎｄｏｖら（２
０１６）　Ｇｅｎｏｍｅ　Ｂｉｏｌｏｇｙ　１７：１３２（その全体において本明細書に
参考として援用される）に示されるように、Ｍｉｎｈａｓｈワークフローを使用して比較
されるべきである。別段述べられなければ、使用されるパラメーターは、以下のとおりで
ある：「スケッチ（ｓｋｅｔｃｈ）」サイズ　１０００、および「ｋ－マー長」　２１。
（３）２つのゲノム間のＭａｓｈ距離が、０．００５、０．０１０、０．０１５、０．０
２０、０．０２５、もしくは０．０３０未満であることを確認する。このような方法によ
って同定される細菌の活性改変体は、有効量において、植物、植物部分、または栽培地に
適用される場合、少なくとも１種の農学上の形質を改善する能力を保持する（例えば、植
物の病気の重篤度を低減することおよび／または植物の病気の発生を低減することが挙げ
られる）。
【００４４】
　ＩＩＩ．製剤化
　本明細書で提供される細菌株（すなわち、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩ
Ｐ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９
３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの
活性改変体、あるいはＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ
１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８
９、もしくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのい
ずれか１種に由来する、胞子もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子
の組み合わせ）は、細胞ペースト、水和剤、細胞ペレット、粉剤（ｄｕｓｔ）、粒剤（ｇ
ｒａｎｕｌｅ）、スラリー、乾燥粉末、水性もしくは油ベースの液体生産物などとして製
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剤化され得る。このような製剤は、キャリアおよび他の因子に加えて、本明細書で提供さ
れる細菌もしくはその活性改変体を含む。その製剤は、本明細書の他の箇所で開示される
ように、種々の方法で使用され得る。
【００４５】
　本明細書で開示される細菌株およびその活性改変体は、増量剤、溶媒、自発性増進因子
（ｓｐｏｎｔａｎｅｉｔｙ　ｐｒｏｍｏｔｅｒ）、キャリア、乳化剤、分散剤、防霜剤（
ｆｒｏｓｔ　ｐｒｏｔｅｃｔａｎｔ）、濃化剤、および／またはアジュバントのうちの少
なくとも１種もしくはこれより多くを含むように製剤化され得る。
【００４６】
　代表的な製剤の例としては、水溶性液剤（ｗａｔｅｒ－ｓｏｌｕｂｌｅ　ｌｉｑｕｉｄ
）（ＳＬ）、乳剤（ｅｍｕｌｓｉｆｉａｂｌｅ　ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｅ）（ＥＣ）、Ｅ
Ｗ剤（ｅｍｕｌｓｉｏｎｓ　ｉｎ　ｗａｔｅｒ）（ＥＷ）、ＳＣ剤（ｓｕｓｐｅｎｓｉｏ
ｎ　ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｅｓ）（ＳＣ、ＳＥ、ＦＳ、ＯＤ）、水和性粒剤（ｗａｔｅｒ
－ｄｉｓｐｅｒｓｉｂｌｅ　ｇｒａｎｕｌｅ）（ＷＧ）、粒剤（ＧＲ）およびカプセル剤
（ｃａｐｓｕｌｅ　ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｅ）（ＣＳ）；ＷＧ；ＧＲ；ＢＢ；ＳＧ；ＺＣ
が挙げられ、これらおよび他の考えられる製剤タイプは、例えば、Ｃｒｏｐ　Ｌｉｆｅ　
Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌによって、およびＰｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａ
ｔｉｏｎｓ，　Ｍａｎｕａｌ　ｏｎ　ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ　ａｎｄ　ｕｓｅ　ｏｆ　
ＦＡＯ　ａｎｄ　ＷＨＯ　ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎｓ　ｆｏｒ　ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ
ｓ，　ＦＡＯ　Ｐｌａｎｔ　Ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｐ
ａｐｅｒｓ　－　１７３（ＦＡＯ／ＷＨＯ　Ｊｏｉｎｔ　Ｍｅｅｔｉｎｇ　ｏｎ　Ｐｅｓ
ｔｉｃｉｄｅ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎｓ，　２００４作成、ＩＳＢＮ：　９２５１
０４８５７６）に記載される。その製剤は、１種もしくはこれより多くの本発明の活性化
合物以外の活性農薬化合物（ａｇｒｏｃｈｅｍｉｃａｌ　ｃｏｍｐｏｕｎｄ）を含み得る
。
【００４７】
　種々の細菌株またはその活性改変体の製剤形態または適用形態は、補助物質、例えば、
増量剤、溶媒、自発性増進因子、キャリア、乳化剤、分散剤、防霜剤、殺生物剤、固体キ
ャリア、界面活性剤、濃化剤、および／または他の補助物質（例えば、アジュバント）を
含み得るが、これらに限定されない。この状況でのアジュバントは、その成分自体が生物
学的効果を有することなく、製剤の生物学的効果を増強する成分である。アジュバントの
例は、葉表面に留まる、拡がる、付着する、または浸透することを増進する因子である。
【００４８】
　非限定的な増量剤は、例えば、水、極性および非極性の有機化学的液体（例えば、芳香
族炭化水素および非芳香族炭化水素のクラスに由来するもの（例えば、パラフィン、アル
キルベンゼン、アルキルナフタレン、クロロベンゼン））、アルコールおよびポリオール
（これはまた、適切であれば、置換、エーテル化および／またはエステル化されていても
よい）、ケトン（例えば、アセトン、シクロヘキサノン）、エステル（脂肪および油を含
む）ならびに（ポリ）エーテル、置換されていないおよび置換されているアミン、アミド
、ラクタム（例えば、Ｎ－アルキルピロリドン）ならびにラクトン、スルホンおよびスル
ホキシド（例えば、ジメチルスルホキシド）である。使用される増量剤が水である場合、
例えば、補助的溶媒として有機溶媒を使用することも可能である。本質的には、非限定的
な液体溶媒は、以下である：芳香族（例えば、キシレン、トルエンもしくはアルキルナフ
タレン）、塩素化芳香族および塩素化脂肪族炭化水素（例えば、クロロベンゼン、クロロ
エチレンもしくは塩化メチレン）、脂肪族炭化水素（例えば、シクロヘキサンもしくはパ
ラフィン）、例えば、石油画分、鉱油および植物性油、アルコール（例えば、ブタノール
もしくはグリコール）、ならびにまた、それらのエーテルおよびエステル、ケトン（例え
ば、アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトンもしくはシクロヘキサノン
）、高極性溶媒（例えば、ジメチルホルムアミドおよびジメチルスルホキシド）、ならび
にまた、水。原則として、任意の適切な溶媒を使用することも可能である。非限定的な溶
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媒は、以下である：例えば、芳香族炭化水素（例えば、キシレン、トルエンもしくはアル
キルナフタレン）、例えば、塩素化芳香族もしくは塩素化脂肪族炭化水素（例えば、クロ
ロベンゼン、クロロエチレンもしくは塩化メチレン）、例えば、脂肪族炭化水素（例えば
、シクロヘキサン）、例えば、パラフィン、石油画分、鉱油および植物性油、アルコール
（例えば、メタノール、エタノール、イソプロパノール、ブタノールもしくはグリコール
）、例えば、ならびにまた、それらのエーテルおよびエステル、ケトン（例えば、アセト
ン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトンもしくはシクロヘキサノン）、例えば
、高極性溶媒（例えば、ジメチルホルムアミド）、ならびに水。
【００４９】
　適切なキャリアの非限定的な例としては、例えば、アンモニウム塩および土壌の天然ミ
ネラル（例えば、カオリン、クレイ、タルク、白亜、石英、アタパルジャイト、モンモリ
ロナイトもしくは珪藻土）、および土壌の合成ミネラル（例えば、微粉化シリカ、アルミ
ナおよび天然もしくは合成のシリケート、樹脂、ワックスならびに／または固形肥料が挙
げられる。このようなキャリアの混合物は、同様に使用され得る。粒剤に適したキャリア
としては、以下が挙げられる：例えば、粉砕されかつ分画された天然のミネラル（例えば
、方解石、大理石、軽石、海泡石、苦灰石）、そしてまた、無機物および有機物のあらび
き粉（ｍｅａｌ）の合成粒、そしてまた、有機物質（例えば、おがくず、紙、ヤシ殻、軸
付トウモロコシ、およびタバコの茎）の粒。
【００５０】
　液化ガスの増量剤または溶媒がまた、使用され得る。非限定的な例は、標準的な温度で
および標準的な圧力下でガスである増量剤またはキャリアであり、例は、エアロゾル噴霧
体（例えば、ハロゲン化炭化水素）、そしてまた、ブタン、プロパン、窒素および二酸化
炭素である。イオン性もしくは非イオン性の特性を有する乳化剤および／または泡沫形成
剤（ｆｏａｍ－ｆｏｒｍｅｒ）、分散剤もしくは湿潤剤、またはこれら表面活性物質の混
合物の例は、ポリアクリル酸の塩、リグノスルホン酸の塩、フェノールスルホン酸もしく
はナフタレンスルホン酸の塩、エチレンオキシドと脂肪アルコールまたは脂肪酸もしくは
脂肪アミンとの、置換されたフェノール（好ましくは、アルキルフェノールもしくはアリ
ールフェノール）との多重縮合物（ｐｏｌｙｃｏｎｄｅｎｓａｔｅｓ）、スルホコハク酸
エステルの塩、タウリン誘導体（好ましくは、アルキルタウレート（ａｌｋｙｌｔａｕｒ
ａｔｅ））、ポリエトキシル化アルコールもしくはフェノールのリン酸エステル、ポリオ
ールの脂肪酸エステル、ならびにスルフェート、スルホネートおよびホスフェートを含む
化合物の誘導体であり、例は、アルキルアリールポリグリコールエーテル、アルキルスル
ホネート、アルキルスルフェート、アリールスルホネート、タンパク質加水分解物、リグ
ニン－スルファイト廃棄物リカーおよびメチルセルロースである。表面活性物質の存在は
、活性化合物のうちの１種および／または不活性キャリアのうちの１種が、水に可溶性で
ない場合に、および適用が水の中で行われる場合に、有利である。
【００５１】
　製剤中におよびそれらから導出される適用形態に存在し得るさらなる補助物質としては
、着色剤（例えば、無機顔料（例は、酸化鉄、二酸化チタン、プルシアンブルーである）
および有機染料（例えば、アリザリン染料、アゾ染料および金属フタロシアニン染料）、
ならびに栄養素および微量栄養素（例えば、鉄、マンガン、ホウ素、銅、コバルト、モリ
ブデン、および亜鉛の塩）が挙げられる。
【００５２】
　安定化剤（例えば、低温安定化剤、保存剤、抗酸化剤、光安定化剤、または化学的およ
び／もしくは物理的安定性を改善する他の因子）がまた、存在し得る。泡沫形成剤または
消泡剤がさらに存在し得る。
【００５３】
　さらに、製剤およびこれらから導出される適用形態はまた、さらなる補助物質として、
増粘剤（ｓｔｉｃｋｅｒ）（例えば、カルボキシメチルセルロース）、粉末、顆粒もしく
はラテックス形態にある天然および合成のポリマー（例えば、アラビアガム、ポリビニル
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アルコール、ポリビニルアセテート）、そしてまた天然のリン脂質（例えば、セファリン
およびレシチン）、ならびに合成リン脂質を含み得る。さらなる可能な補助物質としては
、鉱油および植物性油が挙げられる。
【００５４】
　さらなる補助物質が、製剤およびこれらから導出される適用形態におそらく存在し得る
。このような添加剤の例としては、芳香物質（ｆｒａｇｒａｎｃｅ）、保護コロイド、結
合剤、接着剤、濃化剤、チキソトロピック物質（ｔｈｉｘｏｔｒｏｐｉｃ　ｓｕｂｓｔａ
ｎｃｅ）、浸透剤、保持増進因子（ｒｅｔｅｎｔｉｏｎ　ｐｒｏｍｏｔｅｒ）、安定化剤
、金属イオン封鎖剤、錯化剤、湿潤剤（ｈｕｍｅｃｔａｎｔ）および展着剤（ｓｐｒｅａ
ｄｅｒ）が挙げられる。概して、活性化合物は、製剤化目的で一般に使用される任意の固
体もしくは液体の添加剤と合わせられ得る。
【００５５】
　適切な保持増進因子としては、例えば、動的表面張力を低下させる物質（例えば、ジオ
クチルスルホスクシネート）、または粘弾性を増大させる物質（例えば、ヒドロキシプロ
ピルグアールポリマー（ｈｙｄｒｏｘｙｐｒｏｐｙｌｇｕａｒ　ｐｏｌｙｍｅｒ））が全
て挙げられ得る。
【００５６】
　本発明の状況において適切な浸透剤としては、植物への活性農薬化合物の浸透を増強す
るために代表的には使用される物質の全てが挙げられる。この状況での浸透剤は、（一般
には、水性の）適用リカーから、および／またはスプレーコーティングから、それらが植
物のクチクラに浸透し得、それによって、活性化合物のクチクラ中での移動性を増大させ
得るという点で定義される。この特性は、文献中で記載される方法（Ｂａｕｒら，　１９
９７，　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　５１：　１３１－１５２）を使用して決
定され得る。例としては、例えば、アルコールアルコキシレート（例えば、ヤシ脂肪エト
キシレート（ｃｏｃｏｎｕｔ　ｆａｔｔｙ　ｅｔｈｏｘｙｌａｔｅ）（１０）またはイソ
トリデシルエトキシレート（１２））、脂肪酸エステル（例えば、菜種油もしくはダイズ
油のメチルエステル）、脂肪アミンアルコキシレート（例えば、獣脂アミンエトキシレー
ト（１５））、あるいはアンモニウム塩および／またはホスホニウム塩（例えば、硫酸ア
ンモニウムまたはリン酸水素二アンモニウム）が挙げられる。
【００５７】
　本明細書で開示される種々の組成物および製剤は、細菌株（例えば、ＡＩＰ２７５１１
、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ
７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくはＡＩＰ３６８９５、または
これらのうちのいずれかの活性改変体、あるいはＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、
ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１
４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれ
かの活性改変体のうちのいずれか１種に由来する、胞子もしくは前胞子、または細胞、前
胞子および／もしくは胞子の組み合わせ）のある量を含み得る。そのような量は、少なく
とも約１０４～約１０１１、少なくとも約１０５ＣＦＵ／グラム～約１０１１ＣＦＵ／グ
ラム、約１０５ＣＦＵ／グラム～約１０１０ＣＦＵ／グラム、約１０５ＣＦＵ／グラム～
約１０１２ＣＦＵ／グラム、約１０５ＣＦＵ／グラム～約１０６ＣＦＵ／グラム、約１０
６ＣＦＵ／グラム～約１０７ＣＦＵ／グラム、約１０７ＣＦＵ／グラム～約１０８ＣＦＵ
／グラム、約１０８ＣＦＵ／グラム～約１０９ＣＦＵ／グラム、約１０９ＣＦＵ／グラム
～約１０１０ＣＦＵ／グラム、約１０１０ＣＦＵ／グラム～約１０１１ＣＦＵ／グラム、
または約１０１１ＣＦＵ／グラム～約１０１２ＣＦＵ／グラムの細菌株の濃度を含み得る
。別の実施形態では、細菌株の濃度は、少なくとも約１０５ＣＦＵ／グラム、少なくとも
約１０６ＣＦＵ／グラム、少なくとも約１０７ＣＦＵ／グラム、少なくとも約１０８ＣＦ
Ｕ／グラム、少なくとも約１０９ＣＦＵ／グラム、少なくとも約１０１０ＣＦＵ／グラム
、少なくとも約１０１１ＣＦＵ／グラム、少なくとも約１０１２ＣＦＵ／グラム、少なく
とも約１０４ＣＦＵ／グラムを含む。上記細菌株のこのような濃度は、任意の目的の製剤
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タイプ中（例えば、水和剤、噴霧乾燥製剤、または細胞ペースト中が挙げられる）で起こ
り得る。
【００５８】
　細胞ペーストおよび水和剤および噴霧乾燥製剤は、細菌株（例えば、ＡＩＰ２７５１１
、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ
７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくはＡＩＰ３６８９５、または
これらのうちのいずれかの活性改変体、あるいはＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、
ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１
４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれ
かの活性改変体のうちのいずれか１種に由来する、胞子もしくは前胞子、または細胞、前
胞子および／もしくは胞子の組み合わせ）を含み得る。細菌株の量は、少なくとも約１０
５ＣＦＵ／グラム～約１０１１ＣＦＵ／グラム、約１０７ＣＦＵ／グラム～約１０１０Ｃ
ＦＵ／グラム、約１０７ＣＦＵ／グラム～約１０１１ＣＦＵ／グラム、約１０６ＣＦＵ／
グラム～約１０１０ＣＦＵ／グラム、約１０６ＣＦＵ／グラム～約１０１１ＣＦＵ／グラ
ム、約１０１１ＣＦＵ／グラム～約１０１２ＣＦＵ／グラム、約１０５ＣＦＵ／グラム～
約１０１０ＣＦＵ／グラム、約１０５ＣＦＵ／グラム～約１０１２ＣＦＵ／グラム、約１
０５ＣＦＵ／グラム～約１０６ＣＦＵ／グラム、約１０６ＣＦＵ／グラム～約１０７ＣＦ
Ｕ／グラム、約１０７ＣＦＵ／グラム～約１０８ＣＦＵ／グラム、約１０８ＣＦＵ／グラ
ム～約１０９ＣＦＵ／グラム、約１０９ＣＦＵ／グラム～約１０１０ＣＦＵ／グラム、約
１０１０ＣＦＵ／グラム～約１０１１ＣＦＵ／グラム、または約１０１１ＣＦＵ／グラム
～約１０１２ＣＦＵ／グラムの細菌株の濃度を含み得る。一部の実施形態では、細菌株の
濃度は、少なくとも約１０５ＣＦＵ／グラム、少なくとも約１０６ＣＦＵ／グラム、少な
くとも約１０７ＣＦＵ／グラム、少なくとも約１０８ＣＦＵ／グラム、少なくとも約１０
９ＣＦＵ／グラム、少なくとも約１０１０ＣＦＵ／グラム、少なくとも約１０１１ＣＦＵ
／グラム、少なくとも約１０１２ＣＦＵ／グラム、または少なくとも約１０１３ＣＦＵ／
グラムを含む。
【００５９】
　本明細書で使用される場合、「細胞ペースト（ｃｅｌｌ　ｐａｓｔｅ）」は、遠心分離
および／もしくは濾過されているか、または別の方法で濃縮されている細胞の集団を含む
。
【００６０】
　種子および種子上のコーティングを含むコーティングされた種子がさらに提供され、こ
こで、コーティングは、少なくとも１種の細菌株、例えば、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３
５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８
、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくはＡＩＰ３６８９５、またはそのいずれ
かの活性改変体、あるいはＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、Ａ
ＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９
５８９、もしくはＡＩＰ３６８９５、またはそのいずれかの活性改変体のうちのいずれか
１種に由来する胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み
合わせを含み、前記細菌株またはその活性改変体は、種子上に約１０５ＣＦＵ／種子～約
１０７ＣＦＵ／種子で、約１０４ＣＦＵ／種子～約１０８ＣＦＵ／種子で、約１０４ＣＦ
Ｕ／種子～約１０５ＣＦＵ／種子で、約１０５ＣＦＵ／種子～約１０６ＣＦＵ／種子で、
約１０６ＣＦＵ／種子～約１０７ＣＦＵ／種子で、または約１０７ＣＦＵ／種子～約１０
８ＣＦＵ／種子で存在する。種々の目的の植物が、本明細書中の他の箇所で開示される。
【００６１】
　種子コーティングは、少なくとも少なくとも１種の栄養素、少なくとも１種の除草剤も
しくは少なくとも１種の農薬、または少なくとも１種の殺生物剤をさらに含み得る。例え
ば、米国特許公開２００４０３３６０４９、同第２０１４０１７３９７９、および同第２
０１５００３３８１１を参照のこと。
【００６２】
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　本明細書で開示される種々の製剤は、少なくとも３０日間、４０日間、５０日間、６０
日間、７０日間、８０日間、９０日間、１００日間、１２５日間、１５０日間、２００日
間、２２５日間、２５０日間、２７５日間、３００日間、３２５日間、３５０日間、１．
５年間、２年間またはこれより長く安定であり得る。安定は、その製剤が、生きている細
菌を保持する、および／または生物学的に活性な細菌の有効量を保持することを意図する
。一実施形態において、その安定な製剤は、製剤の調製直後にもたらされるＣＦＵ／ｇと
比較した場合に、所定の貯蔵の時点で、製剤中のＣＦＵ／ｇのうちの少なくとも約１％、
約１０％、約２０％、約３０％、約４０％、約５０％、約６０％、約７０％、約８０％、
もしくは約９０％を保持する。別の実施形態において、その安定な製剤は、生産直後に製
剤中で見出される生物学的活性と比較した場合に、所定の貯蔵の時点で、製剤中の生物学
的活性のうちの少なくとも約３０％～８０％、約５０％～約８０％、約６０％～約７０％
、約７０％～約８０％、約４０％～約５０％、約５０％～約６０％、約６０％～約７０％
を保持する。別の実施形態において、所定の貯蔵の時点での安定な製剤は、生産直後に製
剤中で見出される生物学的活性と比較した場合に、生物学的活性のうちの少なくとも約３
０％、４５％、５０％、６０％、７０％、８０％、９０％を保持する。さらに別の実施形
態において、その安定な製剤は、上記で示した生存度および生物学的活性の任意の組み合
わせを保持する。
【００６３】
　その製剤は、好ましくは、その製剤の重量に基づいて、０．０００００００１重量％～
９８重量％の間の活性化合物、または特に好ましくは、０．０１重量％～９５重量％の間
の活性化合物、より好ましくは、０．５重量％～９０重量％の間の活性化合物を含む。
【００６４】
　その製剤から調製される適用形態の活性化合物含有量は、広い範囲内で変動し得る。そ
の適用形態の活性化合物濃度は、その適用形態の重量に基づいて、代表的には、０．００
０００００１重量％～９５重量％の間の活性化合物、好ましくは０．００００１重量％～
１重量％の間にあり得る。適用は、その適用形態に適合した慣習的な様式で起こる。
【００６５】
　さらに、本明細書で提供される細菌株またはその活性改変体は、その活性または上記化
学物質（これに上記細菌株またはその活性改変体が添加されている）の活性を増強するた
めに、殺生物剤（例えば、殺真菌剤、殺虫剤、もしくは除草剤）と混合され得る。ある場
合には、その細菌株および化学物質の組み合わせは、その２種の混合物がそれらの単純な
相加効果から予測されるものを超える相乗効果的な活性を示し得る。
【００６６】
　具体的実施形態において、上記細菌株またはその活性改変体は、殺生物剤の性能を改善
するために使用される農業的化学物質と適合性である。このような農業的化学物質として
は、毒性緩和剤（ｓａｆｅｎｅｒ）、界面活性剤、増粘剤、展着剤、ＵＶ保護剤、ならび
に懸濁および分散補助物質（ｓｕｓｐｅｎｓｉｏｎ　ａｎｄ　ｄｉｓｐｅｒｓａｌ　ａｉ
ｄ）が挙げられる。毒性緩和剤は、除草剤の性能を改善または改変する化学物質である。
界面活性剤、展着剤、および増粘剤は、スプレーの機械的特性を変化させる（例えば、表
面張力を変化させることによって、または葉のクチクラへの浸透を改善することによって
）農業的スプレー調製物中に含まれる化学物質である。ＵＶ保護剤は、紫外線による分解
を低減することによって、農業的殺生物剤の性能を改善する。懸濁および分散補助物質は
、スプレータンク中での殺生物剤の挙動を変化させることによって、それら殺生物剤の性
能を改善する。細菌株または活性改変体が目的の農業的化学物質と適合性でない場合、望
ましいのであれば、その細菌株を改変して、目的の適合性を付与する方法が企図され得る
。改変された細菌株を生産するためのこのような方法は、選択技術および／または形質転
換技術の両方を含む。
【００６７】
　本明細書で提供される細菌株は、少なくとも１つの目的の農学上の形質を有意に改善す
る（すなわち、ＡＳＲのような病気または別の目的の真菌病原体を低減する）ために使用
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され得る。本明細書で提供される細菌株は、有効な統合された有害生物管理プログラムの
ために他の農薬とともに使用され得る。一実施形態において、上記生物防除集団は、ＷＯ
　９４／１０８４５（本明細書中に参考として援用される）に記載される様式で公知の農
薬と混合され得る。
【００６８】
　製剤に添加され得る化合物および組成物の非限定的な例としては、以下が挙げられるが
、これらに限定されない：アセチルトリブチルシトレート［クエン酸、２－（アセチルオ
キシ）－、トリブチルエステル］；アガー；アーモンド外皮（Ａｌｍｏｎｄ　ｈｕｌｌ）
；アーモンドの殻（Ａｌｍｏｎｄ　ｓｈｅｌｌ）；α－シクロデキストリン；酸化アルミ
ニウム／二酸化ケイ素，（１：ｘ）（Ａｌｕｍｉｎａｔｅｓｉｌｉｃａｔｅ）；ケイ酸ア
ルミニウムマグネシウム［ケイ酸、アルミニウムマグネシウム塩］；ケイ酸アルミニウム
カリウムナトリウム［ケイ酸、アルミニウムカリウムナトリウム塩］；ケイ酸アルミニウ
ム；ケイ酸アルミニウムナトリウム［ケイ酸、アルミニウムナトリウム塩］；ケイ酸アル
ミニウムナトリウム（１：１：１）［ケイ酸（Ｈ４ＳｉＯ４）、アルミニウムナトリウム
塩（１：１：１）］；安息香酸アンモニウム［安息香酸、アンモニウム塩］；ステアリン
酸アンモニウム［オクタデカン酸、アンモニウム塩］；アミロペクチン、酸加水分解、１
－オクテニルブタンジオエート；アミロペクチン、水素　１－オクタデセニルブタンジオ
エート；動物性膠（Ａｎｉｍａｌ　ｇｌｕｅ）；パルミチン酸アスコルビル；アタパルジ
ャイトタイプクレイ；蜜蝋；ベントナイト；ベントナイト、ｓｏｄｉａｎ；β－シクロデ
キストリン；骨粉；ふすま；パンくず（Ｂｒｅａｄ　ｃｒｕｍｂ）；（＋）－ブチルラク
テート；［乳酸、ｎ－ブチルエステル、（Ｓ）］；ブチルラクテート［乳酸、ｎ－ブチル
エステル］；ステアリン酸ブチル［オクタデカン酸、ブチルエステル］；石灰質頁岩；方
解石（Ｃａ（Ｃｏ３））；酢酸カルシウム；酢酸カルシウム一水和物［酢酸、カルシウム
塩、一水和物］；安息香酸カルシウム［安息香酸、カルシウム塩］；炭酸カルシウム；ク
エン酸カルシウム［クエン酸、カルシウム塩］；オクタン酸カルシウム；ケイ酸酸化カル
シウム（Ｃａｌｃｉｕｍ　ｏｘｉｄｅ　ｓｉｌｉｃａｔｅ）（Ｃａ３Ｏ（ＳｉＯ４））；
ケイ酸カルシウム［ケイ酸、カルシウム塩］；ステアリン酸カルシウム［オクタデカン酸
、カルシウム塩］；硫酸カルシウム；硫酸カルシウム二水和物（Ｃａｌｃｉｕｍ　ｓｕｌ
ｆａｔｅ　ｄｅｈｙｄｒａｔｅ）；硫酸カルシウム０．５水和物；カナリーシード（Ｃａ
ｎａｒｙ　ｓｅｅｄ）；炭素；二酸化炭素；カルボキシメチルセルロース［セルロース、
カルボキシメチルエーテル］；厚紙；カルナウバ蝋；カロブガム（Ｃａｒｏｂ　ｇｕｍ）
［ローカストビーンガム］；カラギーナン；カゼイン；ヒマシ油；ヒマシ油、水素化；キ
ャットフード；セルロース；酢酸セルロース；セルロース、セルロースカルボキシメチル
エーテルとの混合物、ナトリウム塩；セルロース、パルプ；セルロース、再生；チーズ；
クロロフィルａ；クロロフィルｂ；シトラスあらびき粉（Ｃｉｔｒｕｓ　ｍｅａｌ）；ク
エン酸；クエン酸、一水和物；シトラスペクチン；シトラスパルプ；二枚貝の殻（Ｃｌａ
ｍ　ｓｈｅｌｌ）；カカオ（Ｃｏｃｏａ）；カカオ殻粉（Ｃｏｃｏａ　ｓｈｅｌｌ　ｆｌ
ｏｕｒ）；カカオ殻；タラ肝油；コーヒーの出し殻（Ｃｏｆｆｅｅ　ｇｒｏｕｎｄｓ）；
クッキー；コルク；軸付トウモロコシ；ワタ；綿実あらびき粉；挽き割りコムギ（Ｃｒａ
ｃｋｅｄ　ｗｈｅａｔ）；デカン酸、１，２，３－プロパントリオールとのモノエステル
；デキストリン；モノオレイン酸ジグリセリル［９－オクタデセン酸、１，２，３－プロ
パントリオールとのエステル］；モノステアリン酸ジグリセリル［９－オクタデカン酸、
オキシビス（プロパンジオール）とのモノエステル（ｍｏｎｏｅｓｔｅｒ　ｗｉｔｈ　ｘ
ｙｂｉｓ（ｐｒｏｐａｎｅｄｉｏｌ））］；ジラウリン［ドデカン酸、１，２，３－プロ
パントリオールとのジエステル］。
【００６９】
ジパルミチン［ヘキサデカン酸、１，２，３－プロパントリオールとのジエステル］；ク
エン酸二カリウム［クエン酸、二カリウム塩］；クエン酸二ナトリウム［クエン酸、二ナ
トリウム塩］；硫酸ナトリウム十水和物；珪藻土（１％未満の結晶性シリカ）；ドデカン
酸、１，２，３－プロパントリオールとのモノエステル；苦灰石；ダグラスファー樹皮；
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卵殻；卵；（＋）－エチルラクテート［乳酸、エチルエステル、（Ｓ）］；エチルラクテ
ート［乳酸、エチルエステル］；長石；魚粉；魚油（４０　ＣＦＲ　１８０．９５０に従
わない）；フーラー土；フマル酸；γ－シクロデキストリン；ゼラチン；ゲランガム；膠
（脱重合動物性コラーゲンとして（ａｓ　ｄｅｐｏｌｙｍｄ．　ａｎｉｍａｌ　ｃｏｌｌ
ａｇｅｎ））；グリセリン［１，２，３－プロパントリオール］；モノオレイン酸グリセ
ロール［９－オクタデセン酸（Ｚ）－，　２，３－ジヒドロキシプロピルエステル］；ジ
カプリル酸グリセリル［オクタン酸、１，２，３－プロパントリオールとのジエステル］
；ジミリスチン酸グリセリル［テトラデカン酸、１，２，３－プロパントリオールとのジ
エステル］；ジオレイン酸グリセリル［９－オクタデセン酸（９Ｚ）－、１，２，３－プ
ロパントリオールとのジエステル］；ジステアリン酸グリセリル；モノミリスチン酸グリ
セリル［テトラデカン酸、１，２，３－プロパントリオールとのモノエステル］；モノオ
クタン酸グリセリル［オクタン酸、１，２，３－プロパントリオールとのモノエステル］
；モノオレイン酸グリセリル［９－オクタデセン酸（９Ｚ）－、１，２，３－プロパント
リオールとのモノエステル］；モノステアリン酸グリセリル［オクタデカン酸、１，２，
３－プロパントリオールとのモノエステル］；ステアリン酸グリセリル［オクタデカン酸
、１，２，３－プロパントリオールとのエステル］；花崗岩；グラファイト；グアールガ
ム；アラビアガム；トラガカントガム；石膏；赤鉄鉱（Ｆｅ２Ｏ３）；フミン酸；水素化
綿実油；水素化菜種油；水素化ダイズ油；ヒドロキシエチルセルロース［セルロース、２
－ヒドロキシエチルエーテル］；ヒドロキシプロピルセルロース［セルロース、２－ヒド
ロキシプロピルエーテル］；ヒドロキシプロピルメチルセルロース［セルロース、２－ヒ
ドロキシプロピルメチルエーテル］；酸化鉄マグネシウム（Ｉｒｏｎ　ｍａｇｎｅｓｉｕ
ｍ　ｏｘｉｄｅ）（Ｆｅ２ＭｇＯ４）；酸化鉄（Ｆｅ２Ｏ３）；酸化鉄（Ｆｅ２Ｏ３）；
酸化鉄（Ｆｅ３Ｏ４）；酸化鉄（ＦｅＯ）；イソプロピルアルコール［２－プロパノール
］；ミリスチン酸イソプロピル；カオリン；ラクトース；ラクトース一水和物；ラノリン
；ラテックスゴム；ラウリン酸；レシチン；甘草抽出物；ドロマイト石灰（化学的苦灰石
）（Ｌｉｍｅ　（ｃｈｅｍｉｃａｌ）　ｄｏｌｏｍｉｔｉｃ）；石灰石；亜麻仁油；炭酸
マグネシウム［炭酸、マグネシウム塩（１：１）］；安息香酸マグネシウム；酸化マグネ
シウム；ケイ酸酸化マグネシウム（Ｍａｇｎｅｓｉｕｍ　ｏｘｉｄｅ　ｓｉｌｉｃａｔｅ
）（Ｍｇ３Ｏ（Ｓｉ２Ｏ５）２）、一水和物；ケイ酸マグネシウム；ケイ酸マグネシウム
水和物；酸化マグネシウムケイ素（Ｍａｇｎｅｓｉｕｍ　ｓｉｌｉｃｏｎ　ｏｘｉｄｅ）
（Ｍｇ２Ｓｉ３Ｏ８）；ステアリン酸マグネシウム［オクタデカン酸、マグネシウム塩］
；硫酸マグネシウム；硫酸マグネシウム七水和物；リンゴ酸；麦芽抽出物；麦芽フレーバ
ー；マルトデキストリン；メチルセルロース［セルロース、メチルエーテル］；マイカ；
マイカ群のミネラル；ミルク；Ｎ／Ａ　キビの種；鉱油（米国薬局方）；１－モノラウリ
ン［ドデカン酸、２，３－ジヒドロキシプロピルエステル］；１－モノミリスチン［テト
ラデカン酸、２，３－ジヒドロキシプロピルエステル］；モノミリスチン［デカン酸、１
，２，３－プロパントリオールとのジエステル］；モノパルミチン［ヘキサデカン酸、１
，２，３－プロパントリオールとのモノエステル］；クエン酸一カリウム［クエン酸、一
カリウム塩］；クエン酸一ナトリウム［クエン酸、一ナトリウム塩］；モンモリロナイト
；ミリスチン酸；霞石閃長岩；窒素；ヌートリアミート（Ｎｕｔｒｉａ　ｍｅａｔ）；ナ
イロン；オクタン酸、カリウム塩；オクタン酸、ナトリウム塩；油、アーモンド；油、コ
ムギ；オレイン酸；蛎殻；パーム油；パーム油、水素化；パルミチン酸［ヘキサデカン酸
］；パラフィンワックス；ピーナッツバター（Ｐｅａｎｕｔ　ｂｕｔｔｅｒ）；ラッカセ
イ殻；ラッカセイ；ピートモス；ペクチン；パーライト；パーライト、膨張；焼石膏；ポ
リエチレン；オレイン酸ポリグリセリル；ステアリン酸ポリグリセリル；酢酸カリウム［
酢酸、カリウム塩］；ケイ酸カリウムアルミニウム（Ｐｏｔａｓｓｉｕｍ　ａｌｕｍｉｎ
ｕｍ　ｓｉｌｉｃａｔｅ）、無水物；安息香酸カリウム［安息香酸、カリウム塩］；炭酸
水素カリウム［炭酸、一カリウム塩］；塩化カリウム；クエン酸カリウム［クエン酸、カ
リウム塩］；フミン酸カリウム［フミン酸、カリウム塩］；ミリスチン酸カリウム［テト
ラデカン酸、カリウム塩］；オレイン酸カリウム［９－オクタデセン酸（９Ｚ）－、カリ
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ウム塩］；リシノール酸カリウム［９－オクタデセン酸、１２－ヒドロキシ、一カリウム
塩、（９Ｚ，１２Ｒ）－］；ソルビン酸カリウム［ソルビン酸、カリウム塩］；ステアリ
ン酸カリウム［オクタデカン酸、カリウム塩］；硫酸カリウム；硫酸カリウム［硫酸、一
カリウム塩］；１，２－プロピレンカーボネート［１，３－ジオキソラン－２－オン、４
－メチル－］；軽石；紫キャベツ色素（Ｒｅｄ　ｃａｂｂａｇｅ　ｃｏｌｏｒ）（酸性化
した水のみを使用する加圧プロセスを介して食用紫キャベツ頭花（ｒｅｄ　ｃａｂｂａｇ
ｅ　ｈｅａｄ）から絞り出される）；レッドシダーチップ；質の悪い小麦粉（Ｒｅｄ　ｄ
ｏｇ　ｆｌｏｕｒ）；ゴム；おがくず；頁岩；シリカ、無定形、フュームド（結晶性遊離
）；シリカ、無定形、沈殿およびゲル；シリカ（結晶性遊離）；シリカゲル；シリカゲル
、沈殿、結晶性－遊離；シリカ、水和物；シリカ、ガラス質；ケイ酸（Ｈ２ＳｉＯ３）、
マグネシウム塩（１：１）；石鹸（脂肪および油の鹸化、または脂肪酸の中和のいずれか
によって生産される脂肪酸の水溶性ナトリウムもしくはカリウム塩）；セッケンボク［Ｑ
ｕｉｌｌａｊａ　ｓａｐｏｎｉｎ］；ソープストーン；酢酸ナトリウム［酢酸、ナトリウ
ム塩］；アルギン酸ナトリウム；安息香酸ナトリウム［安息香酸、ナトリウム塩］；炭酸
水素ナトリウム；カルボキシメチルセルロースナトリウム［セルロース、カルボキシメチ
ルエーテル、ナトリウム塩］；塩化ナトリウム；クエン酸ナトリウム；フミン酸ナトリウ
ム［フミン酸、ナトリウム塩］；オレイン酸ナトリウム；リシノール酸ナトリウム［９－
オクタデセン酸、１２－ヒドロキシ－、一ナトリウム塩、（９Ｚ，１２Ｒ）－］；ステア
リン酸ナトリウム［オクタデカン酸、ナトリウム塩］；硫酸ナトリウム；ソルビトール。
【００７０】
［Ｄ－グルシトール］；ダイズタンパク質；ダイズレシチン［レシチン、ダイズ］；ダイ
ズ外皮；ダイズあらびき粉；ダイズ、粉；ステアリン酸［オクタデカン酸］；硫黄；シロ
ップ、加水分解デンプン、水素化；モノオレイン酸テトラグリセリル［９－オクタデセン
酸　（９Ｚ）－、テトラグリセロールとのモノエステル］；クエン酸三カルシウム［クエ
ン酸、カルシウム塩（２：３）］；クエン酸トリエチル［クエン酸、トリエチルエステル
］；クエン酸三カリウム［クエン酸、三カリウム塩］；クエン酸三カリウム一水和物［ク
エン酸、三カリウム塩、一水和物］；クエン酸三ナトリウム［クエン酸、三ナトリウム塩
］；クエン酸三ナトリウム二水和物（Ｔｒｉｓｏｄｉｕｍ　ｃｉｔｒａｔｅ　ｄｅｈｙｄ
ｒａｔｅ）［クエン酸、三ナトリウム塩、二水和物］；クエン酸三ナトリウム五水和物［
クエン酸、三ナトリウム塩、五水和物］；ウルトラマリンブルー［Ｃ．Ｉ．　Ｐｉｇｍｅ
ｎｔ　Ｂｌｕｅ　２９］；尿素；バニラ；バーミキュライト；酢（溶液中最大８％　酢酸
）；ビタミンＣ［Ｌ－アスコルビン酸］；ビタミン；胡桃粉（Ｗａｌｎｕｔ　ｆｌｏｕｒ
）；胡桃殻；コムギ；小麦粉；コムギ胚芽油；ホエー；流動パラフィン（Ｗｈｉｔｅ　ｍ
ｉｎｅｒａｌ　ｏｉｌ）（石油）；ウインターグリーン油；珪灰石（Ｃａ（ＳｉＯ３））
；ウール；キサンタンガム；酵母；ゼオライト（エリオナイトを除く（ＣＡＳ登録番号６
６７３３－２１－９））；ゼオライト、ＮａＡ；酸化亜鉛鉄（Ｚｉｎｃ　ｉｒｏｎ　ｏｘ
ｉｄｅ）；酸化亜鉛（ＺｎＯ）；およびステアリン酸亜鉛［オクタデカン酸、亜鉛塩］。
【００７１】
　ＩＶ．使用法
　本明細書で提供される細菌株もしくは改変された細菌株またはその活性改変体は、目的
の農学上の形質（ａｇｏｎｏｍｉｃ　ｔｒａｉｔ　ｏｆ　ｉｎｔｅｒｅｓｔ）を改善する
ために任意の植物種とともに使用され得る。目的の農学上の形質としては、植物の健康状
態または商業的価値を改善する任意の形質が挙げられる。目的の農学上の形質の非限定的
な例としては、以下が挙げられる：バイオマスの増大、旱魃寛容性の増大、熱寛容性、除
草剤寛容性、旱魃抵抗性、昆虫抵抗性、真菌抵抗性、ウイルス抵抗性、細菌抵抗性、雄性
不稔性、低温寛容性、塩寛容性、増大した収量、増強された栄養素利用効率、増大した窒
素利用効率、窒素ストレスへの増大した寛容性、増大した発酵性炭水化物含有量、低減し
たリグニン含有量、増大した抗酸化物質含有量、増強された水利用効率、増大した生長力
、増大した発芽効率、より速いもしくは増大した開花、増大したバイオマス、変化した根
　対　苗条バイオマス比（ｒｏｏｔ－ｔｏ－ｓｈｏｏｔ　ｂｉｏｍａｓｓ　ｒａｔｉｏ）
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、増強された土壌水分保持、またはこれらの組み合わせ。他の場合には、上記目的の農学
上の形質としては、変化した油含有量、変化したタンパク質含有量、変化した種子炭水化
物組成、変化した種子油組成、および変化した種子タンパク質組成、化学物質寛容性、低
温寛容性、遅延した老化、病気抵抗性、旱魃寛容性、穂重、生長改善、健康状態の増強、
熱寛容性、除草剤寛容性、草食動物抵抗性（ｈｅｒｂｉｖｏｒｅ　ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ
）、改善された窒素固定、改善された窒素利用、改善された根の構造、改善された水利用
効率、増大したバイオマス、増大した根の長さ、増大した種子重量、増大した苗条の長さ
、増大した収量、水を制限した条件下での増大した収量、穀粒の重量（ｋｅｒｎｅｌ　ｍ
ａｓｓ）、穀粒の水分含有量、金属寛容性、穂の数、穂１本あたりの穀粒の数、莢の数、
栄養増強、病原体抵抗性、有害生物抵抗性、光合成能力改善、塩分寛容性、青々したまま
でいる（ｓｔａｙ－ｇｒｅｅｎ）、生長力改善、成熟種子の増大した乾燥重量、成熟種子
の増大した新鮮重量（ｉｎｃｒｅａｓｅｄ　ｆｒｅｓｈ　ｗｅｉｇｈｔ　ｏｆ　ｍａｔｕ
ｒｅ　ｓｅｅｄｓ）、１植物体あたりの成熟種子の増大した数、増大したクロロフィル含
有量、１植物体あたりの増大した莢の数、増大した莢の長さ、１植物体あたりのしおれた
葉の低減した数、１植物体あたりのひどくしおれた葉の低減した数、および１植物体あた
りのしおれていない葉の増大した数、代謝産物のレベルでの検出可能な調節、転写物のレ
ベルでの検出可能な調節、または参照植物に対するプロテオームでの検出可能な調節。
【００７２】
　１つの非限定的な実施形態において、本明細書で提供される細菌株もしくはその活性改
変体は、植物有害生物のレベルを減少または低減するために使用され得る。「有害生物（
ｐｅｓｔ）」としては、昆虫、真菌、細菌、線虫、コナダニ、原生動物病原体、動物寄生
性肝吸虫などが挙げられるが、これらに限定されない。１つの非限定的実施形態において
、本明細書で提供される細菌株もしくははその活性改変体は、植物の病気に感受性である
任意の植物種とともに使用され得る。「植物の病気に感受性である植物（ａ　ｐｌａｎｔ
　ｓｕｓｃｅｐｔｉｂｌｅ　ｔｏ　ａ　ｐｌａｎｔ　ｄｉｓｅａｓｅ）」とは、上記植物
の病気の原因となる病原体が上記植物に感染し得ることを意味する。
【００７３】
　改変された生物防除因子は、任意の植物種（単子葉植物および双子葉植物が挙げられる
が、これらに限定されない）とともに使用され得る。目的の植物種の例としては、以下が
挙げられるが、これらに限定されない：トウモロコシ（Ｚｅａ　ｍａｙｓ）、Ｂｒａｓｓ
ｉｃａ　ｓｐ．（例えば、Ｂ．ｎａｐｕｓ、Ｂ．ｒａｐａ、Ｂ．ｊｕｎｃｅａ）、特に、
種子油の供給源として有用なそれらＢｒａｓｓｉｃａ種、アルファルファ（Ｍｅｄｉｃａ
ｇｏ　ｓａｔｉｖａ）、コメ（Ｏｒｙｚａ　ｓａｔｉｖａ）、ライ（Ｓｅｃａｌｅ　ｃｅ
ｒｅａｌｅ）、ソルガム（Ｓｏｒｇｈｕｍ　ｂｉｃｏｌｏｒ、Ｓｏｒｇｈｕｍ　ｖｕｌｇ
ａｒｅ）、雑穀（例えば、トウジンビエ（Ｐｅｎｎｉｓｅｔｕｍ　ｇｌａｕｃｕｍ）、キ
ビ（Ｐａｎｉｃｕｍ　ｍｉｌｉａｃｅｕｍ）、アワ（Ｓｅｔａｒｉａ　ｉｔａｌｉｃａ）
、シコクビエ（Ｅｌｅｕｓｉｎｅ　ｃｏｒａｃａｎａ））、ヒマワリ（Ｈｅｌｉａｎｔｈ
ｕｓ　ａｎｎｕｕｓ）、ベニバナ（Ｃａｒｔｈａｍｕｓ　ｔｉｎｃｔｏｒｉｕｓ）、コム
ギ（Ｔｒｉｔｉｃｕｍ　ａｅｓｔｉｖｕｍ）、ダイズ（Ｇｌｙｃｉｎｅ　ｍａｘ）、タバ
コ（Ｎｉｃｏｔｉａｎａ　ｔａｂａｃｕｍ）、ジャガイモ（Ｓｏｌａｎｕｍ　ｔｕｂｅｒ
ｏｓｕｍ）、ラッカセイ（Ａｒａｃｈｉｓ　ｈｙｐｏｇａｅａ）、ワタ（Ｇｏｓｓｙｐｉ
ｕｍ　ｂａｒｂａｄｅｎｓｅ、Ｇｏｓｓｙｐｉｕｍ　ｈｉｒｓｕｔｕｍ）、サツマイモ（
Ｉｐｏｍｏｅａ　ｂａｔａｔｕｓ）、キャッサバ（Ｍａｎｉｈｏｔ　ｅｓｃｕｌｅｎｔａ
）、コーヒー（Ｃｏｆｆｅａ　ｓｐｐ．）、ココヤシ（Ｃｏｃｏｓ　ｎｕｃｉｆｅｒａ）
、パイナップル（Ａｎａｎａｓ　ｃｏｍｏｓｕｓ）、柑橘類の木（Ｃｉｔｒｕｓ　ｓｐｐ
．）、カカオ（Ｔｈｅｏｂｒｏｍａ　ｃａｃａｏ）、チャ（Ｃａｍｅｌｌｉａ　ｓｉｎｅ
ｎｓｉｓ）、バナナ（Ｍｕｓａ　ｓｐｐ．）、アボカド（Ｐｅｒｓｅａ　ａｍｅｒｉｃａ
ｎａ）、イチジク（Ｆｉｃｕｓ　ｃａｓｉｃａ）、グアバ（Ｐｓｉｄｉｕｍ　ｇｕａｊａ
ｖａ）、マンゴー（Ｍａｎｇｉｆｅｒａ　ｉｎｄｉｃａ）、オリーブ（Ｏｌｅａ　ｅｕｒ
ｏｐａｅａ）、パパイヤ（Ｃａｒｉｃａ　ｐａｐａｙａ）、ブドウ（Ｖｉｔｕｓ　ｓｐｐ
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．）、イチゴ（Ｆｒａｇａｒｉａ　ｘ　ａｎａｎａｓｓａ）、サクランボ（Ｐｒｕｎｕｓ
　ｓｐｐ．）、リンゴ（Ｍａｌｕｓ　ｄｏｍｅｓｔｉｃａ）、オレンジ（Ｃｉｔｒｕｓ　
×　ｓｉｎｅｎｓｉｓ）、カシュー（Ａｎａｃａｒｄｉｕｍ　ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｅ）
、マカダミア（Ｍａｃａｄａｍｉａ　ｉｎｔｅｇｒｉｆｏｌｉａ）、アーモンド（Ｐｒｕ
ｎｕｓ　ａｍｙｇｄａｌｕｓ）、テンサイ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）、サトウキビ
（Ｓａｃｃｈａｒｕｍ　ｓｐｐ．）、エンバク、オオムギ、野菜、観賞植物、および球果
植物。
【００７４】
　野菜としては、トマト（Ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｏｎ　ｅｓｃｕｌｅｎｔｕｍ）、レタス
（例えば、Ｌａｃｔｕｃａ　ｓａｔｉｖａ）、サヤインゲン（Ｐｈａｓｅｏｌｕｓ　ｖｕ
ｌｇａｒｉｓ）、ライマメ（Ｐｈａｓｅｏｌｕｓ　ｌｉｍｅｎｓｉｓ）、エンドウ（Ｌａ
ｔｈｙｒｕｓ　ｓｐｐ．）、およびＣｕｃｕｍｉｓ属のメンバー、例えば、キュウリ（Ｃ
．ｓａｔｉｖｕｓ）、カンタロープ（Ｃ．ｃａｎｔａｌｕｐｅｎｓｉｓ）、およびマスク
メロン（Ｃ．ｍｅｌｏ）が挙げられる。観賞植物としては、アザレア（Ｒｈｏｄｏｄｅｎ
ｄｒｏｎ　ｓｐｐ．）、アジサイ（Ｍａｃｒｏｐｈｙｌｌａ　ｈｙｄｒａｎｇｅａ）、ハ
イビスカス（ｈｉｂｉｓｃｕｓ）（Ｈｉｂｉｓｃｕｓ　ｒｏｓａｓａｎｅｎｓｉｓ）、バ
ラ（Ｒｏｓａ　ｓｐｐ．）、チューリップ（Ｔｕｌｉｐａ　ｓｐｐ．）、スイセン（Ｎａ
ｒｃｉｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、ペチュニア（Ｐｅｔｕｎｉａ　ｈｙｂｒｉｄａ）、カーネ
ーション（Ｄｉａｎｔｈｕｓ　ｃａｒｙｏｐｈｙｌｌｕｓ）、ポインセチア（Ｅｕｐｈｏ
ｒｂｉａ　ｐｕｌｃｈｅｒｒｉｍａ）、およびキクが挙げられる。
【００７５】
　本発明を実施するにあたって使用され得る球果植物としては、以下が挙げられる：例え
ば、マツ（例えば、テーダマツ（Ｐｉｎｕｓ　ｔａｅｄａ）、スラッシュパイン（Ｐｉｎ
ｕｓ　ｅｌｌｉｏｔｉｉ）、ポンデローサマツ（Ｐｉｎｕｓ　ｐｏｎｄｅｒｏｓａ）、ロ
ッジポールパイン（Ｐｉｎｕｓ　ｃｏｎｔｏｒｔａ）、およびラジアータパイン（Ｐｉｎ
ｕｓ　ｒａｄｉａｔａ））；ベイマツ（Ｐｓｅｕｄｏｔｓｕｇａ　ｍｅｎｚｉｅｓｉｉ）
；アメリカツガ（Ｔｓｕｇａ　ｃａｎａｄｅｎｓｉｓ）；シトカスプルース（Ｐｉｃｅａ
　ｇｌａｕｃａ）；セコイア（Ｓｅｑｕｏｉａ　ｓｅｍｐｅｒｖｉｒｅｎｓ）；モミ（ｔ
ｒｕｅ　ｆｉｒｓ）（例えば、ヨーロッパモミ（Ａｂｉｅｓ　ａｍａｂｉｌｉｓ）および
バルサムモミ（Ａｂｉｅｓ　ｂａｌｓａｍｅａ））；ならびにシダー（例えば、ベイスギ
（Ｔｈｕｊａ　ｐｌｉｃａｔａ）およびアラスカイエローシダー（Ａｌａｓｋａ　ｙｅｌ
ｌｏｗ－ｃｅｄａｒ）（Ｃｈａｍａｅｃｙｐａｒｉｓ　ｎｏｏｔｋａｔｅｎｓｉｓ）。具
体的実施形態において、本発明の植物は、農作物植物（例えば、トウモロコシ、アルファ
ルファ、ヒマワリ、Ｂｒａｓｓｉｃａ、ダイズ、ワタ、ベニバナ、ラッカセイ、ソルガム
、コムギ、雑穀、タバコなど）である。他の実施形態において、トウモロコシおよびダイ
ズ植物が最適であり、なお別の実施形態では、トウモロコシ植物が最適である。
【００７６】
　他の目的の植物としては、目的の種子を提供する穀物植物、脂肪種子植物、およびマメ
科植物が挙げられる。目的の種子としては、穀物種子（例えば、トウモロコシ、コムギ、
オオムギ、イネ、ソルガム、ライなど）が挙げられる。脂肪種子植物としては、ワタ、ダ
イズ、ベニバナ、ヒマワリ、アブラナ属、トウモロコシ、アルファルファ、ヤシ、ココナ
ツなどが挙げられる。マメ科植物としては、豆類（ｂｅａｎｓ）、エンドウ、および乾燥
豆類（ｄｒｙ　ｐｕｌｓｅｓ）が挙げられる。豆類としては、グアール、イナゴマメ、コ
ロハ、ダイズ、ガーデンビーンズ（ｇａｒｄｅｎ　ｂｅａｎｓ）、ササゲ、緑豆、リママ
メ、ソラマメ、レンズマメ、ヒヨコマメなどが挙げられる。
【００７７】
　Ａ．非限定的な植物有害生物
　処理または低減または防止され得る植物の病気の例としては、真菌、ウイルスもしくは
ウイロイド、細菌、昆虫、線虫、原生動物などによって引き起こされる植物の病気が挙げ
られるが、これらに限定されない。真菌性の植物の病気の例としては、いくつか挙げると
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、以下が挙げられるが、これらに限定されない：アジア型ダイズさび病（ＡＳＲ）、灰色
カビ病、斑点病、ダイズ斑点病、夏疫病、立ち枯れ病（Ｄａｍｐｉｎｇ　ｏｆｆ　ｃｏｍ
ｐｌｅｘ）、ブラウンパッチ、黒あざ病、根腐れ、ベリーロット（ｂｅｌｌｙ　ｒｏｔ）
、紋枯れ病、うどんこ病、炭疽病（Ａｎｔｈｒａｃｎｏｓｅ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）、ベ
ト病、ピシウム病、疫病（Ｌａｔｅ　Ｂｌｉｇｈｔ）、赤カビ病（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　Ｈ
ｅａｄ　Ｂｌｉｇｈｔ）、急性枯死症（ＳＤＳ）、萎凋病（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　Ｗｉｌｔ
）、腰折れ病（Ｃｏｒｎ　Ｓｔａｌｋ　Ｒｏｔ）、赤さび病、黒さび病、黄さび病、コム
ギさび病（Ｗｈｅａｔ　Ｒｕｓｔ）、さび病、リンゴ黒星病、バーティシリウム萎凋病、
火傷病、および灰星病。
【００７８】
　本発明の植物病原体は、ウイルスもしくはウイロイド、細菌、昆虫、線虫、真菌などが
挙げられるが、これらに限定されない。
【００７９】
　具体的実施形態において、本明細書で提供される細菌株は、１種もしくはこれより多く
の植物病原体を標的とするものである。例えば、本明細書で提供される種々の細菌株は、
植物の病気を引き起こす１種もしくはこれより多くの真菌病原体を標的とする。例えば、
本明細書で提供される細菌株もしくはその活性改変体のうちのいずれかは、本明細書で記
載される１種、２種、３種、４種、５種、もしくはこれより多くの真菌病原体および／ま
たは真菌の病気に対して抗真菌活性を有し得る。
【００８０】
　本明細書で開示される方法および組成物は、１種もしくはこれより多くの真菌病原体を
制御するために使用され得る。真菌病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｓｐｐ．、Ｂｏｔｒｙ
ｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏ
ｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｐｐ．
、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｐｐ．、Ｒｈｉｚ
ｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｂｌｕｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　
Ｔｒｉｔｉｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎ
ｔｈｉｉ、Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃｅｓ　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈ
ｅ　ｌａｇｅｒｓｔｒｏｅｍｉａｅ、Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏ
ｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕ
ｎｄａ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｖｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｓ
ｐｐ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉｓｃｕｌａ
　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ　ｓｐｐ．、Ｐｈｏｍｏｐｓｉｓ　
ｓｐｐ．、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏ
ｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｂｒｅｍｉａ
　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｏ
ｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｐｐ．、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒｙｐｔｏｉｒｒｅ
ｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒ
ｒｅｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉ
ｏｔｙｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｐｐ．
、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔ
ｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒ
ａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ
　ｓｐｐ．、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａ
ｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏ
ｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｒａｍｉｎ
ｉｃｏｌａ、Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ．、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈ
ａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、
Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒｉｔｉｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕ
ｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉｆｏｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃ
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ｃｉｎｉａ　ｓｐｐ．，Ｓｃｌｅｒｏｔｉｕｍ　ｓｐｐ．、Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓ
ｓｐ．、Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ
、Ｅｒｗｉｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｓｐｐ．、Ｍｏｎｉｌｉ
ｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｌａｘおよびＭｏｎｉｌｉｎｉａ
　ｆｒｕｃｔｉｇｅｎａからなる群から選択される真菌であり得るが、これらに限定され
ない。
【００８１】
　いくつかの実施形態では、真菌病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒ
ｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔ
ｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ
　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒ
ａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｐｙｔｈｉｕｍ
　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉ
ｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏ
ｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙ
ｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、
Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａ
ｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉおよびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓか
らなる群から選択される。
【００８２】
　さらなる実施形態において、上記真菌病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．（Ｐｈ
ａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉおよび／またはＰｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉ
ｂｏｍｉａｅを含む）である
【００８３】
　具体的実施形態において、本明細書で提供される細菌株は、１種もしくはこれより多く
の昆虫または昆虫有害生物を標的とするものである。用語「昆虫」または「昆虫有害生物
」とは、本明細書で使用される場合、昆虫および例えば、Ａｃａｒｉ目のもののような他
の類似の有害生物（ダニ（ｍｉｔｅ）およびマダニ（ｔｉｃｋ）が挙げられるが、これら
に限定されない）に言及する。本発明の昆虫有害生物として、Ｌｅｐｉｄｏｐｔｅｒａ目
の昆虫、例えば、Ａｃｈｏｒｏｉａ　ｇｒｉｓｅｌｌａ、Ａｃｌｅｒｉｓ　ｇｌｏｖｅｒ
ａｎａ、Ａｃｌｅｒｉｓ　ｖａｒｉａｎａ、Ａｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｏｒａｎａ、Ａｇｒ
ｏｔｉｓ　ｉｐｓｉｌｏｎ、Ａｌａｂａｍａ　ａｒｇｉｌｌａｃｅａ、Ａｌｓｏｐｈｉｌ
ａ　ｐｏｍｅｔａｒｉａ、Ａｍｙｅｌｏｉｓ　ｔｒａｎｓｉｔｅｌｌａ、Ａｎａｇａｓｔ
ａ　ｋｕｅｈｎｉｅｌｌａ、Ａｎａｒｓｉａ　ｌｉｎｅａｔｅｌｌａ、Ａｎｉｓｏｔａ　
ｓｅｎａｔｏｒｉａ、Ａｎｔｈｅｒａｅａ　ｐｅｒｎｙｉ、Ａｎｔｉｃａｒｓｉａ　ｇｅ
ｍｍａｔａｌｉｓ、Ａｒｃｈｉｐｓ　ｓｐ．、Ａｒｇｙｒｏｔａｅｎｉａ　ｓｐ．、Ａｔ
ｈｅｔｉｓ　ｍｉｎｄａｒａ、Ｂｏｍｂｙｘ　ｍｏｒｉ、Ｂｕｃｃｕｌａｔｒｉｘ　ｔｈ
ｕｒｂｅｒｉｅｌｌａ、Ｃａｄｒａ　ｃａｕｔｅｌｌａ、Ｃｈｏｒｉｓｔｏｎｅｕｒａ　
ｓｐ．、Ｃｏｃｈｙｌｌｓ　ｈｏｓｐｅｓ、Ｃｏｌｉａｓ　ｅｕｒｙｔｈｅｍｅ、Ｃｏｒ
ｃｙｒａ　ｃｅｐｈａｌｏｎｉｃａ、Ｃｙｄｉａ　ｌａｔｉｆｅｒｒｅａｎｕｓ、Ｃｙｄ
ｉａ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ、Ｄａｔａｎａ　ｉｎｔｅｇｅｒｒｉｍａ、Ｄｅｎｄｒｏｌｉ
ｍｕｓ　ｓｉｂｅｒｉｃｕｓ、Ｄｅｓｍｉａｆｅｎｅｒａｌｉｓ、Ｄｉａｐｈａｎｉａ　
ｈｙａｌｉｎａｔａ、Ｄｉａｐｈａｎｉａ　ｎｉｔｉｄａｌｉｓ、Ｄｉａｔｒａｅａ　ｇ
ｒａｎｄｉｏｓｅｌｌａ、Ｄｉａｔｒａｅａ　ｓａｃｃｈａｒａｌｉｓ、Ｅｎｎｏｍｏｓ
　ｓｕｂｓｉｇｎａｒｉａ、Ｅｏｒｅｕｍａ　ｌｏｆｔｉｎｉ、Ｅｓｐｈｅｓｔｉａ　ｅ
ｌｕｔｅｌｌａ、Ｅｒａｎｎｉｓ　ｔｉｌａｒｉａ、Ｅｓｔｉｇｍｅｎｅ　ａｃｒｅａ、
Ｅｕｌｉａ　ｓａｌｕｂｒｉｃｏｌａ、Ｅｕｐｏｃｏｅｌｌｉａ　ａｍｂｉｇｕｅｌｌａ
、Ｅｕｐｏｅｃｉｌｉａ　ａｍｂｉｇｕｅｌｌａ、Ｅｕｐｒｏｃｔｉｓ　ｃｈｒｙｓｏｒ
ｒｈｏｅａ、Ｅｕｘｏａ　ｍｅｓｓｏｒｉａ、Ｇａｌｌｅｒｉａ　ｍｅｌｌｏｎｅｌｌａ
、Ｇｒａｐｈｏｌｉｔａ　ｍｏｌｅｓｔａ、Ｈａｒｒｉｓｉｎａ　ａｍｅｒｉｃａｎａ、
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Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ｓｕｂｆｌｅｘａ、Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ｚｅａ、Ｈｅｌ
ｉｏｔｈｉｓ　ｖｉｒｅｓｃｅｎｓ、Ｈｅｍｉｌｅｕｃａ　ｏｌｉｖｉａｅ、Ｈｏｍｏｅ
ｏｓｏｍａ　ｅｌｅｃｔｅｌｌｕｍ、Ｈｙｐｈａｎｔｉａ　ｃｕｎｅａ、Ｋｅｉｆｅｒｉ
ａ　ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｅｌｌａ、Ｌａｍｂｄｉｎａ　ｆｉｓｃｅｌｌａｒｉａ　ｆｉ
ｓｃｅｌｌａｒｉａ、Ｌａｍｂｄｉｎａ　ｆｉｓｃｅｌｌａｒｉａ　ｌｕｇｕｂｒｏｓａ
、Ｌｅｕｃｏｍａ　ｓａｌｉｃｉｓ、Ｌｏｂｅｓｉａ　ｂｏｔｒａｎａ、Ｌｏｘｏｓｔｅ
ｇｅ　ｓｔｉｃｔｉｃａｌｉｓ、Ｌｙｍａｎｔｒｉａ　ｄｉｓｐａｒ、Ｍａｃａｌｌａ　
ｔｈｙｒｉｓａｌｉｓ、Ｍａｌａｃｏｓｏｍａ　ｓｐ．、Ｍａｍｅｓｔｒａ　ｂｒａｓｓ
ｉｃａｅ、Ｍａｍｅｓｔｒａ　ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔａ、Ｍａｎｄｕｃａ　ｑｕｉｎｑｕ
ｅｍａｃｕｌａｔａ、Ｍａｎｄｕｃａ　ｓｅｘｔａ、Ｍａｒｕｃａ　ｔｅｓｔｕｌａｌｉ
ｓ、Ｍｅｌａｎｃｈｒａ　ｐｉｃｔａ、Ｏｐｅｒｏｐｈｔｅｒａ　ｂｒｕｍａｔａ、Ｏｒ
ｇｙｉａ　ｓｐ．、Ｏｓｔｒｉｎｉａ　ｎｕｂｉｌａｌｉｓ、Ｐａｌｅａｃｒｉｔａ　ｖ
ｅｒｎａｔａ、Ｐａｐｉｌｉｏ　ｃｒｅｓｐｈｏｎｔｅｓ、Ｐｅｃｔｉｎｏｐｈｏｒａ　
ｇｏｓｓｙｐｉｅｌｌａ、Ｐｈｒｙｇａｎｉｄｉａ　ｃａｌｉｆｏｒｎｉｃａ、Ｐｈｙｌ
ｌｏｎｏｒｙｃｔｅｒ　ｂｌａｎｃａｒｄｅｌｌａ、Ｐｉｅｒｉｓ　ｎａｐｉ、Ｐｉｅｒ
ｉｓ　ｒａｐａｅ、Ｐｌａｔｈｙｐｅｎａ　ｓｃａｂｒａ、Ｐｌａｔｙｎｏｔａ　ｆｌｏ
ｕｅｎｄａｎａ、Ｐｌａｔｙｎｏｔａ　ｓｔｕｌｔａｎａ、Ｐｌａｔｙｐｔｉｌｉａ　ｃ
ａｒｄｕｉｄａｃｔｙｌａ、Ｐｌｏｄｉａ　ｉｎｔｅｒｐｕｎｃｔｅｌｌａ、Ｐｌｕｔｅ
ｌｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ、Ｐｏｎｔｉａ　ｐｒｏｔｏｄｉｃｅ、Ｐｓｅｕｄａｌｅ
ｔｉａ　ｕｎｉｐｕｎｃｔａ、Ｐｓｅｕｄｏｐｌａｓｉａ　ｉｎｃｌｕｄｅｎｓ、Ｓａｂ
ｕｌｏｄｅｓ　ａｅｇｒｏｔａｔａ、Ｓｃｈｉｚｕｒａ　ｃｏｎｃｉｎｎａ、Ｓｉｔｏｔ
ｒｏｇａ　ｃｅｒｅａｌｅｌｌａ、Ｓｐｉｌｏｎｔａ　ｏｃｅｌｌａｎａ、Ｓｐｏｄｏｐ
ｔｅｒａ　ｓｐ．、Ｔｈａｕｒｎｓｔｏｐｏｅａ　ｐｉｔｙｏｃａｍｐａ、Ｔｉｎｓｏｌ
ａ　ｂｉｓｓｅｌｌｉｅｌｌａ、Ｔｒｉｃｈｏｐｌｕｓｉａ　ｈｉ、Ｕｄｅａ　ｒｕｂｉ
ｇａｌｉｓ、Ｘｙｌｏｍｙｇｅｓ　ｃｕｒｉａｉｌｓおよびＹｐｏｎｏｍｅｕｔａ　ｐａ
ｄｅｌｌａが挙げられるが、これらに限定されない。
【００８４】
　昆虫有害生物としてはまた、Ｄｉｐｔｅｒａ目、Ｈｙｍｅｎｏｐｔｅｒａ目、Ｌｅｐｉ
ｄｏｐｔｅｒａ目、Ｍａｌｌｏｐｈａｇａ目、Ｈｏｍｏｐｔｅｒａ目、Ｈｅｍｉｐｔｅｒ
ａ目、Ｏｒｔｈｒｏｐｔｅｒａ目、Ｔｈｙｓａｎｏｐｔｅｒａ目、Ｄｅｒｍａｐｔｅｒａ
目、Ｉｓｏｐｔｅｒａ目、Ａｎｏｐｌｕｒａ目、Ｓｉｐｈｏｎａｐｔｅｒａ目、Ｔｒｉｃ
ｈｏｐｔｅｒａ目、Ｃｏｌｅｏｐｔｅｒａ目などから；特に、Ｌｅｐｉｄｏｐｔｅｒａ目
から選択される昆虫が挙げられる。主要作物に関する本発明の昆虫有害生物としては、以
下が挙げられるが、これらに限定されない：トウモロコシ：Ｏｓｔｒｉｎｉａ　ｎｕｂｉ
ｌａｌｉｓ、ヨーロッパアワノメイガ；Ａｇｒｏｔｉｓ　ｉｐｓｉｌｏｎ、タマナヤガ；
Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ｚｅａｅ、アメリカタバコガ；Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｆｒｕ
ｇｉｐｅｒｄａ、ツマジロクサヨトウ；Ｄｉａｔｒａｅａ　ｇｒａｎｄｉｏｓｅｌｌａ、
南西部アワノメイガ（ｓｏｕｔｈｗｅｓｔｅｒｎ　ｃｏｒｎ　ｂｏｒｅｒ）；Ｅｌａｓｍ
ｏｐａｌｐｕｓ　ｌｉｇｎｏｓｅｌｌｕｓ、モロコシマダラメイガ（ｌｅｓｓｅｒ　ｃｏ
ｒｎｓｔａｌｋ　ｂｏｒｅｒ）；Ｄｉａｔｒａｅａ　ｓａｃｃｈａｒａｌｉｓ、サトウキ
ビメイガ（ｓｕｒｇａｒｃａｎｅ　ｂｏｒｅｒ）；ウェスタンコーンルートワーム（例え
ば、Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｖｉｒｇｉｆｅｒａ　ｖｉｒｇｉｆｅｒａ）；ノーザンコー
ンルートワーム（例えば、Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｌｏｎｇｉｃｏｒｎｉｓ　ｂａｒｂｅ
ｒｉ）；サザンコーンルートワーム（例えば、Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｕｎｄｅｃｉｍｐ
ｕｎｃｔａｔａ　ｈｏｗａｒｄｉ）；Ｍｅｌａｎｏｔｕｓ　ｓｐｐ．、コメツキムシの幼
虫；Ｃｙｃｌｏｃｅｐｈａｌａ　ｂｏｒｅａｌｉｓ、ノーザンコガネカブト（ｎｏｒｔｈ
ｅｒｎ　ｍａｓｋｅｄ　ｃｈａｆｅｒ）（コガネムシ類の幼虫）；Ｃｙｃｌｏｃｅｐｈａ
ｌａ　ｉｍｍａｃｕｌａｔａ、サザンコガネカブト（コガネムシ類の幼虫）；Ｐｏｐｉｌ
ｌｉａ　ｊａｐｏｎｉｃａ、マメコガネ；Ｃｈａｅｔｏｃｎｅｍａ　ｐｕｌｉｃａｒｉａ
、ミノハムシ；Ｓｐｈｅｎｏｐｈｏｒｕｓ　ｍａｉｄｉｓ、トウモロコシゾウムシ（ｍａ
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ｉｚｅ　ｂｉｌｌｂｕｇ）；Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｍａｉｄｉｓ、トウモロコシ
アブラムシ；Ａｎｕｒａｐｈｉｓ　ｍａｉｄｉｒａｄｉｃｉｓ、コーンルートアブラムシ
（ｃｏｒｎ　ｒｏｏｔ　ａｐｈｉｄ）；Ｂｌｉｓｓｕｓ　ｌｅｕｃｏｐｔｅｒｕｓ　ｌｅ
ｕｃｏｐｔｅｒｕｓ、アメリカコバネナガカメムシ；Ｍｅｌａｎｏｐｌｕｓ　ｆｅｍｕｒ
ｒｕｂｒｕｍ、レッドレッグドグラスホッパー（ｒｅｄｌｅｇｇｅｄ　ｇｒａｓｓｈｏｐ
ｐｅｒ）；Ｍｅｌａｎｏｐｌｕｓ　ｓａｎｇｕｉｎｉｐｅｓ、渡りグラスホッパー（ｍｉ
ｇｒａｔｏｒｙ　ｇｒａｓｓｈｏｐｐｅｒ）；Ｈｙｌｅｍｙａ　ｐｌａｔｕｒａ、タネバ
エ；Ａｇｒｏｍｙｚａ　ｐａｒｖｉｃｏｒｎｉｓ、コーンブロッチリーフマイナー（ｃｏ
ｒｎ　ｂｌｏｔｃｈ　ｌｅａｆｍｉｎｅｒ）；Ａｎａｐｈｏｔｈｒｉｐｓ　ｏｂｓｃｒｕ
ｒｕｓ、グラススリップス（ｇｒａｓｓ　ｔｈｒｉｐｓ）；Ｓｏｌｅｎｏｐｓｉｓ　ｍｉ
ｌｅｓｔａ、盗賊アリ（ｔｈｉｅｆ　ａｎｔ）；Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｕｒｔｉｃａ
ｅ、ナミハダニ・黄緑型（ｔｗｏ　ｓｐｏｔｔｅｄ　ｓｐｉｄｅｒ　ｍｉｔｅ）；ソルガ
ム：Ｃｈｉｌｏ　ｐａｒｔｅｌｌｕｓ、ソルガムメイガ（ｓｏｒｇｈｕｍ　ｂｏｒｅｒ）
；Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｆｒｕｇｉｐｅｒｄａ、ツマジロクサヨトウ；Ｈｅｌｉｃｏｖ
ｅｒｐａ　ｚｅａ、アメリカタバコガ；Ｅｌａｓｍｏｐａｌｐｕｓ　ｌｉｇｎｏｓｅｌｌ
ｕｓ、モロコシマダラメイガ；Ｆｅｌｔｉａ　ｓｕｂｔｅｒｒａｎｅａ、グラニュレート
カットワーム（ｇｒａｎｕｌａｔｅ　ｃｕｔｗｏｒｍ）；Ｐｈｙｌｌｏｐｈａｇａ　ｃｒ
ｉｎｉｔａ、コガネムシ類の幼虫；Ｅｌｅｏｄｅｓ、Ｃｏｎｏｄｅｒｕｓ、およびＡｅｏ
ｌｕｓ　ｓｐｐ．、コメツキムシの幼虫；Ｏｕｌｅｍａ　ｍｅｌａｎｏｐｕｓ、シリアル
リーフビートル（ｃｅｒｅａｌ　ｌｅａｆ　ｂｅｅｔｌｅ）；Ｃｈａｅｔｏｃｎｅｍａ　
ｐｕｌｉｃａｒｉａ、ミノハムシ；Ｓｐｈｅｎｏｐｈｏｒｕｓ　ｍａｉｄｉｓ、トウモロ
コシゾウムシ；Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｍａｉｄｉｓ；トウモロコシアブラムシ；
Ｓｉｐｈａ　ｆｌａｖａ、黄色サトウキビアブラムシ（ｙｅｌｌｏｗ　ｓｕｇａｒｃａｎ
ｅ　ａｐｈｉｄ）；アメリカコバネナガカメムシ、例えば、Ｂｌｉｓｓｕｓ　ｌｅｕｃｏ
ｐｔｅｒｕｓ　ｌｅｕｃｏｐｔｅｒｕｓ；Ｃｏｎｔａｒｉｎｉａ　ｓｏｒｇｈｉｃｏｌａ
、ソルガムミッジ（ｓｏｒｇｈｕｍ　ｍｉｄｇｅ）；Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｃｉｎｎ
ａｂａｒｉｎｕｓ、ナミハダニ・赤色型（ｃａｒｍｉｎｅ　ｓｐｉｄｅｒ　ｍｉｔｅ）；
Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｕｒｔｉｃａｅ、ナミハダニ・黄緑型；コムギ：Ｐｓｅｕｄａ
ｌｅｔｉａ　ｕｎｉｐｕｎｃｔａｔａ、アーミーワーム（ａｒｍｙ　ｗｏｒｍ）；Ｓｐｏ
ｄｏｐｔｅｒａ　ｆｒｕｇｉｐｅｒｄａ、ツマジロクサヨトウ；Ｅｌａｓｍｏｐａｌｐｕ
ｓ　ｌｉｇｎｏｓｅｌｌｕｓ、モロコシマダラメイガ；Ａｇｒｏｔｉｓ　ｏｒｔｈｏｇｏ
ｎｉａ、ペールウェスタンカットワーム（ｐａｌｅ　ｗｅｓｔｅｒｎ　ｃｕｔｗｏｒｍ）
；Ｅｌａｓｍｏｐａｌｐｕｓ　ｌｉｇｎｏｓｅｌｌｕｓ、モロコシマダラメイガ；Ｏｕｌ
ｅｍａ　ｍｅｌａｎｏｐｕｓ、シリアルリーフビートル；Ｈｙｐｅｒａ　ｐｕｎｃｔａｔ
ａ、オオタコクゾウムシ（ｃｌｏｖｅｒ　ｌｅａｆ　ｗｅｅｖｉｌ）；サザンコーンルー
トワーム、例えば、Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｕｎｄｅｃｉｍｐｕｎｃｔａｔａ　ｈｏｗａ
ｒｄｉ；ロシアコムギアブラムシ（Ｒｕｓｓｉａｎ　ｗｈｅａｔ　ａｐｈｉｄ）；Ｓｃｈ
ｉｚａｐｈｉｓ　ｇｒａｍｉｎｕｍ、グリーンバグ（ｇｒｅｅｎｂｕｇ）；Ｍａｃｒｏｓ
ｉｐｈｕｍ　ａｖｅｎａｅ、コムギアブラムシ（Ｅｎｇｌｉｓｈ　ｇｒａｉｎ　ａｐｈｉ
ｄ）；Ｍｅｌａｎｏｐｌｕｓ　ｆｅｍｕｒｒｕｂｒｕｍ，　レッドレッグドグラスホッパ
ー；Ｍｅｌａｎｏｐｌｕｓ　ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｌｉｓ、ディファレンシャルグラス
ホッパー（ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｌ　ｇｒａｓｓｈｏｐｐｅｒ）；Ｍｅｌａｎｏｐｌｕ
ｓ　ｓａｎｇｕｉｎｉｐｅｓ、渡りグラスホッパー；Ｍａｙｅｔｉｏｌａ　ｄｅｓｔｒｕ
ｃｔｏｒ、ヘシアンバエ；Ｓｉｔｏｄｉｐｌｏｓｉｓ　ｍｏｓｅｌｌａｎａ、ムギアカタ
マバエ；Ｍｅｒｏｍｙｚａ　ａｍｅｒｉｃａｎａ、ムギキモグリバエ；Ｈｙｌｅｍｙａ　
ｃｏａｒｃｔａｔａ、コムギハナアブ（ｗｈｅａｔ　ｂｕｌｂ　ｆｌｙ）；Ｆｒａｎｋｌ
ｉｎｉｅｌｌａ　ｆｕｓｃａ、ウスグロアザミウマ；Ｃｅｐｈｕｓ　ｃｉｎｃｔｕｓ、コ
ムギクキバチ（ｗｈｅａｔ　ｓｔｅｍ　ｓａｗｆｌｙ）；Ａｃｅｒｉａ　ｔｕｌｉｐａｅ
、チューリップサビダニ；ヒマワリ：Ｃｙｌｉｎｄｒｏｃｕｐｔｕｒｕｓ　ａｄｓｐｅｒ
ｓｕｓ、ヒマワリクキゾウムシ（ｓｕｎｆｌｏｗｅｒ　ｓｔｅｍ　ｗｅｅｖｉｌ）；Ｓｍ
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ｉｃｒｏｎｙｘ　ｆｕｌｕｓ、赤ヒマワリクキゾウムシ（ｒｅｄ　ｓｕｎｆｌｏｗｅｒ　
ｓｅｅｄ　ｗｅｅｖｉｌ）；Ｓｍｉｃｒｏｎｙｘ　ｓｏｒｄｉｄｕｓ、灰色ヒマワリ種子
ゾウムシ（ｇｒａｙ　ｓｕｎｆｌｏｗｅｒ　ｓｅｅｄ　ｗｅｅｖｉｌ）；Ｓｕｌｅｉｍａ
　ｈｅｌｉａｎｔｈａｎａ、ヒマワリハマキガ（ｓｕｎｆｌｏｗｅｒ　ｂｕｄ　ｍｏｔｈ
）；Ｈｏｍｏｅｏｓｏｍａ　ｅｌｅｃｔｅｌｌｕｍ、ヒマワリガ（ｓｕｎｆｌｏｗｅｒ　
ｍｏｔｈ）；Ｚｙｇｏｇｒａｍｍａ　ｅｘｃｌａｍａｔｉｏｎｉｓ、ヒマワリ甲虫（ｓｕ
ｎｆｌｏｗｅｒ　ｂｅｅｔｌｅ）；Ｂｏｔｈｙｒｕｓ　ｇｉｂｂｏｓｕｓ、キャロットビ
ートル（ｃａｒｒｏｔ　ｂｅｅｔｌｅ）；Ｎｅｏｌａｓｉｏｐｔｅｒａ　ｍｕｒｔｆｅｌ
ｄｔｉａｎａ、サンフラワーシードミッジ（ｓｕｎｆｌｏｗｅｒ　ｓｅｅｄ　ｍｉｄｇｅ
）；ワタ：Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　ｖｉｒｅｓｃｅｎｓ、ニセアメリカタバコガ（ｔｏｂａ
ｃｃｏ　ｂｕｄｗｏｒｍ）；Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ｚｅａ、アメリカタバコガ（ｃｏ
ｔｔｏｎ　ｂｏｌｌｗｏｒｍ）；Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｅｘｉｇｕａ、シロイチモジヨ
トウ；Ｐｅｃｔｉｎｏｐｈｏｒａ　ｇｏｓｓｙｐｉｅｌｌａ、ピンクボールワーム（ｐｉ
ｎｋ　ｂｏｌｌｗｏｒｍ）；ワタノミゾウムシ（ｂｏｌｌ　ｗｅｅｖｉｌ）、例えば、Ａ
ｎｔｈｏｎｏｍｕｓ　ｇｒａｎｄｉｓ；Ａｐｈｉｓ　ｇｏｓｓｙｐｉｉ、ワタアブラムシ
；Ｐｓｅｕｄａｔｏｍｏｓｃｅｌｉｓ　ｓｅｒｉａｔｕｓ、ワタノミハムシ（ｃｏｔｔｏ
ｎ　ｆｌｅａｈｏｐｐｅｒ）；Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ａｂｕｔｉｌｏｎｅａ、バン
デッドウイングドホワイトフライ（ｂａｎｄｅｄｗｉｎｇｅｄ　ｗｈｉｔｅｆｌｙ）；Ｌ
ｙｇｕｓ　ｌｉｎｅｏｌａｒｉｓ、サビイロカスミカメ；Ｍｅｌａｎｏｐｌｕｓ　ｆｅｍ
ｕｒｒｕｂｒｕｍ、レッドレッグドグラスホッパー；Ｍｅｌａｎｏｐｌｕｓ　ｄｉｆｆｅ
ｒｅｎｔｉａｌｉｓ、ディファレンシャルグラスホッパー；Ｔｈｒｉｐｓ　ｔａｂａｃｉ
、ネギアザミウマ；Ｆｒａｎｋｌｉｎｋｉｅｌｌａ　ｆｕｓｃａ、タバコアザミウマ（ｔ
ｏｂａｃｃｏ　ｔｈｒｉｐｓ）；Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｃｉｎｎａｂａｒｉｎｕｓ、
ナミハダニ・赤色型；Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｕｒｔｉｃａｅ、ナミハダニ・黄緑型；
イネ：Ｄｉａｔｒａｅａ　ｓａｃｃｈａｒａｌｉｓ、サトウキビメイガ；Ｓｐｏｄｏｐｔ
ｅｒａ　ｆｒｕｇｉｐｅｒｄａ、ツマジロクサヨトウ；Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ｚｅａ
、アメリカタバコガ；Ｃｏｌａｓｐｉｓ　ｂｒｕｎｎｅａ、ブドウハムシ（ｇｒａｐｅ　
ｃｏｌａｓｐｉｓ）；Ｌｉｓｓｏｒｈｏｐｔｒｕｓ　ｏｒｙｚｏｐｈｉｌｕｓ、イネミズ
ゾウムシ；Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｏｒｙｚａｅ、コクゾウムシ；Ｎｅｐｈｏｔｅｔｔｉ
ｘ　ｎｉｇｒｏｐｉｃｔｕｓ、ツマグロヨコバイ（ｒｉｃｅ　ｌｅａｆｈｏｐｅｒ）；ア
メリカコバネナガカメムシ、例えば、Ｂｌｉｓｓｕｓ　ｌｅｕｃｏｐｔｅｒｕｓ　ｌｅｕ
ｃｏｐｔｅｒｕｓ；Ａｃｒｏｓｔｅｒｎｕｍ　ｈｉｌａｒｅ、ミドリカメムシ（ｇｒｅｅ
ｎ　ｓｔｉｎｋ　ｂｕｇ）；ダイズ：Ｐｓｅｕｄｏｐｌｕｓｉａ　ｉｎｃｌｕｄｅｎｓ、
ダイズシャクトリムシ（ｓｏｙｂｅａｎ　ｌｏｏｐｅｒ）；Ａｎｔｉｃａｒｓｉａ　ｇｅ
ｍｍａｔａｌｉｓ、ハッショウマメキャタピラー（ｖｅｌｖｅｔｂｅａｎ　ｃａｔｅｒｐ
ｉｌｌａｒ）；Ｐｌａｔｈｙｐｅｎａ　ｓｃａｂｒａ、グリーンクローバーアオムシ（ｇ
ｒｅｅｎ　ｃｌｏｖｅｒｗｏｒｍ）；Ｏｓｔｒｉｎｉａ　ｎｕｂｉｌａｌｉｓ、ヨーロッ
パアワノメイガ；Ａｇｒｏｔｉｓ　ｉｐｓｉｌｏｎ、タマナヤガ；Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ
　ｅｘｉｇｕａ、シロイチモジヨトウ；Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　ｖｉｒｅｓｃｅｎｓ、ニセ
アメリカタバコガ；Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ｚｅａ、アメリカタバコガ；Ｅｐｉｌａｃ
ｈｎａ　ｖａｒｉｖｅｓｔｉｓ、インゲンテントウ；Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ、モ
モアカアブラムシ；Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｆａｂａｅ、ジャガイモヒメヨコバイ；Ａｃｒｏ
ｓｔｅｒｎｕｍ　ｈｉｌａｒｅ、ミドリカメムシ；Ｍｅｌａｎｏｐｌｕｓ　ｆｅｍｕｒｒ
ｕｂｒｕｍ、レッドレッグドグラスホッパー；Ｍｅｌａｎｏｐｌｕｓ　ｄｉｆｆｅｒｅｎ
ｔｉａｌｉｓ、ディファレンシャルグラスホッパー；Ｈｙｌｅｍｙａ　ｐｌａｔｕｒａ、
タネバエ；Ｓｅｒｉｃｏｔｈｒｉｐｓ　ｖａｒｉａｂｉｌｉｓ、ダイズアザミウマ；Ｔｈ
ｒｉｐｓ　ｔａｂａｃｉ、ネギアザミウマ；Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｔｕｒｋｅｓｔａ
ｎｉ、イチゴハダニ（ｓｔｒａｗｂｅｒｒｙ　ｓｐｉｄｅｒ　ｍｉｔｅ）；Ｔｅｔｒａｎ
ｙｃｈｕｓ　ｕｒｔｉｃａｅ、ナミハダニ・黄緑型；オオムギ：Ｏｓｔｒｉｎｉａ　ｎｕ
ｂｉｌａｌｉｓ、ヨーロッパアワノメイガ；Ａｇｒｏｔｉｓ　ｉｐｓｉｌｏｎ、タマナヤ
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ガ；Ｓｃｈｉｚａｐｈｉｓ　ｇｒａｍｉｎｕｍ、アブラムシ；アメリカコバネナガカメム
シ、例えば、Ｂｌｉｓｓｕｓ　ｌｅｕｃｏｐｔｅｒｕｓ　ｌｅｕｃｏｐｔｅｒｕｓ；Ａｃ
ｒｏｓｔｅｒｎｕｍ　ｈｉｌａｒｅ、ミドリカメムシ；Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｓｅｒｖ
ｕｓ、クサギカメムシ；Ｊｙｌｅｍｙａ　ｐｌａｔｕｒａ、タネバエ；Ｍａｙｅｔｉｏｌ
ａ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｏｒ、ヘシアンバエ；Ｐｅｔｒｏｂｉａ　ｌａｔｅｎｓ、ホモノハ
ダ
ニ；アブラナ：Ｖｒｅｖｉｃｏｒｙｎｅ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ、ダイコンアブラムシ；Ｐ
ｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｃｒｕｃｉｆｅｒａｅ、アブラナノミハムシ（ｃｒｕｃｉｆｅｒ
　ｆｌｅａ　ｂｅｅｔｌｅ）；Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｓｔｒｉｏｌａｔａ、キスジノ
ミハムシ；Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｎｅｍｏｒｕｍ、カブスジノミハムシ（ｓｔｒｉｐ
ｅｄ　ｔｕｒｎｉｐ　ｆｌｅａ　ｂｅｅｔｌｅ）；Ｍｅｌｉｇｅｔｈｅｓ　ａｅｎｅｕｓ
、菜種甲虫（ｒａｐｅｓｅｅｄ　ｂｅｅｔｌｅ）；およびチビケシキスイ（ｐｏｌｌｅｎ
　ｂｅｅｔｌｅｓ）、Ｍｅｌｉｇｅｔｈｅｓ　ｒｕｆｉｍａｎｕｓ、Ｍｅｌｉｇｅｔｈｅ
ｓ　ｎｉｇｒｅｓｃｅｎｓ、Ｍｅｌｉｇｅｔｈｅｓ　ｃａｎａｄｉａｎｕｓおよびＭｅｌ
ｉｇｅｔｈｅｓ　ｖｉｒｉｄｅｓｃｅｎｓ；ジャガイモ：Ｌｅｐｔｉｎｏｔａｒｓａ　ｄ
ｅｃｅｍｌｉｎｅａｔａ、コロラドハムシ。
【００８５】
　本明細書で提供される方法および組成物はまた、Ｈｅｍｉｐｔｅｒａ（例えば、Ｌｙｇ
ｕｓ　ｈｅｓｐｅｒｕｓ、Ｌｙｇｕｓ　ｌｉｎｅｏｌａｒｉｓ、Ｌｙｇｕｓ　ｐｒａｔｅ
ｎｓｉｓ、Ｌｙｇｕｓ　ｒｕｇｕｌｉｐｅｎｎｉｓ　Ｐｏｐｐ、Ｌｙｇｕｓ　ｐａｂｕｌ
ｉｎｕｓ、Ｃａｌｏｃｏｒｉｓ　ｎｏｒｖｅｇｉｃｕｓ、Ｏｒｔｈｏｐｓ　ｃｏｍｐｅｓ
ｔｒｉｓ、Ｐｌｅｓｉｏｃｏｒｉｓ　ｒｕｇｉｃｏｌｌｉｓ、Ｃｙｒｔｏｐｅｌｔｉｓ　
ｍｏｄｅｓｔｕｓ、Ｃｙｒｔｏｐｅｌｔｉｓ　ｎｏｔａｔｕｓ、Ｓｐａｎａｇｏｎｉｃｕ
ｓ　ａｌｂｏｆａｓｃｉａｔｕｓ、Ｄｉａｐｈｎｏｃｏｒｉｓ　ｃｈｌｏｒｉｎｏｎｉｓ
、Ｌａｂｏｐｉｄｉｃｏｌａ　ａｌｌｉｉ、Ｐｓｅｕｄａｔｏｍｏｓｃｅｌｉｓ　ｓｅｒ
ｉａｔｕｓ、Ａｄｅｌｐｈｏｃｏｒｉｓ　ｒａｐｉｄｕｓ、Ｐｏｅｃｉｌｏｃａｐｓｕｓ
　ｌｉｎｅａｔｕｓ、Ｂｌｉｓｓｕｓ　ｌｅｕｃｏｐｔｅｒｕｓ、Ｎｙｓｉｕｓ　ｅｒｉ
ｃａｅ、Ｎｙｓｉｕｓ　ｒａｐｈａｎｕｓ、Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｓｅｒｖｕｓ、Ｎｅ
ｚａｒａ　ｖｉｒｉｄｕｌａ）、Ｅｕｒｙｇａｓｔｅｒ、Ｃｏｒｅｉｄａｅ、Ｐｙｒｒｈ
ｏｃｏｒｉｄａｅ、Ｔｉｎｉｄａｅ、Ｂｌｏｓｔｏｍａｔｉｄａｅ、Ｒｅｄｕｖｉｉｄａ
ｅ、およびＣｉｍｉｃｉｄａｅに対して使用され得る。目的の有害生物としてはまた、以
下が挙げられる：Ａｒａｅｃｅｒｕｓ　ｆａｓｃｉｃｕｌａｔｕｓ、ワタミヒゲナガゾウ
ムシ；Ａｃａｎｔｈｏｓｃｅｌｉｄｅｓ　ｏｂｔｅｃｔｕｓ、マメゾウムシ；Ｂｒｕｃｈ
ｕｓ　ｒｕｆｍａｎｕｓ、ソラマメゾウムシ；Ｂｒｕｃｈｕｓ　ｐｉｓｏｒｕｍ、エンド
ウゾウムシ；Ｚａｂｒｏｔｅｓ　ｓｕｂｆａｓｃｉａｔｕｓ、メキシコマメゾウムシ；Ｄ
ｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｂａｌｔｅａｔａ、バンデッドキューカンバービートル（ｂａｎｄ
ｅｄ　ｃｕｃｕｍｂｅｒ　ｂｅｅｔｌｅ）；Ｃｅｒｏｔｏｍａ　ｔｒｉｆｕｒｃａｔａ、
ヒメキバネサルハムシ；Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｖｉｒｇｉｆｅｒａ、メキシココーンル
ートワーム；Ｅｐｉｔｒｉｘ　ｃｕｃｕｍｅｒｉｓ、ジャガイモノミハムシ（ｐｏｔａｔ
ｏ　ｆｌｅａ　ｂｅｅｔｌｅ）；Ｃｈａｅｔｏｃｎｅｍａ　ｃｏｎｆｉｎｉｓ、サツマイ
モノミハムシ（ｓｗｅｅｔ　ｐｏｔａｔｏ　ｆｌｅａ　ｂｅｅｔｌｅ）；Ｈｙｐｅｒａ　
ｐｏｓｔｉｃａ、アルファルファゾウムシ；Ａｎｔｈｏｎｏｍｕｓ　ｑｕａｄｒｉｇｉｂ
ｂｕｓ、リンゴシギゾウムシ（ａｐｐｌｅ　ｃｕｒｃｕｌｉｏ）；Ｓｔｅｒｎｅｃｈｕｓ
　ｐａｌｕｄａｔｕｓ、マメクキゾウムシ（ｂｅａｎ　ｓｔａｌｋ　ｗｅｅｖｉｌ）；Ｈ
ｙｐｅｒａ　ｂｒｕｎｎｉｐｅｎｎｉｓ、エジプトアルファルファゾウムシ（Ｅｇｙｐｔ
ｉａｎ　ａｌｆａｌｆａ　ｗｅｅｖｉｌ）；Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｇｒａｎａｒｉｅｓ
、グラナリアコクゾウムシ（ｇｒａｎａｒｙ　ｗｅｅｖｉｌ）；Ｃｒａｐｏｎｉｕｓ　ｉ
ｎａｅｑｕａｌｉｓ、ブドウシギゾウムシ（ｇｒａｐｅ　ｃｕｒｃｕｌｉｏ）；Ｓｉｔｏ
ｐｈｉｌｕｓ　ｚｅａｍａｉｓ、コクゾウムシ；Ｃｏｎｏｔｒａｃｈｅｌｕｓ　ｎｅｎｕ
ｐｈａｒ、プラムシギゾウムシ（ｐｌｕｍ　ｃｕｒｃｕｌｉｏ）；Ｅｕｓｃｅｐｅｓ　ｐ
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ｏｓｔｆａｃｉａｔｕｓ、イモゾウムシ；Ｍａｌａｄｅｒａ　ｃａｓｔａｎｅａ、アカビ
ロウドコガネ；Ｒｈｉｚｏｔｒｏｇｕｓ　ｍａｊａｌｉｓ、ヨーロッパコガネムシ（Ｅｕ
ｒｏｐｅａｎ　ｃｈａｆｅｒ）；Ｍａｃｒｏｄａｃｔｙｌｕｓ　ｓｕｂｓｐｉｎｏｓｕｓ
、コフキコガネムシ（ｒｏｓｅ　ｃｈａｆｅｒ）；Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ　ｃｏｎｆｕｓｕ
ｍ、ヒラタコクヌストモドキ；Ｔｅｎｅｂｒｉｏ　ｏｂｓｃｕｒｕｓ、コメノゴミムシダ
マシ；Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ　ｃａｓｔａｎｅｕｍ、コクヌストモドキ；Ｔｅｎｅｂｒｉｏ
　ｍｏｌｉｔｏｒ、チャイロコメノゴミムシダマシ。
【００８６】
　線虫としては、以下を含む、寄生性線虫（例えば、ネコブセンチュウ、シストセンチュ
ウ、およびネグサレセンチュウ（ｌｅｓｉｏｎ　ｎｅｍａｔｏｄｅｓ）が挙げられる：Ｈ
ｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．、Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｓｐｐ．、およびＧｌｏｂｏ
ｄｅｒａ　ｓｐｐ．；特に、シストセンチュウのメンバー（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｇｌ
ｙｃｉｎｅｓ（ダイズシストセンチュウ）；Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｓｃｈａｃｈｔｉｉ
　（ビートシストセンチュウ）；Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ａｖｅｎａｅ（ムギシストセン
チュウ）；ならびにＧｌｏｂｏｄｅｒａ　ｒｏｓｔｏｃｈｉｅｎｓｉｓおよびＧｌｏｂｏ
ｄｅｒａ　ｐａｉｌｉｄａ（ジャガイモシストセンチュウ））が挙げられるが、これらに
限定されない）。ネグサレセンチュウとしては、Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐが挙
げられる。
【００８７】
　昆虫有害生物は、発生初期段階に、例えば、幼虫もしくは他の未成熟形態として、本発
明の組成物の農薬活性に関して試験され得る。上記昆虫は、約２０℃～約３０℃および約
３０％～約７０％の相対湿度において、完全に遮光して飼養され得る。バイオアッセイは
、Ｃｚａｐｌａ　ａｎｄ　Ｌａｎｇ　（１９９０）　Ｊ．　Ｅｃｏｎ．　Ｅｎｔｏｍｏｌ
．　８３　（６）：　２４８０－２４８５に記載されるとおりに行われ得る。昆虫の幼虫
を飼養し、バイオアッセイを行うための方法は、当業者に周知である。
【００８８】
　さらなる実施形態において、上記細菌株もしくはその活性改変体（すなわち、ＡＩＰ２
７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２
、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくはＡＩＰ３６８９５
、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体、あるいはＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５
１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、
ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうち
のいずれかの活性改変体のうちのいずれか１種に由来する胞子、もしくは前胞子、または
細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わせ）は、本明細書で記載される真菌の病気
および／または真菌病原体のうちの少なくとも１種、２種、３種、４種、５種、もしくは
これより多くを制御する。
【００８９】
　さらなる実施形態において、上記細菌株もしくはその活性改変体（すなわち、ＡＩＰ２
７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２
、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくはＡＩＰ３６８９５
、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体、あるいはＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５
１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、
ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうち
のいずれかの活性改変体のうちのいずれか１種に由来する胞子、もしくは前胞子、または
細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わせ）は、アジア型ダイズさび病、灰色カビ
病、斑点病、ダイズ斑点病、夏疫病、立ち枯れ病、ブラウンパッチ、黒あざ病、根腐れ、
ベリーロット、紋枯れ病、うどんこ病、炭疽病、ベト病、ピシウム病、疫病、赤カビ病、
ＳＤＳ、萎凋病、腰折れ病、赤さび病、黒さび病、黄さび病、コムギさび病、さび病、リ
ンゴ黒星病、バーティシリウム萎凋病、火傷病、および灰星病からなる群より選択される
少なくとも１種、２種、３種、４種、５種、もしくはこれより多くの真菌の病気を制御す
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る。
【００９０】
　さらなる実施形態において、上記細菌株もしくはその活性改変体（すなわち、ＡＩＰ２
７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２
、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくはＡＩＰ３６８９５
、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体、あるいはＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５
１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、
ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうち
のいずれかの活性改変体のうちのいずれか１種に由来する胞子、もしくは前胞子、または
細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わせ）は、アジア型ダイズさび病、灰色カビ
病、ダイズ斑点病、夏疫病、立ち枯れ病、ブラウンパッチ、うどんこ病、炭疽病、ベト病
、ピシウム病、疫病、赤カビ病、ＳＤＳ、およびリンゴ黒星病からなる群より選択される
少なくとも１種、２種、３種、４種、５種、もしくはこれより多くの真菌の病気を制御す
る。
【００９１】
　さらなる実施形態では、細菌株またはその活性改変体（すなわち、ＡＩＰ２７５１１、
ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７
９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９もしくはＡＩＰ３６８９５、またはその
いずれかの活性改変体、あるいはＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７
３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩ
Ｐ３９５８９，もしくはＡＩＰ３６８９５、またはそのいずれかの活性改変体のうちのい
ずれか１種に由来する胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子
の組み合わせ）は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐｐ
、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ、Ａ
ｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｂｌｕｍ
ｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅ
ｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃｅｓ　
ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇｅｒｓｔｒｏｅｍｉａｅ、Ｓｐ
ｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ
ｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｖｅ
ｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉｓｃｕ
ｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄｏｐｅ
ｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ
、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐｌａｓｍ
ｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ
、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌａ
ｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕｍ
、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ、Ｐｈ
ｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓ
ｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒ
ａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏ
ｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｉ
ｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｒａｍ
ｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍ
ｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒｉｔｉｃ
ｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉｆｏｒ
ｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｐｐ．，Ｖｅｎｔ
ｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ、Ｅｒｗｉｎｉａ
　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉ
ａ　ｌａｘおよびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇｅｎａからなる群から選択される
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少なくとも１、２、３、４、５またはそれより多くの真菌病原体を制御する。
【００９２】
　さらなる実施形態では、細菌株またはその活性改変体（すなわち、ＡＩＰ２７５１１、
ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７
９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９，もしくはＡＩＰ３６８９５、またはそ
のいずれかの活性改変体、あるいはＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７
７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、Ａ
ＩＰ３９５８９，もしくはＡＩＰ３６８９５、またはそのいずれかの活性改変体のうちの
いずれか１種に由来する胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞
子の組み合わせ）は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏ
ｊｉｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎ
ｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｃ
ｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ
、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒ
ｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙ
ｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａ
ｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　
ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇ
ｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａ
ｃｈｙｒｉｚｉ，およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群から選択
される少なくとも１、２、３、４、５またはそれより多くの真菌病原体を制御する。
【００９３】
　さらなる実施形態では、細菌株またはその活性改変体（すなわち、ＡＩＰ２７５１１、
ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７
９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９，もしくはＡＩＰ３６８９５、またはそ
のいずれかの活性改変体、あるいはＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７
７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、Ａ
ＩＰ３９５８９もしくはＡＩＰ３６８９５、またはそのいずれかの活性改変体のうちのい
ずれか１種に由来する胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子
の組み合わせ）は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ．の少なくとも１、２または全てを防除する。
さらなる実施形態では、本明細書に記載の細菌株または改変された生物因子（すなわち、
ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６
１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９，もしくはＡＩＰ３
６８９５、またはそのいずれかの活性改変体、あるいはＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１
７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、Ａ
ＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９，もしくはＡＩＰ３６８９５、またはそのいずれかの
活性改変体のうちのいずれか１種に由来する胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子
および／もしくは胞子の組み合わせ）は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ
および／またはＰｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅの少なくとも１または全てを
防除する。別の方法では、本明細書に記載の細菌株または改変された細菌株（すなわち、
ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６
１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９，もしくはＡＩＰ３
６８９５、またはそのいずれかの活性改変体、あるいはＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１
７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、Ａ
ＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９もしくはＡＩＰ３６８９５、またはそのいずれかの活
性改変体のうちのいずれか１種に由来する、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子
および／もしくは胞子の組み合わせ）は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ
を制御する。
【００９４】
　Ｂ．植物の病気を処理または防止するための方法
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　本明細書で提供されるのは、植物の病気を有するかまたは植物の病気を発生させるリス
クのある植物に、本明細書で提供される少なくとも１種の細菌株もしくはその活性改変体
の有効量を適用する工程を包含する、植物の病気を処理または防止するための方法であり
、ここで上記細菌株は、上記植物の病気を引き起こす植物病原体を制御する。ある特定の
実施形態において、本明細書で提供される細菌株もしくははその活性改変体は、ＡＩＰ２
７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２
、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくはＡＩＰ３６８９５
、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少なくとも１種；あるいはＡＩＰ
２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９
２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくはＡＩＰ３６８９
５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのいずれか１種に由来する、胞子
、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わせを含み得る。
いくつかの実施形態において、上記細菌株もしくはその活性改変体の有効量は、少なくと
も約１０１２～１０１６ＣＦＵ／ヘクタールまたは少なくとも約１０４～１０１６ＣＦＵ
／ヘクタール、または少なくとも約１０５～１０１１ＣＦＵ／ヘクタールを含む。
【００９５】
　いくつかの方法において、本明細書で提供される細菌株もしくはその活性改変体は、１
種、２種、３種、４種、５種、もしくはこれより多くの植物の病気を処理または防止する
抗病原性因子である。他の方法では、本明細書で提供される細菌株もしくはその活性改変
体は、１種、２種、３種、４種、５種、もしくはこれより多くの真菌性の植物の病気を処
理または防止する抗真菌因子である。本明細書で提供される細菌株もしくはその活性改変
体は、目的の植物の病気に感受性である任意の植物種とともに使用され得る。
【００９６】
　本明細書で記載される真菌病原体によって引き起こされる病気の例は、表１に提供され
る。上記病原体によって引き起こされる植物の病気に感受性である非限定的な例示的作物
種もまた、提供される。例えば、表１は、Ｂｏｒｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａが全ての
開花作物に対して灰色カビ病を引き起こすことを示す。従って、Ｂｏｒｔｒｙｔｉｓ　ｃ
ｉｎｅｒｅａを制御する、本明細書で提供される細菌株もしくはその活性改変体は、植物
における灰色カビ病を処理または防止するために、灰色カビ病を有するかまたは灰色カビ
病を発生させるリスクのある植物に適用され得る。同様に、表１は、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎ
ｉａ　ｓｏｌａｎｉが、トウモロコシにおいて立ち枯れ病を、ダイズにおいて立ち枯れ病
を、芝生においてブラウンパッチを、および観賞植物において立ち枯れ病を引き起こすこ
とを示す。従って、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉを制御する本明細書で提供さ
れる細菌株もしくはその活性改変体は、植物において立ち枯れ病および／もしくはブラウ
ンパッチを処理または防止するために、立ち枯れ病および／もしくはブラウンパッチを有
するか、または立ち枯れ病および／もしくはブラウンパッチを発生させるリスクのある植
物に適用され得る。さらに別の例において、表１は、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃ
ｅｒｅａｌ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉ
ａ　ｖｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄ
ｉｓｃｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａが炭疽病を引き起こすことを示す。従って、Ｃｏｌｌｅ
ｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、
Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｖｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏ
ｓｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉｓｃｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａのうちの１種もしくはこれより
多くを制御する本明細書で提供される細菌株もしくはその活性改変体は、植物において、
炭疽病を処理または防止するために、炭疽病を有するかまたは炭疽病を有するリスクのあ
る植物に適用され得る。
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【表１－１】



(58) JP 6892438 B2 2021.6.23

10

20

30

40

50

【表１－２】

【００９７】
　アジア型ダイズさび病（ＡＳＲ）を処理または防止するための方法であって、ＡＳＲを
有するかまたはＡＳＲを発生するリスクのある植物に、本明細書で提供される少なくとも
１種の細菌株もしくはその活性改変体（ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２
５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１
、ＡＩＰ３９５８９、もしくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性
改変体；あるいはＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５
２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、
もしくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのいずれ
か１種に由来する、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の
組み合わせを含む）の有効量を適用する工程を包含する方法もまた、本明細書で提供され
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る。ある特定の実施形態において、本明細書で提供される細菌株もしくはその活性改変体
の有効量は、少なくとも約１０１２～１０１６ＣＦＵ／ヘクタールを含み、ここで本明細
書に提供される細菌株もしくはその活性改変体は、ＡＳＲを引き起こす植物病原体を制御
する。一実施形態において、本明細書で提供される少なくとも１種の細菌株もしくは本明
細書で提供されるその活性改変体の有効量は、ＡＳＲを処理または防止するために、植物
に対する葉面適用として使用される。
【００９８】
　本明細書で提供される細菌株もしくはその活性改変体または本明細書で提供される改変
された細菌株は、ＡＳＲに感受性である任意の植物種とともに使用され得る。「アジア型
ダイズさび病（ＡＳＲ）に感受性である植物」とは、ＡＳＲの原因となる病原体が、その
植物に感染し得ることを意味する。ＡＳＲに感受性である植物種の例としては、以下が挙
げられるが、これらに限定されない：ダイズ（Ｇｌｙｃｉｎｅ　ｍａｘ）、インゲンマメ
（Ｐｈａｓｅｏｌｕｓ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）（例えば、サヤインゲンおよびキドニービー
ン）、リママメ（Ｐｈａｓｅｏｌｕｓ　ｌｉｍｅｎｓｉｓ）、バタービーン（Ｐｈａｓｅ
ｏｌｕｓ　ｌｕｎａｔｕｓ）、ササゲ（Ｖｉｇｎａ　ｕｎｇｕｉｃｕｌａｔａ）、キマメ
（Ｃａｊａｎｕｓ　ｃａｊａｎ）、ヒカマ（Ｐａｃｈｙｒｈｉｚｕｓ　ｅｒｏｓｕｓ）の
ようなヤムイモ。具体的実施形態において、ダイズ植物が使用される。
【００９９】
　本明細書でさらに詳細に概説されるように、具体的実施形態において、本明細書で提供
される細菌株もしくはその活性改変体は、ＡＳＲを引き起こす１種もしくはこれより多く
の真菌（例えば、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａのような）を制御する。ＡＳＲは、Ｐｈａｋｏｐ
ｓｏｒａ属の１種もしくはこれより多くの真菌病原体によって引き起こされる。非限定的
実施形態において、ＡＳＲを引き起こす真菌病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈ
ｙｒｈｉｚｉまたはＰｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅである。上記ＡＳＲ病原
体は、その胞子が風によって容易に運ばれ得、このことがその胞子を新たなさび病のない
領域への導入に理想的な手段にし得るので、長距離散布に十分に適合される。播種の主な
手段は、胞子であり、これは、風もしくは雨の跳ね返りによって運ばれ得る。これらの病
原体は、生きている宿主でのみ生存しかつ生殖する偏性寄生病原体である。栽培されたダ
イズでは、最初の症状は、葉の向軸面の２～５ｍｍの淡褐色の多角形の病変部である。こ
れらの病変部は、葉の背軸面（ここで夏胞子が生産される）に出現する葉焼けとして公知
の噴火口形状の病変部へと発達する。
【０１００】
　さらなる実施形態において、本明細書で提供される細菌株もしくはその活性改変体は、
Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉを制御する。なおさらなる実施形態におい
て、本明細書で提供される細菌株もしくはその活性改変体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍ
ｅｉｂｏｍｉａｅを制御する。このような活性を測定する種々のアッセイが、本明細書中
の他の箇所で開示される。
【０１０１】
　用語「処理する（ｔｒｅａｔ）」または「処理すること（ｔｒｅａｔｉｎｇ）」または
その派生語は、ある状態の進行を実質的に阻害するか、遅らせるかまたは逆転させる（ｒ
ｅｖｅｒｓｅ）こと、ある状態の症状を実質的に改善すること、あるいは植物の病気を引
きおこす病原体によってもたらされる症状もしくは状態の出現を実質的に防止することを
包含する。
【０１０２】
用語「制御する（ｃｏｎｔｒｏｌｌｉｎｇ）」および「植物を病原体から防御する（ｐｒ
ｏｔｅｃｔｉｎｇ　ａ　ｐｌａｎｔ　ｆｒｏｍ　ａ　ｐａｔｈｏｇｅｎ）」とは、目的の
病原体の成長、発芽、生殖および／もしくは増殖を阻害するかもしくは低減する；ならび
に／あるいは目的の病原体を死滅させる、除去する、破壊する、または別の方法でその出
現および／もしくはその活性を減少させる、のうちの１もしくはこれより多くをいう。よ
って、本明細書で提供される細菌株で処理される植物は、統計的に有意な量で、植物病原
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体の存在下で低減した病気の重篤度または低減した病気の発生を示し得る。
【０１０３】
　用語「防止する」およびそのバリエーションは、細菌、真菌、ウイルス、昆虫もしくは
他の有害生物の成長、増殖、外寄生、胞子発芽、および菌糸成長に先だって阻止すること
を意味する。この場合に、上記組成物は、その病原体に曝露される前に適用される。
【０１０４】
　用語「改善する（ａｍｅｌｉｏｒａｔｅ）」および「改善（ａｍｅｌｉｏｒａｔｉｏｎ
）」とは、本明細書で提供される組成物および方法によってもたらされる処理された植物
の状態における改善（ｉｍｐｒｏｖｅｍｅｎｔ）をいう。上記改善は、病原体の成長の減
少および／または罹患した植物の高さ、重量、葉の数、根系、もしくは収量の改善という
形態において現れ得る。一般に、上記用語は、罹患した植物の生理学的状態の改善をいう
。
【０１０５】
　用語「阻害する（ｉｎｈｉｂｉｔ）」およびこの用語の全てのバリエーションは、細菌
、真菌、ウイルス、線虫、昆虫、または任意の他の有害生物の成長、ならびに胞子発芽の
制限もしくは禁止を包含することが意図される。
【０１０６】
　用語「排除する」とは、本発明の組成物と接触させることによって、必要に応じて、以
下で記載される本の方法に従って、細菌、真菌、ウイルス、線虫、昆虫、または任意の他
の有害生物の実質的な根絶または除去に関連する。
【０１０７】
　用語「遅らせる（ｄｅｌａｙ）」、「遅延させる（ｒｅｔａｒｄ）」、およびこれらの
全てのバリエーションは、細菌、真菌、ウイルス、線虫、昆虫、または任意の他の有害生
物の成長、ならびに胞子発芽の進行を遅くすることを包含することが意図される。表現「
開始を遅らせる（ｄｅｌａｙｉｎｇ　ｔｈｅ　ｏｎｓｅｔ）」とは、細菌、真菌、ウイル
ス、線虫、昆虫、または任意の他の有害生物の成長、外寄生、感染、胞子発芽、および菌
糸成長が、本発明に従う処理の非存在下で、発生に沿ってほぼ進行していないか、または
より遅く現れるように、上記細菌、真菌、ウイルス、線虫、昆虫、または任意の他の有害
生物の成長、外寄生、感染、胞子発芽、および菌糸成長の進行をある期間にわたって防止
するかまたは遅くすると解釈される。
【０１０８】
　本明細書で提供される細菌株もしくはその活性改変体で処理される植物、植物部分、ま
たは栽培地は、統計的に有意な量で、植物病原体の存在下で低減した病気の重篤度または
低減した病気の発生を示し得る。低減した病気の重篤度または低減した病気の発生は、非
処理コントロール植物と比較した場合に、約１０％～約２０％、約２０％～約３０％、約
３０％～約４０％、約４０％～約５０％、約５０％～約６０％、約６０％～約７０％、約
７０％～約８０％、約８０％～約９０％、または約９０％～約１００％の低減であり得る
。他の場合では、本明細書で提供される細菌株もしくはその活性改変体で処理される植物
は、植物病原体の存在下で、非処理コントロール植物と比較した場合に、少なくとも約１
０％、１１％、１２％、１３％、１４％、１５％、１６％、１７％、１８％、１９％、２
０％、２１％、２２％、２３％、２４％、２５％、２６％、２７％、２８％、２９％、３
０％、３１％、３２％、３３％、３４％、３５％、３６％、３７％、３８％、３９％、４
０％、４１％、４２％、４３％、４４％、４５％、４６％、４７％、４８％、４９％、５
０％、５１％、５２％、５３％、５４％、５５％、５６％、５７％、５８％、５９％、６
０％、６１％、６２％、６３％、６４％、６５％、６６％、６７％、６８％、６９％、７
０％、７１％、７２％、７３％、７４％、７５％、７６％、７７％、７８％、７９％、８
０％、８１％、８２％、８３％、８４％、８５％、８６％、８７％、８８％、８９％、９
０％、９１％、９２％、９３％、９４％、９５％、９６％、９７％、９８％、９９％、ま
たは約１００％のより多く低減した病気の重篤度または低減した病気の発生を示し得る。
植物の病気の重篤度を評価するための方法は公知であり、罹患した葉の面積のパーセンテ
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ージを測定すること（Ｇｏｄｏｙら　（２００６）　Ｆｉｔｏｐａｔｏｌ．　Ｂｒａｓ．
　３１（１）　６３－６８）または夏胞子層の数を測定すること（実施例１を参照のこと
）を含む。
【０１０９】
　「抗病原性組成物（ａｎｔｉｐａｔｈｏｇｅｎｉｃ　ｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎ）」また
は「抗病原性（ａｎｔｉｐａｔｈｏｇｅｎｉｃ）」とは、上記組成物が、侵襲する病原性
生物を抑制、制御、防止および／または死滅させ得ることを意図する。具体的実施形態に
おいて、抗病原性組成物は、病原体チャレンジから生じる病気の症状を、統計的に有意な
量で、例えば、少なくとも約１０％～少なくとも約２０％、少なくとも約２０％～約５０
％、少なくとも約１０％～約６０％、少なくとも約３０％～約７０％、少なくとも約４０
％～約８０％、もしくは少なくとも約５０％～約９０％もしくはこれより多くを含め、低
減させる。よって、本発明の方法は、病気、特に、植物病原体によって引きおこされる病
気から植物を防御するために利用され得る。
【０１１０】
　抗病原性活性を測定するアッセイは、病原体感染後の植物における病気の抵抗性を定量
する方法として、当該分野で一般に公知である。例えば、米国特許第５，６１４，３９５
号（本明細書に参考として援用される）を参照のこと。このような技術は、経時的に、平
均病変部直径、病原体バイオマス、および衰えた植物組織の全体的なパーセンテージを測
定することを含む。例えば、抗病原性ポリペプチドを発現するかまたは抗病原性組成物が
その表面に適用されているかのいずれかである植物は、上記抗病原性組成物に曝されなか
ったコントロール植物と比較した場合に、病原体チャレンジ後の組織壊死（すなわち、病
変部直径）の減少または植物の死滅の減少を示す。あるいは、抗病原性活性は、病原体バ
イオマスの減少によって測定され得る。例えば、抗病原性ポリペプチドを発現するかまた
は抗病原性組成物に曝された植物は、目的の病原体でチャレンジされる。経時的に、その
病原体接種した組織に由来する組織サンプルが得られ、ＲＮＡが抽出される。植物特異的
転写物のレベルに対する特異的病原体ＲＮＡ転写物のパーセンテージは、病原体バイオマ
スのレベルを決定することを可能にする。例えば、Ｔｈｏｍｍａら　（１９９８）　Ｐｌ
ａｎｔ　Ｂｉｏｌｏｇｙ　９５：１５１０７－１５１１１（本明細書に参考として援用さ
れる）を参照のこと。
【０１１１】
　さらに、インビトロ抗病原性アッセイは、例えば、種々の濃度の抗病原性組成物を紙の
ディスクに添加すること、およびそのディスクを目的の病原体の懸濁物を含むアガー上に
配置することを含む。インキュベーションの後、透明な阻害ゾーンが、上記抗病原性ポリ
ペプチドの有効濃度を含むディスクのまわりに発生する（Ｌｉｕら　（１９９４）　Ｐｌ
ａｎｔ　Ｂｉｏｌｏｇｙ　９１：１８８８－１８９２（本明細書に参考として援用される
））。さらに、顕微分光測光法による分析が、組成物のインビトロ抗病原性特性を測定す
るために使用され得る（Ｈｕら　（１９９７）　Ｐｌａｎｔ　Ｍｏｌ．　Ｂｉｏｌ．　３
４：９４９－９５９およびＣａｍｍｕｅら　（１９９２）　Ｊ．　Ｂｉｏｌ．　Ｃｈｅｍ
．　２６７：　２２２８－２２３３（その両方が、本明細書に参考として援用される））
。
【０１１２】
　Ｃ．植物における病気の抵抗性を誘導および／または植物の健康状態を改善および／ま
たは目的の農学上の形質を改善するための方法
　植物病原体に対する植物における病気の抵抗性を誘導するための組成物および方法がま
た、提供される。よって、上記組成物および方法はまた、真菌病原体、ウイルス、線虫、
および昆虫に対して植物を防御するにあたって有用である。植物病原体によって引きおこ
される植物の病気に感受性である植物に、少なくとも１種の本明細書で提供される細菌株
もしくはその活性改変体の有効量を適用する工程を包含する、植物病原体に対する病気の
抵抗性を誘導するための方法が、本明細書で提供される。ある特定の実施形態において、
本明細書で提供される細菌株もしくはその活性改変体は、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５
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１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、
ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうち
のいずれかの活性改変体のうちの少なくとも１種；あるいはＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３
５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８
、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのう
ちのいずれかの活性改変体のうちのいずれか１種に由来する、胞子、もしくは前胞子、ま
たは細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わせを含み得る。ある特定の実施形態に
おいて、本明細書で提供される細菌株もしくはその活性改変体は、上記植物の病気を引き
おこす病原体への防御応答を増進する。いくつかの実施形態において、本明細書で提供さ
れる細菌株もしくはその活性改変体の有効量は、少なくとも約１０１２～１０１６ＣＦＵ
／ヘクタールを含む。
【０１１３】
　植物における防御応答は、本明細書で提供される細菌株もしくはその活性改変体を上記
植物に適用した後であるが、病原体チャレンジ前および／または本明細書で提供される細
菌株もしくはその活性改変体で処理した植物の病原体チャレンジ後に、誘発され得る。
【０１１４】
　いくつかの方法では、本明細書で提供される細菌株もしくはその活性改変体は、１種、
２種、３種、４種、５種もしくはこれより多くの本明細書で記載される植物病原体への抵
抗性を誘導する。他の方法では、本明細書で提供される細菌株もしくはその活性改変体は
、１種、２種、３種、４種、５種もしくはこれより多くの本明細書で記載される真菌植物
病原体への抵抗性を誘導する。
【０１１５】
　「病気の抵抗性（ｄｉｓｅａｓｅ　ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ）」とは、植物が、植物－病
原体相互作用から生じる病気の症状を回避することを意図される。すなわち、病原体は、
植物の病気およびその関連する病気の症状を引きおこすことを防止されるか、または代わ
りに、上記病原体によって引きおこされる病気の症状が、コントロ－ルと比較して、最小
限にされるかまたは低減される。さらに提供されるのは、少なくとも１種の本明細書で提
供される細菌株もしくはその活性改変体またはその活性誘導体の有効量を植物に適用する
工程を包含する、植物の健康状態を改善するおよび／または目的の農学上の形質を改善す
るための方法である。ある特定の実施形態において、本明細書で提供される細菌株もしく
はその活性改変体は、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ
１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８
９、もしくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少
なくとも１種；あるいはＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩ
Ｐ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５
８９、もしくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの
いずれか１種に由来する、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは
胞子の組み合わせを含み得る。いくつかの実施形態において、本明細書で提供される細菌
株もしくはその活性改変体の有効量は、少なくとも約１０１２～１０１６ＣＦＵ／ヘクタ
ールを含む。
【０１１６】
　「改善された植物の健康状態（ｉｍｐｒｏｖｅｄ　ｐｌａｎｔ　ｈｅａｌｔｈ）」とは
、いくつか挙げると、植物の増大した生長および／もしくは収量、増大したストレス寛容
性および／もしくは低下した除草剤抵抗性を意味する。増大したストレス寛容性とは、植
物が１種もしくはこれより多くのストレスと関連する症状を低減または防止する能力の増
大をいう。上記ストレスは、病原体（例えば、細菌、ウイルス、真菌、寄生生物）、昆虫
、線虫、雑草、栽培されたもしくは自生の植物のような他の生きている生物によって植物
に与えられる損傷の結果として起こる生物的ストレスであり得る。上記ストレスはまた、
極端な温度（高いまたは低い）、強風、旱魃、塩分、化学毒性、酸化的ストレス、洪水、
トルネード、野火、放射線および重金属への曝露のような非生物的ストレスであり得る。
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改善された農学上の形質の非限定的な例は、本明細書中の他の箇所で開示される。具体的
実施形態において、上記細菌株もしくはその活性改変体の有効量は、植物の健康状態を改
善するかまたは統計的に有意な量で、例えば、少なくとも約１０％～少なくとも約２０％
、少なくとも約２０％～約５０％、少なくとも約１０％～約６０％、少なくとも約３０％
～約７０％、少なくとも約４０％～約８０％、もしくは少なくとも約５０％～約９０％も
しくはこれより高くを含め、目的の農学上の形質を改善する。
【０１１７】
　Ｄ．植物もしくは植物部分への適用方法
　本明細書で提供される細菌株もしくはその活性改変体は、有効量で適用される。本明細
書で提供される細菌株もしくはその活性改変体の有効量は、植物の病気を引きおこす病原
体を制御、処理、防止、阻害する、および／あるいは植物の病気の重篤度を低減するかま
たは植物の病気の発生を低減するために十分な量である。他の実施形態において、本明細
書で提供される細菌株もしくはその活性改変体の有効量は、目的の農学上の形質を改善す
るおよび／または植物の健康状態、病気に感受性である植物の生長もしくは収量を増進も
しくは増大させるために十分な量である。本明細書で提供される細菌株もしくはその活性
改変体の適用の割合は、標的とされている病原体、防御すべき作物、本明細書で提供され
る細菌株もしくはその活性改変体の有効性、上記病気の重篤度、気候条件、改善すべき目
的の農学上の形質などに従って変動し得る。
【０１１８】
　一般に、本明細書で提供される細菌株もしくはその活性改変体の割合は、１０７～１０
１６コロニー形成単位（ＣＦＵ）／ヘクタールである。他の実施形態において、圃場接種
に関しては、本明細書で提供される細菌株もしくはその活性改変体の適用の割合は、３×
１０７～１×１０１１　コロニー形成単位（ＣＦＵ）／ヘクタールである（これは、約１
Ｋｇ～１０ｋｇの製剤化物質／ヘクタールに相当する）。別の実施形態では圃場接種に関
しては、本明細書で提供される細菌株またはその活性改変体の適用の割合は、３ｘ１０７

～１ｘ１０１６コロニー形成単位（ＣＦＵ）／ヘクタール；約１ｘ１０１２～約１ｘ１０
１３コロニー形成単位（ＣＦＵ）／ヘクタール、約１ｘ１０１３～約１ｘ１０１４コロニ
ー形成単位（ＣＦＵ）／ヘクタール、約１ｘ１０１４～約１ｘ１０１５コロニー形成単位
（ＣＦＵ）／ヘクタール、約１ｘ１０１５～約１ｘ１０１６コロニー形成単位（ＣＦＵ）
／ヘクタール、約１ｘ１０１６～約１ｘ１０１７コロニー形成単位（ＣＦＵ）／ヘクター
ル；約１ｘ１０４～約１ｘ１０１４コロニー形成単位（ＣＦＵ）／ヘクタール；約１ｘ１
０５～約１ｘ１０１３コロニー形成単位（ＣＦＵ）／ヘクタール；約１ｘ１０６～約１ｘ
１０１２コロニー形成単位（ＣＦＵ）／ヘクタール；約１ｘ１０９～約１ｘ１０１１コロ
ニー形成単位（ＣＦＵ）／ヘクタール；または約１ｘ１０９～約１ｘ１０１１コロニー形
成単位（ＣＦＵ）／ヘクタールである。別の実施形態では、圃場接種に関しては、本明細
書で提供される細菌株またはその活性改変体の適用の割合は、少なくとも約１ｘ１０４、
約１ｘ１０５、約１ｘ１０６、約１ｘ１０７、約１ｘ１０８、約１ｘ１０９、約１ｘ１０
１０、約１ｘ１０１１、約１ｘ１０１２１ｘ１０１３、約１ｘ１０１４、１ｘ１０１５、
約１ｘ１０１６、または約１ｘ１０１７コロニー形成単位（ＣＦＵ）／ヘクタールである
。他の実施形態において、圃場接種に関しては、本明細書で提供される細菌株もしくはそ
の活性改変体の適用の割合は、少なくとも１×１０７～少なくとも約１×１０１２　ＣＦ
Ｕ／ヘクタールである。具体的実施形態において、適用される、本明細書で提供される細
菌株もしくはその活性改変体は、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７
３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩ
Ｐ３９５８９、もしくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性誘導体
、あるいはＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１
、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしく
はＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性誘導体のうちのいずれか１種
に由来する、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合
わせとして寄託されるとおりの株を含む。
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【０１１９】
　殺生物剤に関する任意の適切な農業的適用割合は、本明細書で提供される細菌株もしく
は本明細書で開示されるその活性改変体と組み合わせて適用され得る。本明細書で提供さ
れる細菌株もしくはその活性改変体の有効量に関してアッセイするための方法は、例えば
、殺生物剤によって標的化される病原体もしくは有害生物の制御の任意の統計的に有意な
増大を含む。このような制御に関してアッセイするための方法は公知である。さらに、本
明細書で提供される細菌株もしくはその活性改変体の有効量の適用に際して起こる植物の
健康状態、収量および／または生長は、本明細書で提供される細菌株もしくはその活性改
変体が適用されない場合に起こる植物の健康状態、収量および／または生長と比較すると
、統計的に有意に増大する。
【０１２０】
　少なくとも１種の本明細書で提供される細菌株もしくは本明細書で提供されるその活性
改変体（すなわち、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１
５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９
、もしくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体、あるいはＡ
ＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１
８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくはＡＩＰ３６
８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのいずれか１種に由来する、
胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わせ）を含む
組成物を適用することによって、植物の病気を引きおこす植物病原体の成長を制御または
阻害するための方法が、さらに提供される。「適用すること（ａｐｐｌｙｉｎｇ）」とは
、本明細書で提供される細菌株もしくはその活性改変体の有効量を、植物、栽培地、種子
および／もしくは雑草に、本明細書で提供される細菌株もしくはその活性改変体のうちの
１種もしくはこれより多くと所望の効果が達成されるように接触させることを意図する。
さらに、本明細書で提供される細菌株もしくはその活性改変体の適用は、作物を植える前
に（例えば、土壌、種子、もしくは植物に）起こり得る。具体的実施形態において、本明
細書で提供される細菌株もしくはその活性改変体の適用は、葉面適用である。従って、本
発明のさらなる実施形態は、本明細書で提供される細菌株もしくはその活性改変体の集団
を、植物病原体が成長し得る環境に適用することによって、植物病原体の成長を制御また
は阻害するための方法を提供する。上記適用は、植物に、植物の一部に、上記防御される
べき植物の種子に、または上記防御されるべき植物が生長しつつあるかまたは生長する土
壌に対して行われ得る。上記植物または植物部分への適用は、収穫前または収穫後に行わ
れ得る。種子への適用は、種子を蒔く前に行われる。
【０１２１】
　いくつかの実施形態において、少なくとも１種の本明細書で提供される細菌株もしくは
本明細書で提供されるその活性改変体の有効量は、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｐｐ．、Ａ
ｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｓｐｐ．、Ｍｙｃ
ｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ　ｓｐｐ．、Ｐｈｏｍｏｐｓｉｓ　ｓｐｐ．、Ｃｅｒｃｏｓｐｏ
ｒａ　ｓｐｐ．、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｓｐｐ．、およびＢｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅ
ａからなる群より選択される１種もしくはこれより多くの病原体の成長を制御または阻害
するために、葉面適用として使用される。
【０１２２】
　他の実施形態において、少なくとも１種の本明細書で提供される細菌株もしくはその本
明細書で提供される活性改変体の有効量は、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｐｐ．、Ｒｈｉ
ｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｐｐ．、Ｓｃｌｅｒｏｔｉｕｍ
　ｓｐｐ．、Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓｐｐ．、Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓｃｌｅｒ
ｏｔｉｏｒｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｔｈｏｒａ　ｓｐｐ．、およびＰｙｔｈｉｕｍ　ｓｐｐ．
からなる群より選択される１種もしくはこれより多くの病原体の成長を制御または阻害す
るために、上記防御されるべき植物が生長しつつあるかまたは生長する土壌へと適用され
る。
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【０１２３】
　いくつかの実施形態において、少なくとも１種の本明細書で提供される細菌株もしくは
その本明細書で提供される活性改変体の有効量は、Ｍｏｎｏｌｉｎｉａ　ｓｐｐ．、Ｐｅ
ｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ．、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｓｓｐ．、およびＢｏｔｒｙｔｉｓ
　ｃｉｎｅｒｅａからなる群より選択される１種もしくはこれより多くの病原体の成長を
制御または阻害するために、収穫後に上記植物に適用される。
【０１２４】
　本明細書で使用される場合、用語、植物は、植物細胞、植物プロトプラスト、植物細胞
組織培養物（これらから植物が再生され得る）、植物カルス、植物凝集塊（ｐｌａｎｔ　
ｃｌｕｍｐ）、および植物または植物の部分（例えば、胚、花粉、胚珠、種子、葉、花、
枝、果実、穀粒、穂、穂軸、殻、茎、根、根端、葯など）の中で無傷である植物細胞を含
む。子実（ｇｒａｉｎ）は、種（ｓｐｅｃｉｅｓ）を生長または生殖する以外の目的で、
商業栽培者によって生産される成熟種子を意味することが意図される。
【０１２５】
　具体的実施形態において、本明細書で提供される細菌株もしくはその活性改変体（すな
わち、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、Ａ
ＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくはＡ
ＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体、あるいはＡＩＰ２７５１
１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩ
Ｐ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくはＡＩＰ３６８９５、また
はその活性改変体のうちのいずれか１種に由来する、胞子、もしくは前胞子、または細胞
、前胞子および／もしくは胞子の組み合わせ）の適用は、ダイズ植物の葉に適用される。
適用のタイミングは、その状態および地理上の位置に依存して変動し得る。具体的実施形
態において、本明細書で提供される細菌株もしくはその活性改変体は、ダイズ発生のＲ１
（開花が始まるステージ）において適用されるか、またはＡＳＲ開始およびその病気の重
篤度に依存してより早く適用されてもよい。
【０１２６】
　他の実施形態において、作物、栽培地、または圃場への殺生物剤は、特定の圃場、植物
作物、種子および／もしくは雑草のうちのいずれか１種もしくはこれより多くが、所望の
効果が達成されるように、本明細書で提供される細菌株もしくはその活性改変体のうちの
１種もしくはこれより多く、および１種もしくはこれより多くの殺生物剤で処理されるこ
とが、意図される。
【０１２７】
　種々の方法が、植物の病気に感受性である植物を含む栽培地において、植物の病気を引
き起こす植物病原体を制御するために提供される。上記方法は、上記栽培地に、植物の病
気に感受性である種子または植物を植える工程；ならびに上記病気に感受性である植物、
上記植物の病気に感受性である植物の種子または栽培地に、少なくとも１種の本明細書で
提供される細菌株もしくはその活性改変体（すなわち、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１
７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、Ａ
ＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちの
いずれかの活性改変体、あるいはＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７
３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩ
Ｐ３９５８９、もしくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらの活性改変体のうちのいずれか
１種に由来する、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組
み合わせ）の有効量を適用する工程を包含し、ここで、本明細書で提供される細菌株もし
くはその活性改変体の上記有効量は、上記作物に有意に罹患することなく、植物の病気を
容易に制御する。具体的実施形態において、上記有効量は、少なくとも約１０１２～１０
１６コロニー形成単位（ＣＦＵ）／ヘクタールを含む。
【０１２８】
　植物の病気に感受性である植物を生長させるための方法がさらに提供される。上記方法



(66) JP 6892438 B2 2021.6.23

10

20

30

40

50

は、上記病気に感受性である植物、上記病気に感受性である植物の種子もしくは栽培地に
、少なくとも１種の本明細書で提供される細菌株もしくはその活性改変体を含む組成物の
有効量を適用する工程を包含する。ある特定の実施形態において、本明細書で提供される
細菌株もしくはその活性改変体は、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７
７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、Ａ
ＩＰ３９５８９、もしくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変
体のうちの少なくとも１種；あるいはＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５
７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、
ＡＩＰ３９５８９、もしくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改
変体のうちのいずれか１種に由来する、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子およ
び／もしくは胞子の組み合わせを含み得る。本明細書で提供される細菌株もしくはその活
性改変体の種々の有効量は、本明細書の他の箇所で開示され、１つの非限定的例において
、本明細書で提供される細菌株もしくはその活性改変体の有効量は、少なくとも約１０１

２～１０１６コロニー形成単位（ＣＦＵ）／ヘクタールを含む。
【０１２９】
　植物収量を増大させるための方法が、提供される。植物の「収量（ｙｉｅｌｄ）」とは
、上記植物によって生産されるバイオマスの質および／または量に言及する。「バイオマ
ス（ｂｉｏｍａｓｓ）」とは、任意の測定される植物生産物が意図される。バイオマス生
産の増大は、測定される植物生産物の収量の任意の改善である。収量の増大は、本明細書
で提供される細菌株もしくはその活性改変体に曝されていない植物と比較して、少なくと
も１％増大、少なくとも３％増大、少なくとも５％増大、少なくとも１０％増大、少なく
とも２０％増大、少なくとも３０％、少なくとも５０％、少なくとも７０％、少なくとも
１００％もしくはこれより大きな収量の増大が挙げられるが、これらに限定されない任意
の統計的に有意な増大を含み得る。植物の収量を増大するための方法がまた提供され、作
物もしくは栽培地に、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ
１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８
９、およびＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体を含む少なく
とも１種の細菌株、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１
５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９
、もしくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのいず
れか１種に由来する、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子
の組み合わせを含む組成物の有効量を適用する工程を包含し、ここで上記有効量は、少な
くとも約１０１２～１０１６コロニー形成単位（ＣＦＵ）／ヘクタールを含み、そしてこ
こで上記組成物は、植物病原体を制御し、それによって、収量を増大させる。
【０１３０】
　本明細書で使用される場合、「栽培地（ａｒｅａ　ｏｆ　ｃｕｌｔｉｖａｔｉｏｎ）」
とは、植物を生長させることが望まれる任意の領域を含む。このような栽培地としては、
植物が栽培される圃場（例えば、農地（ｃｒｏｐ　ｆｉｅｌｄ）、芝生地、植林地（ｔｒ
ｅｅ　ｆｉｅｌｄ）、保安林（ｍａｎａｇｅｄ　ｆｏｒｅｓｔ）、果実および野菜栽培の
圃場など）、温室、生育チャンバなどが挙げられるが、これらに限定されない。
【０１３１】
　種子およびその種子上のコーティングを含むコーティングされた種子がさらに提供され
、ここで上記コーティングは、少なくとも１種の本明細書で提供される細菌株もしくはそ
の活性改変体を含む。ある特定の実施形態において、本明細書で提供される細菌株もしく
はその活性改変体は、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ
１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８
９、もしくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少
なくとも１種；あるいはＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩ
Ｐ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５
８９、もしくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの
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いずれか１種に由来する、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは
胞子の組み合わせを含み得る。ある特定の実施形態では、本明細書において提供される前
記細菌株またはその活性改変体は、種子上に約１０５ＣＦＵ／種子～約１０７ＣＦＵ／種
子で、約１０４ＣＦＵ／種子～約１０８ＣＦＵ／種子で、約１０４ＣＦＵ／種子～約１０
５ＣＦＵ／種子で、約１０５ＣＦＵ／種子～約１０６ＣＦＵ／種子で、約１０６ＣＦＵ／
種子～約１０７ＣＦＵ／種子で、または約１０７ＣＦＵ／種子～約１０８ＣＦＵ／種子で
存在する。種子コーティングは、任意の目的の種子（すなわち、単子葉植物および双子葉
植物のために）に適用することができる。種々の目的の植物は、本明細書の他の箇所に開
示されている。
【０１３２】
　種子コーティングは、少なくとも少なくとも１種の栄養素、少なくとも１種の除草剤も
しくは少なくとも１種の農薬、または少なくとも１種の殺生物剤をさらに含み得る。例え
ば、米国特許出願公開第２００４０３３６０４９号、同第２０１４０１７３９７９号、お
よび同第２０１５００３３８１１号を参照のこと。
【０１３３】
　他の実施形態において、目的の植物（すなわち、上記植物の病気に感受性である植物）
および／または上記植物を含む栽培地は、本明細書で提供される細菌株もしくはその活性
改変体の有効量および殺生物剤の有効量の組み合わせで処理され得る。本明細書で提供さ
れる細菌株もしくはその活性改変体および殺生物剤「の組み合わせで処理される」または
植物、栽培地もしくは圃場に本明細書で提供される細菌株もしくはその活性改変体および
殺生物剤「の組み合わせを適用する」は、特定の圃場、植物、および／もしくは雑草のう
ちの１種もしくはこれより多くが、所望の効果が達成されるように、本明細書で提供され
る細菌株もしくはその活性改変体のうちの１種もしくはこれより多くおよび１種もしくは
これより多くの殺生物剤の有効量で処理されることが意図される。さらに、本明細書で提
供される細菌株もしくはその活性改変体および上記殺生物剤のうちの一方または両方の適
用は、作物を（例えば、土壌に）植える前に（または植物に）起こり得る。さらに、本明
細書で提供される細菌株もしくはその活性改変体および上記殺生物剤の適用は、同時であ
ってもよいし、上記適用は、所望の効果が達成される限りにおいて、異なる時間（逐次的
）であってもよい。
【０１３４】
　１つの非限定的実施形態において、上記活性改変体は、１種もしくはこれより多くの殺
生物剤に抵抗性である本明細書で提供される細菌株を含む。具体的実施形態において、本
明細書で提供される細菌株もしくはその活性改変体（すなわち、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩ
Ｐ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４
２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくはＡＩＰ３６８９５、またはこれら
のうちのいずれかの活性改変体、あるいはＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ
２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３
１、ＡＩＰ３９５８９、もしくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活
性改変体のうちのいずれか１種に由来する、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子
および／もしくは胞子の組み合わせ）は、グリホサートに対して抵抗性である。このよう
な方法において、植物、作物、または栽培地は、グリホサートに対して抵抗性である本明
細書で提供される細菌株もしくはその活性改変体の有効量およびグリホサートの有効量の
組み合わせで処理され、ここでグリホサートの上記有効量は、例えば、選択的に雑草を制
御すると同時に、上記作物が有意に損傷されないようなものである。
【０１３５】
　別の非限定的実施形態において、上記活性改変体は、グルホシネートに対して抵抗性で
ある本明細書で提供される細菌株を含む。このような方法において、植物、作物、または
栽培地は、グルホシネートに対して抵抗性である本明細書で提供される細菌株もしくはそ
の活性改変体の有効量およびグルホシネートの有効量の組み合わせで処理され、ここでグ
ルホシネートの上記有効量は、選択的に雑草を制御すると同時に、上記作物が有意に損傷
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されないようなものである。このような実施形態において、本明細書で提供される細菌株
もしくはその活性改変体の有効量は、グルホシネートに対して抵抗性であるように改変さ
れなかった本明細書で提供される細菌株もしくはその活性改変体の同じ濃度が、グルホシ
ネートもしくはその活性誘導体の上記有効量と組み合わせて適用される場合に起こる植物
の健康状態、収量、および／または生長と比較して、植物の健康状態、収量、および／ま
たは生長の統計的に有意な増大を生じるために十分である。さらなる実施形態において、
本明細書で提供される細菌株もしくはその活性改変体は、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５
１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、
ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうち
のいずれかの活性改変体、あるいはＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７
７３、ＡＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、Ａ
ＩＰ３９５８９、もしくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変
体のうちのいずれか１種に由来する、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および
／もしくは胞子の組み合わせの有効量を含む。
【０１３６】
　Ｖ．本明細書で提供される細菌株もしくはその活性改変体と組み合わせて使用するため
の殺生物剤
　本明細書中の他の箇所で考察されるように、本明細書で提供される細菌株もしくはその
活性改変体は、殺生物剤（すなわち、除草剤、殺真菌剤、農薬、もしくは他の農作物保護
化学物質）と組み合わせて使用され得る。このような場合には、本明細書で提供される細
菌株もしくはその活性改変体は、目的の殺生物剤と適合性である。
【０１３７】
　「除草剤、殺真菌剤、農薬、もしくは他の農作物保護化学物質への寛容性または除草剤
、殺真菌剤、農薬、もしくは他の農作物保護化学物質への抵抗性」とは、生物（すなわち
、上記植物および／または本明細書で提供される細菌株もしくはその活性改変体などが）
野生型生物には通常致死的である除草剤、殺真菌剤、農薬、もしくは他の農作物保護化学
物質の用量への曝露後に、生存および生殖する能力が意図される。
【０１３８】
　本明細書に開示の種々の方法および組成物において使用され得る除草剤としては、グリ
ホサート、ＡＣＣａｓｅインヒビター（アリールオキシフェノキシ（Ａｒｌｏｘｙｐｈｅ
ｎｏｘｙ）プロピオネート（ＦＯＰＳ））；ＡＬＳインヒビター（スルホニルウレア（Ｓ
Ｕ））、イミダゾリノン（Ｉｍｉｄａｚｏｎｌｉｎｏｎｅ）（ＩＭＩ）、ピリミジン（Ｐ
Ｍ））；微小管タンパク質インヒビター（ジニトロアニリン（ＤＮＡ））；合成オーキシ
ン（フェノキシ（Ｐ））、安息香酸（ＢＡ）、カルボン酸（ＣＡ））；光合成系ＩＩイン
ヒビター（トリアジン（ＴＺ））、トリアジノン（ＴＮ）、ニトリル（ＮＴ）、ベンゾチ
アジアジノン（ＢＺ）、ウレア（ＵＳ））；ＥＰＳＰシンターゼインヒビター（グリシン
（ＧＣ））；グルタミン合成インヒビター（ホスフィン酸（ＰＡ））；ＤＯＸＰシンター
ゼインヒビター（イソオキサゾリジノン（ＩＡ））；ＨＰＰＤインヒビター（ピラゾール
（ＰＡ））、トリケトン（ＴＥ））；ＰＰＯインヒビター（ジフェニルエーテル（ＤＥ）
、Ｎ－フェニルフタルイミド（ＮＰ）（アリールトリアジノン（Ａｒｙ　ｔｒｉａｚｉｎ
ｏｎｅ）（ＡＴ））；ＶＬＦＡインヒビター（クロロアセトアミド（ＣＡ））、オキシア
セトアミド（ＯＡ））；光合成系Ｉインヒビター（ビピリジリウム（Ｂｉｐｙｒｉｄｙｌ
ｉｕｍｓ）（ＢＰ））；などが挙げられる。
【０１３９】
　本明細書に開示の種々の方法および組成物において使用され得る農薬としては、イミダ
クロプリドクロチアニジン、アリールピラゾール化合物（ＷＯ２００７１０３０７６）；
有機リン、フェニルピラゾール、ピレスロイド（ｐｙｒｅｔｈｏｉｄｓ）カラモイルオキ
シム（ｃａｒａｍｏｙｌｏｘｉｍｅｓ）、ピラゾール、アミジン、ハロゲン化炭化水素、
カルバメートおよびその誘導体、テルブホス、クロルピリホス（ｃｈｌｏｒｏｐｙｒｉｆ
ｏｓ）、フィプロニル、クロルエトキシホス、テフルトリン（ｔｅｌｆｕｔｈｒｉｎ）、
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カルボフラン、イミダクロプリド、テブピリムホス（米国特許第５，８４９，３２０号）
が挙げられる。
【０１４０】
　本明細書に開示の種々の方法および組成物において使用され得る殺真菌剤としては、以
下が挙げられる：脂肪族窒素殺真菌剤（ブチルアミン、シモキサニル、ドジシン、ドジン
、グアザチン、イミノクタジン）；アミド殺真菌剤（ベンゾビンジフルピル、カルプロパ
ミド、クロラニホルメタン、シフルフェナミド、ジクロシメット、ジクロシメット、ジモ
キシストロビン、フェナミンストロビン、フェノキサニル、フルメトベル、フラメトピル
、イソフェタミド、イソピラザム、マンデストロビン、マンジプロパミド、メトミノスト
ロビン、オリサストロビン、ペンチオピラド、プロクロラズ、キナザミド、シルチオファ
ム、トリホリン）；アシルアミノ酸殺真菌剤（ベナラキシル、ベナラキシルＭ、フララキ
シル、メタラキシル、メタラキシルＭ、ペフラゾエート、バリフェナレート）；アニリド
殺真菌剤（ベナラキシル、ベナラキシルＭ、ビキサフェン、ボスカリド、カルボキシン、
フェンヘキサミド、フルキサピロキサド、イソチアニル、メタラキシル、メタラキシルＭ
、メトスルホバックス、オフレース、オキサジキシル、オキシカルボキシン、ペンフルフ
ェン、ピラカルボリド、セダキサン、チフルザミド、チアジニル、バンガード（ｖａｎｇ
ｕａｒｄ））；ベンズアニリド殺真菌剤（ベノダニル、フルトラニル、メベニル、メプロ
ニル、サリチルアニリド、テクロフタラム）；フルアニリド（ｆｕｒａｎｉｌｉｄｅ）殺
真菌剤（フェンフラム、フララキシル、フルカルバニル、メトフロキサム）；スルホンア
ニリド殺真菌剤（フルスルファミド）；ベンズアミド殺真菌剤（ベンゾヒドロキサム酸、
フルオピコリド、フルオピラム、チオキシミド、トリクラミド、ザリラミド、ゾキサミド
）；フラミド殺真菌剤（シクラフラミド、フルメシクロックス）；フェニルスルファミド
殺真菌剤（ジクロフルアニド、トリルフルアニド）；スルホンアミド殺真菌剤（アミスル
ブロム、シアゾファミド）；バリンアミド殺真菌剤（ベンチアバリカルブ、イプロバリカ
ルブ）；抗生物質殺真菌剤（オーレオファンギン（ａｕｒｅｏｆｕｎｇｉｎ）、ブラスト
サイジンＳ、シクロヘキシミド、グリセオフルビン、カスガマイシン、モロキシジン、ナ
タマイシン、ポリオキシン、ポリオキソリム（ｐｏｌｙｏｘｏｒｉｍ）、ストレプトマイ
シン、バリダマイシン）；ストロビルリン殺真菌剤（フルオキサストロビン、マンデスト
ロビン）；メトキシアクリレートストロビルリン殺真菌剤（アゾキシストロビン、ビフジ
ュンチ（ｂｉｆｕｊｕｎｚｈｉ）、クモキシストロビン、エノキサストロビン、フルフェ
ノキシストロビン、ジアシアンジュンチ（ｊｉａｘｉａｎｇｊｕｎｚｈｉ）、ピコキシス
トロビン、ピラオキシストロビン）；メトキシカルバニレート（ｍｅｔｈｏｘｙｃａｒｂ
ａｎｉｌａｔｅ）ストロビルリン殺真菌剤（ピラクロストロビン、ピラメトストロビン、
トリクロピリカルブ）；メトキシイミノアセトアミドストロビルリン殺真菌剤（ジモキシ
ストロビン、フェナミンストロビン、メトミノストロビン、オリサストロビン）；メトキ
シイミノアセテートストロビルリン殺真菌剤（クレソキシムメチル、トリフロキシストロ
ビン）；芳香族殺真菌剤（ビフェニル、クロロジニトロナフタレン、クロロネブ、クロロ
タロニル、クレゾール、ジクロラン、フェンジュントン（ｆｅｎｊｕｎｔｏｎｇ）、ヘキ
サクロロベンゼン、ペンタクロロフェノール、キントゼン、ナトリウムペンタクロロフェ
ノキシド、テクナゼン、トリクロロトリニトロベンゼン）；ヒ素を含む殺真菌剤（アソメ
ート、ウルバシド（ｕｒｂａｃｉｄｅ））；アリールフェニルケトン殺真菌剤（メトラフ
ェノン、ピリオフェノン）；ベンゾイミダゾール殺真菌剤（アルベンダゾール、ベノミル
、カルベンダジム、クロルフェナゾール、シペンダゾール、デバカルブ、フベリダゾール
、メカルビンジド、ラベンザゾール、チアベンダゾール）；ベンゾイミダゾール前駆体殺
真菌剤（フロファネート、チオファネート、チオファネートメチル）；ベンゾチアゾール
殺真菌剤（ベンタルロン、ベンチアバリカルブ、ベンチアゾール（ｂｅｎｔｈｉａｚｏｌ
ｅ）、クロベンチアゾン、プロベナゾール）；植物性殺真菌剤（アリシン、ベルベリン、
カルバクロール、カルボン、オストール、サンギナリン、サントニン）；架橋ジフェニル
殺真菌剤（ビチオノール、ジクロロフェン、ジフェニルアミン、ヘキサクロロフェン、パ
リノール）；カルバメート殺真菌剤（ベンチアバリカルブ、フロファネート、ヨードカル



(70) JP 6892438 B2 2021.6.23

10

20

30

40

50

ブ（ｉｏｄｏｃａｒｂ）、イプロバリカルブ、ピカルブトラゾクス、プロパモカルブ、ピ
リベンカルブ、チオファネート、チオファネートメチル、トルプロカルブ）；ベンゾイミ
ダゾリルカルバメート殺真菌剤（アルベンダゾール、ベノミル、カルベンダジム、シペン
ダゾール、デバカルブ、メカルビンジド）；カルバニレート殺真菌剤（ジエトフェンカル
ブ、ピラクロストロビン、ピラメトストロビン、トリクロピリカルブ）；コナゾール殺真
菌剤、コナゾール殺真菌剤（イミダゾール）（クリンバゾール、クロトリマゾール、イマ
ザリル、オキスポコナゾール、プロクロラズ、トリフルミゾール）；コナゾール殺真菌剤
（トリアゾール）（アザコナゾール、ブロムコナゾール、シプロコナゾール、ジクロブト
ラゾール、ジフェノコナゾール、ジニコナゾール、ジニコナゾールＭ、エポキシコナゾー
ル、エタコナゾール、フェンブコナゾール、フルキンコナゾール、フルシラゾール、フル
トリアホール、フルコナゾール、フルコナゾール・シス、ヘキサコナゾール、イミベンコ
ナゾール、イプコナゾール、メトコナゾール、ミクロブタニル、ペンコナゾール、プロピ
コナゾール、プロチオコナゾール、キンコナゾール、シメコナゾール、テブコナゾール、
テトラコナゾール、トリアジメホン、トリアジメノール、トリチコナゾール、ウニコナゾ
ール、ウニコナゾールＰ）；銅殺真菌剤（アシペタックス－銅、ボルドー液（Ｂｏｒｄｅ
ａｕｘ　ｍｉｘｔｕｒｅ）、バーガンディー液（Ｂｕｒｇｕｎｄｙ　ｍｉｘｔｕｒｅ）、
チェスハント液（Ｃｈｅｓｈｕｎｔ　ｍｉｘｔｕｒｅ）、酢酸銅、炭酸銅、塩基性、水酸
化銅、ナフテン酸銅、オレイン酸銅、オキシ塩化銅（ｃｏｐｐｅｒ　ｏｘｙｃｈｌｏｒｉ
ｄｅ）、ケイ酸銅、硫酸銅、硫酸銅、塩基性、クロム酸銅亜鉛（ｃｏｐｐｅｒ　ｚｉｎｃ
　ｃｈｒｏｍａｔｅ）、クフラネブ、クプロバム、酸化銅（Ｉ）、マンカッパー、オキシ
ン銅、サイセントン（ｓａｉｓｅｎｔｏｎｇ）、チオジアゾール銅（ｔｈｉｏｄｉａｚｏ
ｌｅ－ｃｏｐｐｅｒ））；シアノアクリレート殺真菌剤（ベンザマクリル、フェナマクリ
ル（ｐｈｅｎａｍａｃｒｉｌ））；ジカルボキシイミド殺真菌剤（ファモキサドン、フル
オロイミド）；ジクロロフェニルジカルボキシイミド殺真菌剤（クロゾリネート、ジクロ
ゾリン、イプロジオン、イソバレジオン、ミクロゾリン、プロシミドン、ビンクロゾリン
）；フタルイミド殺真菌剤（カプタホール、キャプタン、ジタリムホス、ホルペット、チ
オクロルフェンヒム）；ジニトロフェノール殺真菌剤（ビナパクリル、ジノブトン、ジノ
カップ、ジノカップ－４、ジノカップ－６、メプチルジノカップ、ジノクトン、ジノペン
トン、ジノスルホン、ジノテルボン、ＤＮＯＣ）；ジチオカルバメート殺真菌剤（アモバ
ム、アソメート、アジチラム、カルバモルフ、クフラネブ、クプロバム、ジスルフィラム
、フェルバム、メタム、ナバム、テコラム、チウラム、ウルバシド（ｕｒｂａｃｉｄｅ）
、ジラム）；環式ジチオカルバメート殺真菌剤（ダゾメット、エテム、ミルネブ）；ポリ
マージチオカルバメート殺真菌剤（マンカッパー、マンコゼブ、マネブ、メチラム、ポリ
カルバメート、プロピネブ、ジネブ）；ジチオラン殺真菌剤（イソプロチオラン、サイジ
ュンマオ（ｓａｉｊｕｎｍａｏ））；燻蒸用殺真菌剤（二硫化炭素、シアン、ジチオエー
テル、臭化メチル、ヨウ化メチル、テトラチオ炭酸ナトリウム）；ヒドラジド殺真菌剤（
ベンキノックス、サイジュンマオ（ｓａｉｊｕｎｍａｏ））；イミダゾール殺真菌剤（シ
アゾファミド、フェナミドン、フェナパニル、グリオジン、イプロジオン、イソバレジオ
ン、ペフラゾエート、トリアゾキシド）；コナゾール殺真菌剤（イミダゾール）（クリン
バゾール、クロトリマゾール、イマザリル、オキスポコナゾール、プロクロラズ、トリフ
ルミゾール）；無機性殺真菌剤（アジ化カリウム、チオシアン酸カリウム、アジ化ナトリ
ウム、硫黄、銅殺真菌剤もまた参照のこと、無機水銀殺真菌剤もまた参照のこと）；水銀
殺真菌剤；無機水銀殺真菌剤（塩化水銀（ＩＩ）、酸化水銀（ＩＩ）、塩化水銀（Ｉ））
；有機水銀殺真菌剤（臭化（３－エトキシプロピル）水銀（ＩＩ）、酢酸エチル水銀（Ｉ
Ｉ）、臭化エチル水銀（ＩＩ）、塩化エチル水銀（ＩＩ）、エチル水銀２，３－ジヒドロ
キシプロピルメルカプチド（ｅｔｈｙｌｍｅｒｃｕｒｙ　２，３－ｄｉｈｙｄｒｏｘｙｐ
ｒｏｐｙｌ　ｍｅｒｃａｐｔｉｄｅ）、エチル水銀ホスフェート、Ｎ－（エチル水銀）－
ｐ－トルエンスルホンアニリド、ヒドラルガフェン、塩化２－メトキシエチル水銀、安息
香酸メチル水銀、メチル水銀ジシアンジアミド、メチル水銀ペンタクロロフェノキシド、
８－フェニル水銀オキシキノリン（８－ｐｈｅｎｙｌｍｅｒｃｕｒｉｏｘｙｑｕｉｎｏｌ
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ｉｎｅ）、フェニル水銀ウレア（ｐｈｅｎｙｌｍｅｒｃｕｒｉｕｒｅａ）、酢酸フェニル
水銀、塩化フェニル水銀、ピロカテコールのフェニル水銀誘導体、硝酸フェニル水銀、サ
リチル酸フェニル水銀、チメロサール（ｔｈｉｏｍｅｒｓａｌ）、トリル水銀アセテート
）；モルホリン殺真菌剤（アルジモルフ、ベンザモルフ、カルバモルフ、ジメトモルフ、
ドデモルフ、フェンプロピモルフ、フルモルフ、トリデモルフ）；有機リン殺真菌剤（ア
ンプロピルホス、ジタリムホス、ＥＢＰ、エジフェンホス、ホセチル、ヘキシルチオホス
、イネジン、イプロベンホス、イゾパムホス（ｉｚｏｐａｍｆｏｓ）、ケジュンリン（ｋ
ｅｊｕｎｌｉｎ）、ホスダイフェン、ピラゾホス、トルクロホスメチル、トリアミホス）
；有機スズ殺真菌剤（デカフェンチン、フェンチン、酸化トリブチルスズ）；オキサチイ
ン（ｏｘａｔｈｉｉｎ）殺真菌剤（カルボキシン、オキシカルボキシン）；オキサゾール
殺真菌剤（クロゾリネート、ジクロゾリン、ドラゾキソロン、ファモキサドン、ヒメキサ
ゾール、メタゾキソロン、ミクロゾリン、オキサジキシル、オキサチアピプロリン、ピリ
ソキサゾール、ビンクロゾリン）；ポリスルフィド殺真菌剤（多硫化バリウム（ｂａｒｉ
ｕｍ　ｐｏｌｙｓｕｌｆｉｄｅ）、多硫化カルシウム（ｃａｌｃｉｕｍ　ｐｏｌｙｓｕｌ
ｆｉｄｅ）、多硫化カリウム（ｐｏｔａｓｓｉｕｍ　ｐｏｌｙｓｕｌｆｉｄｅ）、多硫化
ナトリウム（ｓｏｄｉｕｍ　ｐｏｌｙｓｕｌｆｉｄｅ））；ピラゾール殺真菌剤（ベンゾ
ビンジフルピル、ビキサフェン、フェンピラザミン、フルキサピロキサド、フラメトピル
、イソピラザム、オキサチアピプロリン、ペンフルフェン、ペンチオピラド、ピラクロス
トロビン、ピラメトストロビン、ピラオキシストロビン、ラベンザゾール、セダキサン）
；ピリジン殺真菌剤（ボスカリド、ブチオベート、ジピリチオン、フルアジナム、フルオ
ピコリド、フルオピラム、パリノール、ピカルブトラゾクス、ピリベンカルブ、ピリジニ
トリル、ピリフェノックス、ピリソキサゾール、ピロキシクロル、ピロキシフル、トリク
ロピリカルブ）；ピリミジン殺真菌剤（ブピリメート、ジフルメトリム、ジメチリモール
、エチリモール、フェナリモール、フェリムゾン、ヌアリモール、トリアリモール）；ア
ニリノピリミジン殺真菌剤（シプロジニル、メパニピリム、ピリメタニル）；ピロール殺
真菌剤（ジメタクロン（ｄｉｍｅｔａｃｈｌｏｎｅ）、フェンピクロニル、フルジオキソ
ニル、フルオロイミド）；四級アンモニウム殺真菌剤（ベルベリン、サンギナリン）；キ
ノリン殺真菌剤（エトキシキン、ハラクリネート、８－ヒドロキシキノリンスルフェート
、キナセトール、キノキシフェン、テブフロキン）；キノン殺真菌剤（クロラニル、ジク
ロン、ジチアノン）；キノキサリン殺真菌剤（キノメチオネート、クロルキノックス、チ
オキノックス）；チアジアゾール殺真菌剤（エトリジアゾール、サイセントン（ｓａｉｓ
ｅ
ｎｔｏｎｇ）、チアジアゾール銅（ｔｈｉｏｄｉａｚｏｌｅ－ｃｏｐｐｅｒ）、亜鉛チア
ゾール（ｚｉｎｃ　ｔｈｉａｚｏｌｅ））；チアゾール殺真菌剤（エタボキサム、イソチ
アニル、メトスルホバックス、オクチリノン、オキサチアピプロリン、チアベンダゾール
、チフルザミド）；チアゾリジン殺真菌剤（フルチアニル、チアジフルオール）；チオカ
ルバメート殺真菌剤（メタスルホカルブ、プロチオカルブ）；チオフェン殺真菌剤（エタ
ボキサム、イソフェタミド、シルチオファム）；トリアジン殺真菌剤（アニラジン）；ト
リアゾール殺真菌剤（アミスルブロム、ビテルタノール、フルオトリマゾール、トリアズ
ブチル）；コナゾール殺真菌剤（トリアゾール）（アザコナゾール、ブロムコナゾール、
シプロコナゾール、ジクロブトラゾール、ジフェノコナゾール、ジニコナゾール、ジニコ
ナゾールＭ、エポキシコナゾール、エタコナゾール、フェンブコナゾール、フルキンコナ
ゾール、フルシラゾール、フルトリアホール、フルコナゾール、フルコナゾール・シス、
ヘキサコナゾール、フアンジュンズオ（ｈｕａｎｊｕｎｚｕｏ）、イミベンコナゾール、
イプコナゾール、メトコナゾール、ミクロブタニル、ペンコナゾール、プロピコナゾール
、プロチオコナゾール、キンコナゾール、シメコナゾール、テブコナゾール、テトラコナ
ゾール、トリアジメホン、トリアジメノール、トリチコナゾール、ウニコナゾール、ウニ
コナゾールＰ）；トリアゾロピリミジン殺真菌剤（アメトクトラジン）；ウレア殺真菌剤
（ベンタルロン、ペンシクロン、キナザミド）；亜鉛殺真菌剤（アシペタックス亜鉛、ク
ロム酸銅亜鉛、クフラネブ、マンコゼブ、メチラム、ポリカルバメート、ポリオキソリム
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－亜鉛、プロピネブ、ナフテン酸亜鉛、亜鉛チアゾール（ｚｉｎｃ　ｔｈｉａｚｏｌｅ）
、亜鉛トリクロロフェノキシド（ｚｉｎｃ　ｔｒｉｃｈｌｏｒｏｐｈｅｎｏｘｉｄｅ）、
ジネブ、ジラム）；未分類殺真菌剤（アシベンゾラル、アシペタックス、アリルアルコー
ル、塩化ベンザルコニウム、ベトキサジン、ブロモタロニル（ｂｒｏｍｏｔｈａｌｏｎｉ
ｌ）、キトサン、クロロピクリン、ＤＢＣＰ、デヒドロ酢酸、ジクロメジン、ジエチルピ
ロカーボネート、エチリシン（ｅｔｈｙｌｉｃｉｎ）、フェナミノスルフ、フェニトロパ
ン、フェンプロピジン、ホルムアルデヒド、フルフラール、ヘキサクロロブタジエン、メ
チルイソチオシアネート、ニトロスチレン、ニトロタル－イソプロピル、ＯＣＨ、ペンタ
クロロフェニルラウレート、２－フェニルフェノール、フタリド、ピペラリン、プロパミ
ジン、プロキナジド、ピロキロン、ナトリウムオルトフェニルフェノキシド、スピロキサ
ミン、スルトロペン、チシオフェン、トリシクラゾール）またはメフェノキサム。
本発明の非限定的な実施形態は、以下を包含する：
【０１４１】
１．　以下：
　（ａ）細菌株ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２
５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、も
しくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少なくと
も１つであって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以内のゲノムを
有する細菌株を含む、細菌株またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少なく
とも１つ；ならびに／あるいは
　（ｂ）ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、
ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくは
ＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのいずれか１種に
由来する、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わ
せのうちの少なくとも１つであって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０
１５以内のゲノムを有する細菌株を含む、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子お
よび／もしくは胞子の組み合わせのうちの少なくとも１つ；
を含む、組成物であって、
　ここで前記細菌株、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子
の組み合わせ、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体は、約１０５　ＣＦＵ／ｇ～
約１０１２　ＣＦＵ／ｇまたは約１０５　ＣＦＵ／ｍｌ～約１０１２　ＣＦＵ／ｍｌで存
在し、そしてここで有効量の前記細菌株組成物は、前記植物の目的の農学上の形質を改善
するか、または植物の病気を引き起こす植物病原体を制御する、
組成物。
【０１４２】
２．　前記植物の病気は、真菌性の植物の病気である、実施形態１に記載の組成物。
【０１４３】
３．　前記植物の病気は、アジア型ダイズさび病（ＡＳＲ）である、実施形態１または２
に記載の組成物。
【０１４４】
４．　前記細菌株またはその活性改変体は、約１０５　ＣＦＵ／ｇ～約１０１０　ＣＦＵ
／ｇまたは約１０５　ＣＦＵ／ｍｌ～約１０１０　ＣＦＵ／ｍｌで存在する、実施形態１
～３のいずれか１項に記載の組成物。
【０１４５】
５．　前記組成物は、細胞ペーストを含む、実施形態１～４のいずれか１項に記載の組成
物。
【０１４６】
６．　前記組成物は、水和剤を含む、実施形態１～５のいずれか１項に記載の組成物。
【０１４７】
７．　前記植物病原体は、少なくとも１種の真菌病原体を含む、実施形態１～６のいずれ
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か１項に記載の組成物。
【０１４８】
８．　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ　
ｓｐｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌ
ａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｂ
ｌｕｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ
　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃ
ｅｓ　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇｅｒｓｔｒｏｅｍｉａｅ
、Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒ
ｅａｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ
　ｖｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉ
ｓｃｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄ
ｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈ
ｒｉｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐｌ
ａｓｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕｌ
ａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇ
ｕｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙ
ｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ
、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎ
ｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔ
ｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ
　ｓｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍ
ｉｎｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇ
ｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉ
ｂｏｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒｉ
ｔｉｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉ
ｆｏｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｐｐ．，Ｖ
ｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ、Ｅｒｗｉ
ｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ、Ｍｏｎｉｌ
ｉｎｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇｅｎａからなる群より選
択される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、実施形態７に記載の組成物。
【０１４９】
９．　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　
ｓｏｊｉｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌ
ａｎｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ
、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏ
ｌａ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄ
ｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏ
ｔｙｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔ
ｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒ
ａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ
　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　
ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群より
選択される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、実施形態８に記載の組成物。
【０１５０】
１０．　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉまたはＰｈａ
ｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅを含む、実施形態８に記載の組成物。
【０１５１】
１１．　前記病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉを含む、実施形態
１０に記載の組成物。
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【０１５２】
１２．　以下：
　（ａ）細菌株ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２
５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、も
しくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少なくと
も１つであって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以内のゲノムを
有する細菌株を含む、細菌株またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少なく
とも１つ；ならびに／あるいは
　（ｂ）ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、
ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくは
ＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのいずれか１種に
由来する、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わ
せのうちの少なくとも１つであって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０
１５以内のゲノムを有する細菌株を含む、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子お
よび／もしくは胞子の組み合わせのうちの少なくとも１つ；
を含む細胞ペーストを含む、組成物であって、
　ここで有効量の前記細菌株組成物は、前記植物の目的の農学上の形質を改善するか、ま
たは植物の病気を引き起こす植物病原体を制御する、
組成物。
【０１５３】
１３．　前記植物の病気は、真菌性の植物の病気である、実施形態１２に記載の組成物。
【０１５４】
１４．　前記植物の病気は、アジア型ダイズさび病である、実施形態１２～１３のいずれ
か１項に記載の組成物。
【０１５５】
１５．　前記植物病原体は、少なくとも１種の真菌病原体を含む、実施形態１２～１４の
いずれか１項に記載の組成物。
【０１５６】
１６．　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ
　ｓｐｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏ
ｌａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、
Ｂｌｕｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈ
ｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙ
ｃｅｓ　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇｅｒｓｔｒｏｅｍｉａ
ｅ、Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅ
ｒｅａｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉ
ａ　ｖｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄ
ｉｓｃｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕ
ｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａ
ｈｒｉｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐ
ｌａｓｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕ
ｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅ
ｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔ
ｙｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｐｓｉｃ
ｉ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉ
ｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈ
ｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕ
ｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａ
ｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　
ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅ
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ｉｂｏｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒ
ｉｔｉｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉ
ｉｆｏｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｐｐ．，
Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ、Ｅｒｗ
ｉｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ、Ｍｏｎｉ
ｌｉｎｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇｅｎａからなる群より
選択される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、実施形態１５に記載の組成物
。
【０１５７】
１７．　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ
　ｓｏｊｉｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏ
ｌａｎｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉ
ｉ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃ
ｏｌａ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉ
ｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉ
ｏｔｙｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏ
ｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏ
ｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕ
ｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ
　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群よ
り選択される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、実施形態１６に記載の組成
物。
【０１５８】
１８．　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉまたはＰｈａ
ｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅを含む、実施形態１６に記載の組成物。
【０１５９】
１９．　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉを含む、実施
形態１８に記載の組成物。
【０１６０】
２０．　以下：
　（ａ）細菌株ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２
５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、も
しくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少なくと
も１つであって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以内のゲノムを
有する細菌株を含む、細菌株またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少なく
とも１つ；ならびに／あるいは
　（ｂ）ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、
ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくは
ＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのいずれか１種に
由来する、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わ
せのうちの少なくとも１つであって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０
１５以内のゲノムを有する細菌株を含む、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子お
よび／もしくは胞子の組み合わせのうちの少なくとも１つ；
を含む水和剤を含む、組成物であって、
　ここで有効量の前記細菌株組成物は、前記植物の目的の農学上の形質を改善するか、ま
たは植物の病気を引き起こす植物病原体を制御する、
組成物。
【０１６１】
２１．　前記植物の病気は、真菌性の植物の病気である、実施形態２０に記載の組成物。
【０１６２】
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２２．　前記植物病原体は、少なくとも１種の真菌病原体を含む、実施形態２０または２
１に記載の組成物。
【０１６３】
２３．　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ
　ｓｐｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏ
ｌａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、
Ｂｌｕｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈ
ｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙ
ｃｅｓ　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇｅｒｓｔｒｏｅｍｉａ
ｅ、Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅ
ｒｅａｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉ
ａ　ｖｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄ
ｉｓｃｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕ
ｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａ
ｈｒｉｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐ
ｌａｓｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕ
ｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅ
ｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔ
ｙｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｐｓｉｃ
ｉ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉ
ｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈ
ｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕ
ｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａ
ｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　
ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅ
ｉｂｏｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒ
ｉｔｉｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉ
ｉｆｏｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｐｐ．，
Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ、Ｅｒｗ
ｉｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ、Ｍｏｎｉ
ｌｉｎｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇｅｎａからなる群より
選択される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、実施形態２２に記載の組成物
。
【０１６４】
２４．　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ
　ｓｏｊｉｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏ
ｌａｎｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉ
ｉ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃ
ｏｌａ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉ
ｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉ
ｏｔｙｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏ
ｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏ
ｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕ
ｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ
　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群よ
り選択される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、実施形態２３に記載の組成
物。
【０１６５】
２５．　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉまたはＰｈａ
ｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅを含む、実施形態２３に記載の組成物。
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【０１６６】
２６．　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉを含む、実施
形態２５に記載の組成物。
【０１６７】
２７．　前記活性改変体は、少なくとも１種の除草剤、殺真菌剤、農薬、もしくは他の農
作物保護化学物質に抵抗性である、実施形態２０～２６のいずれか１項に記載の組成物。
【０１６８】
２８．　前記活性改変体は、除草剤、殺真菌剤、農薬、もしくは他の農作物保護化学物質
の圧力の下で選択され、かつ前記除草剤、殺真菌剤、農薬、もしくは他の農作物保護化学
物質に抵抗性である、実施形態２７に記載の組成物。
【０１６９】
２９．　前記活性改変体は、本明細書で提供される細菌株またはその活性改変体を除草剤
抵抗性にする除草剤抵抗性遺伝子で形質転換されており、ここで前記細菌株は、植物の病
気を引き起こす植物病原体を制御する、実施形態２７～２９のいずれか１項に記載の組成
物。
【０１７０】
３０．　前記植物病原体は、ＡＳＲを引き起こす、実施形態２９に記載の組成物。
【０１７１】
３１．　前記除草剤は、グリホサート、グルホシネート（グルタミンシンターゼインヒビ
ター）、スルホニルウレアおよびイミダゾリノン除草剤（分枝鎖アミノ酸合成インヒビタ
ー）からなる群より選択される、実施形態２７～３０のいずれか１項に記載の組成物。
【０１７２】
３２．　以下：
　（ａ）細菌株ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２
５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、も
しくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少なくと
も１つであって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以内のゲノムを
有する細菌株を含む、細菌株またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少なく
とも１つ；あるいは
　（ｂ）ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、
ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくは
ＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのいずれか１種に
由来する、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わ
せのうちの少なくとも１つであって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０
１５以内のゲノムを有する細菌株を含む、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子お
よび／もしくは胞子の組み合わせ；
を含む、細菌株の単離された生物学的に純粋な培養物。
【０１７３】
３３．　前記細菌株は、除草剤、殺真菌剤、農薬、または農作物保護化学物質から選択さ
れる殺生物剤に対して抵抗性であり、前記培養物は、前記殺生物剤の存在下で成長させる
ことによって生産され、前記細菌株は、植物の病気を引き起こす病原体を制御する、実施
形態３３に記載の単離された生物学的に純粋な培養物。
【０１７４】
３４．　前記物学的に純粋な培養物は、グリホサートの存在下で成長できる、実施形態３
３に記載の単離された生物学的に純粋な培養物。
【０１７５】
３５．　前記植物の病気は、真菌性の植物の病気である、実施形態３３～３４のいずれか
１項に記載の単離された生物学的に純粋な培養物。
【０１７６】
３６．　前記植物の病気は、ＡＳＲである、実施形態３５に記載の単離された生物学的に
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純粋な培養物。
【０１７７】
３７．　前記植物病原体は、少なくとも１種の真菌病原体を含む、実施形態３３～３６の
いずれか１項に記載の単離された生物学的に純粋な培養物。
【０１７８】
３８．　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ
　ｓｐｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏ
ｌａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、
Ｂｌｕｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈ
ｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙ
ｃｅｓ　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇｅｒｓｔｒｏｅｍｉａ
ｅ、Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅ
ｒｅａｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉ
ａ　ｖｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄ
ｉｓｃｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕ
ｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａ
ｈｒｉｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐ
ｌａｓｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕ
ｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅ
ｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔ
ｙｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｐｓｉｃ
ｉ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉ
ｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈ
ｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕ
ｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａ
ｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　
ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅ
ｉｂｏｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒ
ｉｔｉｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉ
ｉｆｏｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｐｐ．，
Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ、Ｅｒｗ
ｉｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ、Ｍｏｎｉ
ｌｉｎｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇｅｎａからなる群より
選択される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、実施形態３７に記載の単離さ
れた生物学的に純粋な培養物。
【０１７９】
３９．　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ
　ｓｏｊｉｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏ
ｌａｎｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉ
ｉ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃ
ｏｌａ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉ
ｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉ
ｏｔｙｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏ
ｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏ
ｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕ
ｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ
　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群よ
り選択される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、実施形態３８に記載の単離
された生物学的に純粋な培養物。
【０１８０】
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４０．　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉまたはＰｈａ
ｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅを含む、実施形態３８に記載の単離された生物学的
に純粋な培養物。
【０１８１】
４１．　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉを含む、実施
形態４０に記載の単離された生物学的に純粋な培養物。
【０１８２】
４２．　以下：
　（ａ）ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、
ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくは
ＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体であって、ここで前記活
性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以内のゲノムを有する細菌株を含む、細菌株ま
たはこれらのうちのいずれかの活性改変体；あるいは
　（ｂ）ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、
ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくは
ＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのいずれか１種に
由来する胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わせ
であって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以内のゲノムを有する
細菌株を含む、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み
合わせ；
から成長される、細菌培養物であって、
　ここで前記細菌培養物は、植物の病気を引き起こす植物病原体に対して抗病原体活性を
有しかつグルホシネートの存在下で成長できるか、または有効量の前記細菌培養物は、前
記植物の目的の農学上の形質を改善する、
細菌培養物。
【０１８３】
４３．　前記植物の病気は、真菌性の植物の病気である、実施形態４２に記載の細菌培養
物。
【０１８４】
４４．　前記植物の病気は、ＡＳＲである、実施形態４３に記載の細菌培養物。
【０１８５】
４５．　前記植物病原体は、少なくとも１種の真菌病原体を含む、実施形態４２～４４の
いずれか１項に記載の細菌培養物。
【０１８６】
４６．　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ
　ｓｐｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏ
ｌａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、
Ｂｌｕｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈ
ｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙ
ｃｅｓ　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇｅｒｓｔｒｏｅｍｉａ
ｅ、Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅ
ｒｅａｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉ
ａ　ｖｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄ
ｉｓｃｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕ
ｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａ
ｈｒｉｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐ
ｌａｓｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕ
ｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅ
ｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔ
ｙｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｐｓｉｃ
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ｉ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉ
ｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈ
ｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕ
ｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａ
ｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　
ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅ
ｉｂｏｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒ
ｉｔｉｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉ
ｉｆｏｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｐｐ．，
Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ、Ｅｒｗ
ｉｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ、Ｍｏｎｉ
ｌｉｎｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇｅｎａからなる群より
選択される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、実施形態４５に記載の細菌培
養物。
【０１８７】
４７．　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ
　ｓｏｊｉｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏ
ｌａｎｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉ
ｉ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃ
ｏｌａ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉ
ｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉ
ｏｔｙｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏ
ｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏ
ｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕ
ｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ
　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群よ
り選択される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、実施形態４６に記載の細菌
培養物。
【０１８８】
４８．　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉまたはＰｈａ
ｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅを含む、実施形態４６に記載の細菌培養物。
【０１８９】
４９．　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉを含む、実施
形態４８に記載の細菌培養物。
【０１９０】
５０．　植物の病気に感受性である植物を生長させるか、または植物において目的の農学
上の形質を改善するための方法であって、前記方法は、前記植物に、
　（ａ）有効量の、細菌株ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、Ａ
ＩＰ１５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９
５８９、もしくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうち
の少なくとも１種であって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以内
のゲノムを有する細菌株を含む、少なくとも１種；ならびに／あるいは
　（ｂ）有効量の、ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１
５２５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９
、もしくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのいず
れか１種に由来する胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の
組み合わせのうちの少なくとも１種であって、ここで前記改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０
．０１５以内のゲノムを有する細菌株を含む、少なくとも１種、
を適用する工程を包含し；
ここで前記有効量は、少なくとも約１０１２～１０１６　コロニー形成単位（ＣＦＵ）／
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ヘクタールを含み、前記有効量は、前記植物の病気を引き起こす植物病原体を制御するか
、または前記目的の農学上の形質を改善する、
方法。
【０１９１】
５１．　前記方法は、前記植物の病気に感受性である植物の収量を増大させる、実施形態
５０に記載の方法。
【０１９２】
５２．　前記植物の病気は、真菌病原体によって引き起こされる植物の病気である、実施
形態５０または５１に記載の方法。
【０１９３】
５３．　前記植物の病気は、アジア型ダイズさび病（ＡＳＲ）である、実施形態５２に記
載の方法。
【０１９４】
５４．　前記植物病原体は、少なくとも１種の真菌病原体を含む、実施形態５０～５３の
いずれか１項に記載の方法。
【０１９５】
５５．　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ
　ｓｐｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏ
ｌａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、
Ｂｌｕｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒｉｔｉｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈ
ｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙ
ｃｅｓ　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｌａｇｅｒｓｔｒｏｅｍｉａ
ｅ、Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅ
ｒｅａｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄａ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉ
ａ　ｖｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄ
ｉｓｃｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕ
ｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａ
ｈｒｉｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐ
ｌａｓｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｃｒｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕ
ｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅ
ｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔ
ｙｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｐｓｉｃ
ｉ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉ
ｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈ
ｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕ
ｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａ
ｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　
ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅ
ｉｂｏｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒ
ｉｔｉｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉ
ｉｆｏｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｐｐ．，
Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ、Ｅｒｗ
ｉｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏｌａ、Ｍｏｎｉ
ｌｉｎｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃｔｉｇｅｎａからなる群より
選択される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、実施形態５４に記載の方法。
【０１９６】
５６．　前記植物病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ
　ｓｏｊｉｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏ
ｌａｎｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉ
ｉ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃ
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ｏｌａ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉ
ｄｅｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉ
ｏｔｙｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏ
ｔｉａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏ
ｒａ　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕ
ｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ
　ｐａｃｈｙｒｉｚｉ、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群よ
り選択される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を含む、実施形態５５に記載の方法
。
【０１９７】
５７．　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉまたはＰｈａ
ｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅを含む、実施形態５５に記載の方法。
【０１９８】
５８．　前記植物病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉを含む、実施
形態５７に記載の方法。
【０１９９】
５９．　栽培地において植物の病気を引き起こす植物病原体を制御する方法であって、前
記方法は、
　（ａ）前記栽培地に、前記植物の病気に感受性である種子または植物を植える工程；お
よび
　（ｂ）前記植物の病気に感受性である植物に、以下：
　　（ｉ）ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１
、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしく
はＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体；あるいは
　　（ｉｉ）ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５
１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もし
くはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのいずれか１
種に由来する、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み
合わせであって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以内のゲノムを
有する細菌株を含む、胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子
の組み合わせ、
を含む、有効量の少なくとも１種の細菌株を適用する工程を包含し；
　そしてここで前記有効量は、少なくとも約１０１２～１０１６　コロニー形成単位（Ｃ
ＦＵ）／ヘクタールを含む、
方法。
【０２００】
６０．　前記植物は、真菌性の植物の病気に感受性である、実施形態５９に記載の方法。
【０２０１】
６１．　前記植物は、アジア型ダイズさび病（ＡＳＲ）に感受性である、実施形態６０に
記載の方法。
【０２０２】
６２．　ＡＳＲに感受性である前記植物は、ダイズである、実施形態６１に記載の方法。
【０２０３】
６３．　前記組成物は、１種もしくはこれより多くの真菌病原体を制御する、実施形態５
９～６２のいずれか１項に記載の方法。
【０２０４】
６４．　前記１種もしくはこれより多くの真菌病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒ
ｅａ、Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃ
ｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃ
ｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｂｌｕｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒ
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ｉｔｉｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈ
ｉｉ、Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃｅｓ　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　
ｌａｇｅｒｓｔｒｏｅｍｉａｅ、Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌ
ｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄ
ａ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｖｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏ
ｅｏｓｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉｓｃｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　
ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏ
ｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏ
ｓｐｏｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｐｙｔｈｉｕｍ
　ｃｒｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ
、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐ
ｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐ
ｈｔｈｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐ
ｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉ
ｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎ
ｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ
、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏ
ｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、
Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚ
ｉ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒｉｔｉｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、
Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉｆｏｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐ
ｕｃｃｉｎｉａ　ｓｐｐ．，Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉ
ｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ、Ｅｒｗｉｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒ
ｕｃｔｉｃｏｌａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃ
ｔｉｇｅｎａからなる群より選択される、実施形態６３に記載の方法。
【０２０５】
６５．　前記組成物は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓ
ｏｊｉｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａ
ｎｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、
Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌ
ａ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅ
ｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔ
ｙｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉ
ａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ
　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　
ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐ
ａｃｈｙｒｉｚｉ、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群より選
択される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を制御する、実施形態６４に記載の方法
。
【０２０６】
６６．　前記１種もしくはこれより多くの真菌病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃ
ｈｙｒｈｉｚｉまたはＰｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅを含む、実施形態６４
に記載の方法。
【０２０７】
６７．　前記１種もしくはこれより多くの真菌病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃ
ｈｙｒｈｉｚｉを含む、実施形態６６に記載の方法。
【０２０８】
６８．　前記方法は、有効量の殺生物剤を適用する工程をさらに包含し、ここで有効量の
前記殺生物剤は、目的の生物を選択的に制御すると同時に、作物に有意に損傷を与えない
、実施形態５９～６７のいずれか１項に記載の方法。
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【０２０９】
６９．　前記細菌株またはその活性改変体および前記殺生物剤は、同時に適用される、実
施形態６８に記載の方法。
【０２１０】
７０．　前記細菌株またはその活性改変体および前記殺生物剤は、逐次的に適用される、
実施形態６８に記載の方法。
【０２１１】
７１．　前記殺生物剤は、殺真菌剤である、実施形態６８～７０のいずれか１項に記載の
方法。
【０２１２】
７２．　改変された細菌株を作製する方法であって、前記方法は、
　（ａ）ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、
ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくは
ＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体を含む少なくとも１種の
細菌株の集団を提供する工程であって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．
０１５以内のゲノムを有する細菌株を含み、前記細菌株は、目的の殺生物剤に感受性であ
る、工程；
　（ｂ）前記細菌株を、前記目的の殺生物剤の存在下で培養する工程；ならびに
　（ｃ）前記目的の殺生物剤に対して増大した抵抗性を有する改変された細菌株を選択す
る工程、
を包含する、方法。
【０２１３】
７３．　前記培養する工程は、前記殺生物剤の濃度を経時的に増大させる工程を包含する
、実施形態７２に記載の方法。
【０２１４】
７４．　前記殺生物剤は、グリホサートまたはグルホシネートである、実施形態７２また
は７３に記載の方法。
【０２１５】
７５．　植物の病気を処理または防止するための方法であって、前記方法は、植物の病気
を有するかまたは植物の病気を発生させるリスクのある植物に、有効量の、
　（ａ）細菌株ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２
５１、ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、も
しくはＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちの少なくと
も１種であって、ここで前記活性改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以内のゲノムを
有する細菌株を含む、少なくとも１種；ならびに／あるいは
　（ｂ）ＡＩＰ２７５１１、ＡＩＰ３５１７４、ＡＩＰ２５７７３、ＡＩＰ１５２５１、
ＡＩＰ６１８９２、ＡＩＰ７９４２８、ＡＩＰ１４９３１、ＡＩＰ３９５８９、もしくは
ＡＩＰ３６８９５、またはこれらのうちのいずれかの活性改変体のうちのいずれか１種に
由来する胞子、もしくは前胞子、または細胞、前胞子および／もしくは胞子の組み合わせ
のうちの少なくとも１種であって、ここで前記改変体は、Ｍａｓｈ距離　約０．０１５以
内のゲノムを有する細菌株を含む、少なくとも１種、
を適用する工程を包含し；
ここで前記有効量は、少なくとも約１０１２～１０１６　ＣＦＵ／ヘクタールを含み、前
記細菌株は、前記植物の病気を引き起こす植物病原体を制御する、
方法。
【０２１６】
７６．　前記細菌株またはその活性改変体は、１種もしくはこれより多くの植物の病気を
処理または防止する、実施形態７５に記載の方法。
【０２１７】
７７．　前記１種もしくはこれより多くの植物の病気は、１種もしくはこれより多くの真
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菌性の植物の病気を含む、実施形態７６に記載の方法。
【０２１８】
７８．　前記１種もしくはこれより多くの真菌性の植物の病気は、アジア型ダイズさび病
（ＡＳＲ）を含む、実施形態７７に記載の方法。
【０２１９】
７９．　前記細菌株またはその活性改変体は、１種もしくはこれより多くの病原体を制御
する、実施形態７５～７８のいずれか１項に記載の方法。
【０２２０】
８０．　前記１種もしくはこれより多くの病原体は、１種もしくはこれより多くの真菌病
原体を含む、実施形態７９に記載の方法。
【０２２１】
８１．　前記１種もしくはこれより多くの真菌病原体は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒ
ｅａ、Ｃｅｒｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐｐ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ、Ｃｅｒｃ
ｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃ
ｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｂｌｕｍｅｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．　ｓｐ．　Ｔｒ
ｉｔｉｃｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈ
ｉｉ、Ｇｏｌｏｖｉｎｏｍｙｃｅｓ　ｃｉｃｈｏｒａｃｅａｒｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　
ｌａｇｅｒｓｔｒｏｅｍｉａｅ、Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｐａｎｎｏｓａ、Ｃｏｌｌ
ｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌｅ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｅｒｒａｂｕｎｄ
ａ、Ａｐｉｏｇｎｏｍｏｎｉａ　ｖｅｎｅｔａ、Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏ
ｅｏｓｐｏｒｉｏｄｅｓ、Ｄｉｓｃｕｌａ　ｆｒａｘｉｎｅａ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　
ｖｉｔｉｃｏｌａ、Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅｎｓｉｓ、Ｐｅｒｏ
ｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃｔｕｃａｅ、Ｐｅｒｏｎｏ
ｓｐｏｒａ　ｌａｍｉｉ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｏｂｄｕｓｃｅｎｓ、Ｐｙｔｈｉｕｍ
　ｃｒｙｐｔｏｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ
、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉｒｒｅｇｕｌａｒｅ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐ
ｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐ
ｈｔｈｏｒａ　ｃａｐｓｉｃｉ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ、Ｐ
ｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｔｒｏｐｉ
ｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎ
ｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ
、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ　ｚｅａｅ、Ｃｏ
ｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｓｐ．、
Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｉｚ
ｉ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｔｒｉｔｉｃｉｎａ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ、
Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｓｔｒｉｉｆｏｒｍｉｓ、Ｐｕｃｃｉｎｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ、Ｐ
ｕｃｃｉｎｉａ　ｓｐｐ．，Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ、Ｖｅｒｔｉｃｉ
ｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ、Ｅｒｗｉｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒ
ｕｃｔｉｃｏｌａ、Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ　ｌａｘ、およびＭｏｎｉｌｉｎｉａ　ｆｒｕｃ
ｔｉｇｅｎａからなる群より選択される、実施形態８０に記載の方法。
【０２２２】
８２．　前記組成物は、Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ、Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓ
ｏｊｉｎａ、Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ、Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａ
ｎｉ、Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｎｅｃａｔｏｒ、Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｘａｎｔｈｉｉ、
Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｃｅｒｅａｌ、Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌ
ａ、Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｂｅｌｂａｈｒｉｉ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅ
ｒｍａｔｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｓｙｌｖａｔｉｃｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔ
ｙｌｕｍ、Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｎｉｃｏｔｉ
ａｎａｅ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ
　ｔｒｏｐｉｃａｌｉｓ、Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｓｏｊａｅ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　
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ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｏｌａｎｉ、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐ
ａｃｈｙｒｉｚｉ、およびＶｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓａからなる群より選
択される１種もしくはこれより多くの真菌病原体を制御する、実施形態８１に記載の方法
。
【０２２３】
８３．　前記１種もしくはこれより多くの真菌病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃ
ｈｙｒｈｉｚｉまたはＰｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅを含む、実施形態８１
に記載の方法。
【０２２４】
８４．　前記１種もしくはこれより多くの真菌病原体は、Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃ
ｈｙｒｈｉｚｉを含む、実施形態８３に記載の方法。
【０２２５】
　以下の実施例は、例証のために提供されるのであって、限定のために提供されるのでは
ない。
【実施例】
【０２２６】
　実施例１：
　材料および方法
　植物材料：　感受性ダイズ品種Ｗｉｌｌｉａｍｓ　８２を、切断葉（ｄｅｔａｃｈｅｄ
－ｌｅａｆ）技術（Ｔｗｉｚｅｙｉｍａｎａ　ａｎｄ　Ｈａｒｔｍａｎ，　２０１０）を
使用して、および生育チャンバ中の全植物体を使用して、株評価において使用した。簡潔
には、ダイズ種子を、　１８セルプラスチック挿入物中に蒔き、これにソイルレスミック
ス（Ｓｕｎｓｈｉｎｅ　Ｍｉｘ，　ＬＣ１；　Ｓｕｎ　Ｇｒｏ　Ｈｏｒｔｉｃｕｌｔｕｒ
ｅ　Ｉｎｃ．，　Ｂｅｌｌｅｖｕｅ，　ＷＡ）を満たし、平箱の中に置いた。セルに、蒔
いたときに、遅延放出ペレット（Ｏｓｍｏｃｏｔｅ　１９－６－１２；　２ペレット／ｃ
ｍ２）を施肥した。平箱を、７０％　相対湿度（ＲＨ）で、１４時間明および１０時間暗
の毎日のサイクルで、それぞれ２４℃および２０℃において維持した生育チャンバ（Ｐｅ
ｒｃｉｖａｌ　Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ，　Ｉｎｃ．，　Ｂｏｏｎｅ，　ＩＡ）の中で維持
した。
【０２２７】
　細菌株：　細菌株を、Ｌｕｒｉａ　Ｂｅｒｔａｎｉ培地上に、または液体培養（１Ｌあ
たり、ＮａＣｌ（５ｇ）、トリプトン（１０ｇ）、ニュートリエントブロス（８ｇ）、Ｃ
ａＣｌ２（０．１４ｍＭ）、ＭｇＣｌ２・６Ｈ２Ｏ（０．２ｍＭ）、およびＭｎＣｌ２・
４Ｈ２Ｏ（０．０１ｍＭ）からなるＣＨＡ培地）において、プレートし、精製して、単一
のコロニーを得た。単一のコロニーを形態学的にまたは分子技術を使用して特徴付けた。
【０２２８】
　Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ単離体：　単離体ＦＬ０７－１を、全て
の接種物中で使用した。その単離体は、２００７年にＧａｄｓｅｄｅｎ　Ｃｏｕｎｔｙ（
Ｆｌｏｒｉｄａ）から集めたダイズ感染葉から得た単一の胞子単離体である。
【０２２９】
　株評価：
　切断葉に対する評価：　簡潔には、葉のディスク（各３ｃｍ直径）に、１２０μｌのＰ
．　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉの細菌株（１×１０８　胞子／ｍｌ　水）を噴霧した。葉のデ
ィスクに、細菌株の適用の１日後に、１２０μｌ　Ｐ．　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉの胞子懸
濁物（１×１０４　胞子／ｍｌ　滅菌蒸留水）を接種した。上記細菌株およびＰ．ｐａｃ
ｈｙｒｈｉｚｉ接種物の適用の両方を、空気コンプレッサーに取り付けた噴霧器を使用し
て行った（Ｔｗｉｚｅｙｉｍａｎａ　ａｎｄ　Ｈａｒｔｍａｎ，　２０１０）。葉のディ
スクを、プラスチック容器（Ｂｌｉｓｔｅｒ　Ｂｏｘ　２０×２０ｃｍ，　Ｐｌａｃｏｎ
，　Ｍａｄｉｓｏｎ，　ＷＩ）中で、飽和２０×２０ｃｍ　濾紙（Ｗｈａｔｍａｎ　Ｉｎ
ｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｌｔｄ．，　Ｋｅｎｔ，　Ｅｎｇｌａｎｄ）上に向軸面を下に
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して置いた；２枚の濾紙を１箱あたり使用した。葉のディスクの入った箱を、遮光して１
２時間インキュベートし、続いて、２３℃および９５％　ＲＨで維持した組織チャンバ（
Ｐｅｒｃｉｖａｌ　Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ，　Ｉｎｃ．）の中で１３時間明（３８０ｕｍ
ｏｌ　ｍ－２ｓ－１）および１１時間暗のサイクルでインキュベートした。インキュベー
ションの前に、箱をジップバッグ（Ｗｅｂｓｔｅｒ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ，　Ｐｅａｂ
ｏｄｙ，　ＭＡ）の中に入れた。その実験設計は、２つの複製を伴う完全乱塊法（ｒａｎ
ｄｏｍｉｚｅｄ　ｃｏｍｐｌｅｔｅ　ｂｌｏｃｋ　ｄｅｓｉｇｎ）であり、１回反復した
。
【０２３０】
　全植物体に対する評価：　細菌株を、それらの夏胞子層の計数に基づいて初期スクリー
ニング（葉のディスクを使用して行った）から選択し、生育チャンバ中での全植物体に対
して評価した。この評価では、植物がＶ２ステージ（Ｆｅｈｒら　１９７１）にあるとき
に、第１の完全に拡がった三つ葉に、上記細菌株を噴霧し、Ｐ．ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉで
の接種を、切断葉評価において記載されるように１日後に行った。噴霧した植物を、それ
ぞれ、２２℃および２４℃において、７５％　ＲＨでの生育チャンバ中、１４時間および
１０時間の明暗の１日サイクルで維持した。その実験設計は、３つの複製を伴う完全乱塊
法であり、１回反復した。
【０２３１】
　データ収集および結果：
　両方の評価において、記録したデータは、接種後１４日間記録した１ｃｍ直径の円の中
の夏胞子層の数（夏胞子層の計数）であった。１ｃｍ直径の円の中で＜１０　夏胞子層を
有する９個の細菌株を、生育チャンバ中の全植物体に対する評価後に、圃場で試験するた
めに選択した（図１および表２）。
【表２】

【０２３２】
　実施例２．培養法
　細菌株を、ＣＨＡ培地（これは、１Ｌあたり、ＮａＣｌ（５ｇ）、トリプトン（１０ｇ
）、ニュートリエントブロス（８ｇ）、ＣａＣｌ２（０．１４ｍＭ）、ＭｇＣｌ２・６Ｈ

２Ｏ（０．２ｍＭ）、およびＭｎＣｌ２・４Ｈ２Ｏ（０．０１ｍＭ）からなる）中で培養
した。表３は、インキュベーション時間、達成された細菌の濃度（ＣＦＵ／ｍｌ）および
胞子形成のパーセンテージをまとめる。
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【表３】

【０２３３】
　実施例３．種々の細菌株もしくはその活性改変体の圃場試験
　表２に記載される種々の細菌株を、圃場のダイズに適用する。処理を、ＡＳＲ処理に関
する一般処理ガイドラインに従って均一な植物カバレッジを達成するために処理を適用す
るようにして、１６．８ガロン／エーカーで適用する。第１の処理を、Ｒ１で適用し、追
跡処理を、第１の処理の１４日後および２８日後に適用する。その具体的処理を以下に概
説する。
　処理：
１．　非処理チェック
２．　接種チェック
３．　６．２オンス／エーカーでＱｕａｄｒｉｓ
４．　２．１オンス／エーカーでＱｕａｄｒｉｓ
５．　７．５ｇ／ＬでＡＩＰ２７５１１
６．　７．５ｇ／ＬでＡＩＰ３５１７４
７．　７．５ｇ／ＬでＡＩＰ２５７７３
８．　７．５ｇ／ＬでＡＩＰ１５２５１
９．　７．５ｇ／ＬでＡＩＰ６１８９２
１０．　７．５ｇ／ＬでＡＩＰ７９４２８
１１．　７．５ｇ／ＬでＡＩＰ１４９３１
１２．　７．５ｇ／ＬでＡＩＰ３９５８９
１３．　７．５ｇ／ＬでＡＩＰ３６８９５
【０２３４】
　実施例４．種々の細菌株もしくはその活性改変体の圃場試験
　表２に記載される種々の細菌株を、圃場のダイズに適用する。細菌株処理を、ＡＳＲ処



(89) JP 6892438 B2 2021.6.23

10

20

30

40

理に関する一般処理ガイドラインに従って均一な植物カバレッジを達成するために処理を
適用するようにして、２０ガロン／エーカーで適用する。第１の処理を、Ｒ１で適用し、
追跡処理を、第１の処理の１４日後に適用する。その具体的処理を以下に概説する。
　処理：
１．　非処理チェック
２．　接種チェック
３．　６．２オンス／エーカーでＱｕａｄｒｉｓ
４．　２．１オンス／エーカーでＱｕａｄｒｉｓ
５．　７．５ｇ／ＬでＡＩＰ２７５１１
６．　７．５ｇ／ＬでＡＩＰ３５１７４
７．　７．５ｇ／ＬでＡＩＰ２５７７３
８．　７．５ｇ／ＬでＡＩＰ１５２５１
９．　７．５ｇ／ＬでＡＩＰ６１８９２
１０．　７．５ｇ／ＬでＡＩＰ７９４２８
１１．　７．５ｇ／ＬでＡＩＰ１４９３１
１２．　７．５ｇ／ＬでＡＩＰ３９５８９
１３．　７．５ｇ／ＬでＡＩＰ３６８９５
【０２３５】
　実施例５．ダイズモック種子処理／畝間（Ｉｎ－Ｆｕｒｒｏｗ）に関するＲｈｉｚｏｃ
ｔｏｎｉａ立ち枯れ病アッセイ
　１１～１４日齢のＲｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ感染子実をすり潰した。その
すり潰した接種物を、＃１０スクリーンを通してふるいにかけて、十分にすり潰されてい
ないいかなる子実をも除去した。そのすり潰してふるいにかけた感染子実を、容積で１リ
ットルの土壌ミックスに対してすり潰した接種物を１．５グラムで、Ｆａｆａｒｄスーパ
ーファイン発芽培地に添加した。発芽ミックス、接種物、および７５リットルの発芽培地
あたり１リットルの水を、セメントミキサーに添加し、全てが十分に一体化するまで混合
した。その十分に一体化した培地－接種物材料を、第２のふた付き保持容器の中に入れ、
アッセイにおいて使用する前に２０℃において１８時間保持した。
【０２３６】
　６０６セルの植え付けトレイに、接種された発芽培地を堅く詰め込みすぎないように確
認して、その培地を満たした。１粒のダイズ種子を、６０６セルごとに蒔いて、１．５～
２ｃｍの深さに埋め、処理を液体製剤として適用する場合には、植え穴を開いたままにし
た。個々の植え付けセルを、セル／種子あたり３ｍｌにおいて、表１に示される再懸濁し
た株のうちの１種で処理した。種子処理は、その種子の上部に対して直接行った。一旦処
理を適用した後に、その振盪平箱を軽く振盪して、植え穴を閉じた。その植え付けトレイ
に軽く水を遣り、平箱上の育苗ドーム（ｈｕｍｉｄｉｔｙ　ｄｏｍｅ）内に置いた。３～
４日後に、平箱を水分に関してチェックし、必要に応じて軽く水を遣って、セルが一様に
湿っているようにした。その育苗ドームを、水遣りの後に交換した。
【０２３７】
　データ収集および結果：　１０～１２日後、そのアッセイを評価して、発芽した種子の
数を決定した。データを、１処理あたり合計６粒の種子の中で発芽した種子のパーセント
として報告する。発芽率≧５０％を有しかつ非接種コントロールに匹敵する８株を、圃場
試験のために選択した（表４）。
【０２３８】
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【表４】

【０２３９】
　実施例６．種々の細菌株の製剤化法
　実施例２で生産した培養物を、２０分間、１０，０００ｒｐｍで遠心分離して、ペレッ
トを生産した。その上清を流し捨て、培養液の別の容積を先のペレットに添加し、再び遠
心分離した（これは、各採取に必要とされる遠心分離チューブの数を減らすためであった
）。
【０２４０】
　最終生産物材料を、５％（ペレットの質量で）のグリセロールをその細胞ペレットに添
加することによって生産し、次いで、スパチュラで混合した。２０％（質量で）のＭｉｃ
ｒｏｃｅｌ　Ｅをフードプロセッサーに移し、グリセロール／ペレットを、そのＭｉｃｒ
ｏｃｅｌの上に注いだ。この材料を、フードプロセッサーのナイフブレードアタッチメン
トを使用して１０秒以内でブレンドした。その生産物を４０℃で一晩、およそ０．３のａ

ｗになるまで乾燥させた。
【０２４１】
　実施例７．アジア型ダイズさび病に対する細菌株の温室評価
　植物材料および細菌株：　品種Ｗｉｌｌｉａｍｓ　８２を、これらの実験において使用
した。細菌株を、以下のように調製した。発酵培養ブロスを遠沈し、そのペレット質量を
秤量した。ペレット物質のうちの各１００ｇに対して、５ｇのグリセロールを添加した（
ペレット質量のうちの５％）。グリセロールを、均質な粘稠性が達成されるまで手で混合
した。合計２０ｇ（細胞ペーストの２０重量％）のＭｉｃｒｏｃｅｌ　Ｅ（Ｉｍｅｒｙ’
ｓ　Ｃｅｌｉｔｅ）を、Ｓａｂａｔｉｅｒブレードを備えたフードプロセッサーに添加し
た。細胞ペースト、グリセロール、およびＭｉｃｒｏｃｅｌを、部分的に乾燥した団粒様
構造へと短時間ホモジナイズした。この最終生産物を、アルミニウムトレイに拡げ、４０
℃で一晩乾燥させた。一旦その生産物の乾燥状態が０．３もしくはこれより低い水分活性
に達した後、それを製粉し、ふるいにかけ、４℃で貯蔵した。
【０２４２】
　Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ単離体：　上記の単離体ＦＬ０７－１を
、イリノイでの実験に使用し、２０１４年および２０１５年に集めた胞子の混合物を、フ
ロリダでの実験において使用した。
【０２４３】
　温室株評価：　イリノイでは、バイオセーフティーレベル２の温室の中で２回の試験を
行った。温室の中の条件を、１，０００－Ｗ　メタルアーク高輝度ランプ（Ｓｙｌｖａｎ
ｉａ，　Ｄａｎｖｅｒｓ，　ＭＡ）によって提供される補光を用いて、１６時間　明期の
下で２２±２℃に設定した。Ｗｉｌｌｉａｍｓ　８２の種子を、５インチポット中のソイ
ルレスミックス（Ｓｕｎｓｈｉｎｅ　Ｍｉｘ，　ＬＣ１；　Ｓｕｎ　Ｇｒｏ　Ｈｏｒｔｉ
ｃｕｌｔｕｒｅ　Ｉｎｃ．）に蒔き、蒔いたときに、遅延放出ペレット（Ｏｓｍｏｃｏｔ
ｅ　１９－６－１２；　１～２ペレット／ｃｍ２）を施肥した。発芽後に、植物を１ポッ
トあたり１植物体に間引きした。実験設計は、各処理につき４つの複製を伴う完全乱塊法
であった。植物に、生長ステージＶ２ステージ（Ｆｅｈｒら　１９７１）においてプロト
コルに従って株を噴霧し、株適用の一日後に、手動噴霧機を使用して流れ出るまで、それ
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らに単離体ＦＬ０７－１の胞子懸濁物（１×１０５　胞子／ｍｌ　滅菌蒸留水）を接種し
た。接種した植物を、ミストチャンバの中に一晩置いておき、次いで、症状の発生のため
に温室の作業台へと移動させた。１４日後、植物をプロトコルに従って再処理した。第２
の処理の６日後に、さび病の重篤度データを記録した。
【０２４４】
　フロリダでは、Ｗｉｌｌｉａｍｓ　８２の種子を、Ｍｅｔｒｏ　Ｍｉｘ　３００（Ｓｕ
ｎ　ＧｒｏＨｏｒｔｉｃｕｌｔｕｒａｌ　Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｏｒｓ　Ｉｎｃ．，　Ｂｅ
ｌｌｅｖｕｅ，　ＷＡ）を含む２２．８ｃｍ直径のプラスチックポットに蒔いた。植物を
、平均温度２６℃および平均相対湿度６１％において、金属製作業台の上でさび病なしの
ガラス温室の中で維持した。発芽後に、植物を１ポットあたり１植物体に間引きした。実
験設計は、各処理につき３つの複製を伴う完全乱塊法であった。植物に、生長ステージＲ
１ステージ（Ｆｅｈｒら　１９７１）においてプロトコルに従って株を噴霧し、１日後に
、Ｐ．ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉの混合物を使用して接種した。株処理を、第１の処理の１４
日後に再適用した。さび病の重篤度を、植物がＲ４ステージもしくは５ステージにあると
きに記録した。
【０２４５】
　データ収集：　イリノイでは、さび病の重篤度を、接種した三つ葉の各小葉から任意に
選択した１ｃｍ直径の円の中で胞子形成している夏胞子層の数を計数することによってス
コア付けした。そのデータを表５に示す。フロリダでは、記録したデータは、無作為に選
択した植物のうちの％ダイズさび病重篤度であった。そのデータを表６に示す。
【０２４６】
　表５．イリノイで行われた温室実験において種々の細菌株で処理した葉組織の１ｃｍ直
径の円１つあたりの胞子形成している夏胞子層の数。（－）は、「試験されなかった」を
示す。異なる文字（例えば、ａ、ａｂ、ｂ、ｃ、ｃｄ、ｄ、ｅ）によって表されるサンプ
ルは、統計的に有意差のある値を有した。
【表５】

【０２４７】
　表６．フロリダで行われた温室実験において種々の細菌株で処理したダイズ植物のパー
セントさび病重篤度。（－）は、「試験されなかった」を示す。異なる文字（例えば、ａ
、ａｂ、ｂ、ｃ、ｃｄ、ｄ、ｅ）によって表されるサンプルは、統計的に有意差のある値
を有した。
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【表６】

【０２４８】
　実施例８．フロリダでのアジア型ダイズさび病に対する圃場評価
　圃場実験を、２０１５年にフロリダにおいて、クインシーのＮｏｒｔｈ　Ｆｌｏｒｉｄ
ａ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　ａｎｄ　Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ　Ｃｅｎｔｅｒで行った。評価の間
の７月から９月までの月平均温度は、２４～２７℃の範囲に及んだ。植物材料、細菌株お
よびＰ．ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ単離体は、フロリダでの温室実験（実施例７）に記載され
るものに類似であった。植物に、Ｒ１生長ステージ（Ｆｅｈｒら　１９７１）においてプ
ロトコルに従って株を噴霧し、１日後に、Ｐ．ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉの混合物を使用して
接種し、その後に天然の感染を行った。株処理を、第１の処理の１４日後に再適用した。
【０２４９】
　％ダイズさび病重篤度を、Ｒ５ステージにおいて無作為に選択した植物から記録した。
そのデータを表７に示す。
【０２５０】
表７．フロリダで行った圃場試験において種々の細菌株で処理したダイズ植物の％さび病
重篤度。（－）は、「試験されなかった」を示す。異なる文字（例えば、ａ、ａｂ）によ
って表されるサンプルは、統計的に有意差のある値を有した。
【表７】

【０２５１】
　実施例９．Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ立ち枯れ病アッセイ－－ダイズモック種子処理／畝
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　１１～１４日齢のＲｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ感染子実をすり潰す。そのす
り潰した接種物を、＃１０スクリーンを通してふるいにかけて、十分にすり潰されていな
いいかなる子実をも除去する。そのすり潰してふるいにかけた感染子実を、容積で１リッ
トルの土壌ミックスに対してすり潰した接種物を１．５グラムで、Ｆａｆａｒｄスーパー
ファイン発芽培地に添加する。発芽ミックス、接種物、および７５リットルの発芽培地あ
たり１リットルの水を、セメントミキサーに添加し、全てが十分に一体化するまで混合す
る。その十分に一体化した培地－接種物材料を、第２のふた付き保持容器の中に入れ、ア
ッセイにおいて使用する前に２０℃において１８時間保持する。
【０２５２】
　６０６セルの植え付けトレイに、接種された発芽培地を堅く詰め込みすぎないように確
認して、その培地を満たす。１粒のダイズ種子を、６０６セルごとに蒔いて、１．５～２
ｃｍの深さに埋め、処理を液体製剤として適用する場合には、植え穴を開いたままにする
。個々の植え付けセルを、セル／種子あたり３ｍｌにおいて、表２に示される再懸濁した
株のうちの１種で処理する。種子処理は、その種子の上部に対して直接行う。一旦処理を
適用した後に、その振盪平箱を軽く振盪して、植え穴を閉じる。その植え付けトレイに軽
く水を遣り、平箱上の育苗ドーム内に置く。３～４日後に、平箱を水分に関してチェック
し、必要に応じて軽く水を遣って、セルが一様に湿っているようにする。その育苗ドーム
を、水遣りの後に交換する。
【０２５３】
　データ収集および結果：　１０～１２日後、そのアッセイを評価して、発芽した種子の
数を決定する。データを、１処理あたり合計６粒の種子の中で発芽した種子のパーセント
として報告する。
【０２５４】
　実施例１０．種々の細菌株に関する種々の真菌病原体に対する圃場試験
　表２に記載される種々の細菌株を、表８に列挙される現在の農耕法の下で圃場において
表８に列挙される作物に適用して、均質な植物カバレッジを達成し、適切な農耕法に従う
。病気につき適切なタイミングで、処理を防止的におよび／または治癒的に適用する。
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【表８－１】

【表８－２】

【０２５５】
　その具体的処理を以下に概説する：
葉面病原体処理リスト：夏疫病
６～１０処理
処理容積：１００ガロン／エーカー
処理リスト：
１．　非接種、非処理チェック
２．　接種チェック
３．　ラベル説明書に適用された協力者が選択した化学物質制御
４．　ラベル説明書に適用された生物学的制御Ｓｅｒｅｎａｄｅ
５．　５ｇ／Ｌでの実験的生物学的葉面処理＋３オンス／１００ガロンでのＣａｐｓｉｌ
【０２５６】
　実施例１１．種子処理を使用する、種々の細菌株もしくはその活性改変体に関する種々
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　表２に記載される種々の細菌株を、圃場に植える前に種子処理として表９に列挙される
作物に適用する。細菌株処理を、病気の防止的制御のためにそして表１０中の適用割合で
適用する。その具体的処理を以下に概説する。
【表９】

【０２５７】
種子処理試験処理リスト：
１．　非接種チェック
２．　接種チェック
３．　協力者が選択しかつ適用した病気の適切な種子処理化学チェック
５．　生物学的実験の種子処理

【表１０】

【０２５８】
　実施例１２．畝間処理を使用する、種々の細菌株もしくはその活性改変体に関する種々
の真菌病原体に対する圃場試験
　表１に記載される種々の細菌株もしくはその活性改変体を、病気の防止的制御としてお
よび表１１に列挙される処理割合で、植えるときに畝間処理として表９に列挙される作物
に適用する。その具体的処理を以下に概説する：
【０２５９】
畝間試験処理リスト：
１．　非接種チェック
２．　接種チェック
３．　畝間生物学的処理　５ｇ／Ｌ＋６オンス／１００ガロンにおいて１５ガロン／エー
カーにおいてＣａｐｓｉｌ
４．　協力者が選択しかつ適用したとおりの病気の適切な畝間化学チェック
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【表１１】

【０２６０】
　実施例１３－生物学的制御株種子処理プロトコル
　種子処理製剤を、１０ｇ　製剤化株＋３０ｍｌ水＋１５ｍｌ　Ｕｎｉｃｏａｔ　Ｐｏｌ
ｙｍｅｒを混合することによって作製した。秤量した種子を滅菌したメイソンジャーの中
に入れる。種子重量に基づく種子処理溶液の適切な量（．０５ｍｌ／２５ｇ　種子）を、
混合物を６０秒間振盪するかまたは種子が視覚的に十分にコーティングされるまで振盪す
る。その種子を、ホイルローストパン（ｆｏｉｌ　ｒｏａｓｔｉｎｇ　ｐａｎ）の中に単
層にして入れ、１時間、または種子が乾燥するまで、層流フードの下に置く。種子が一旦
乾燥した後、それらを気密容器の中に入れて、室温で貯蔵する。
【０２６１】
　実施例１４．水和剤製剤
　表１２中で以下に示した株の各々の１００ｇの細胞ペーストを、５ｇのグリセロールお
よび２０ｇの合成ケイ酸カルシウムと、フードプロセッサーを使用して混合した。この材
料を、水分活性が０．３０未満になるように４０℃で乾燥させたところ、その時点で、そ
の材料は、表１２中で示されるとおりのＣＦＵ／ｇを含んでいた。その乾燥粉末製剤を、
真空封入したマイラーパウチの中に２２℃で貯蔵した。その乾燥粉末製剤は、抗真菌活性
を保持した。
【表１２】

【０２６２】
　実施例１５．Ｐｙｔｈｉｕｍ圃場試験
　細菌株ＡＩＰ０６１８９２およびＡＩＰ０７９４２８を、種子処理としてダイズ変種Ｗ
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３１０３に適用した。その細菌株を、実施例１４に記載されるように、水和剤として各々
製剤化し、次いで、１０ｇの製剤化細菌株と３０ｍｌ　水および１５ｍｌ　Ｓｅｅｄ　Ｃ
ｏａｔｉｎｇ　Ｐｏｌｙｍｅｒ（Ｕｎｉｃｏａｔ）とを合わせ、次いで、均一な溶液が作
製されるまで振盪することによって、種子処理に使用した。その完成した溶液を、１ｋｇ
のダイズ種子に適用し、層流フードの下で１２時間乾燥させた。
【０２６３】
　Ｐｙｔｈｉｕｍ接種物を、雑穀の子実上で成長させ、畝間適用を介して１．２５ｇ／ｆ
ｔで適用し、１日目に１３０，０００種子／エーカーで蒔いた処理済みダイズを植えたと
きに、適用した。全列の立っている数を１７日後に数えた。その具体的処理を以下に概説
する。
　処理：
１．　非接種チェック
２．　接種チェック
３．　０．４液量オンス／エーカーでＱｕａｄｒｉｓ
４．　ＡＩＰ０６１８９２種子処理
５．　ＡＩＰ０７９４２８種子処理
【０２６４】
　図２は、発芽実生数（立っている数）／エーカーを示す。図２は、ＡＩＰ０６１８９２
およびＡＩＰ０７９４２８が各々、接種コントロールに対して発芽において約２倍の増大
を生じたことを示す。
【０２６５】
　実施例１６．Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ圃場試験
　細菌株ＡＩＰ０６１８９２およびＡＩＰ０７９４２８を、種子処理としてダイズ変種Ｗ
３１０３に適用した。その細菌株を、実施例１４に記載されるように、水和剤として各々
製剤化し、次いで、１０ｇの製剤化細菌株と３０ｍｌ　水および１５ｍｌ　Ｓｅｅｄ　Ｃ
ｏａｔｉｎｇ　Ｐｏｌｙｍｅｒ（Ｕｎｉｃｏａｔ）とを合わせ、次いで、均一な溶液が作
製されるまで振盪することによって、種子処理に使用した。その完成した溶液を、１ｋｇ
のダイズ種子に適用し、層流フードの下で１２時間乾燥させた。
【０２６６】
　Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ接種物を、ソルガム子実で成長させ、畝間適用
を介して１．２５ｇ／ｆｔで適用し、１日目に１３０，０００種子／エーカーで蒔いた処
理済みダイズを植えたときに、適用した。全列の立っている数を、１７日後に数えた。そ
の具体的処理を以下に概説する：
　処理：
１．　非接種チェック
２．　接種チェック
３．　０．４液量オンス／エーカーでＱｕａｄｒｉｓ
４．　ＡＩＰ０６１８９２種子処理
５．　ＡＩＰ０７９４２８種子処理
【０２６７】
　図３は、発芽実生数（立っている数）／エーカーを示す。図３は、ＡＩＰ０６１８９２
が接種コントロールに対して発芽において５０％の回復を生じたことを示す。
【０２６８】
　明細書中で言及される全ての刊行物および特許出願は、本発明が属する当業者の技術レ
ベルを示す。全ての刊行物および特許出願は、各個々の刊行物もしくは特許出願が具体的
にかつ個々に参考として援用されることを示されるのと同程度まで、本明細書に参考とし
て援用される。
【０２６９】
　前述の発明は、理解を明瞭にする目的で例証および例示によっていくらか詳細に記載さ
れてきたが、ある種の変更および改変が、添付の特許請求の範囲内で実施され得ることは
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【図１】

【図２】

【図３】
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